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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第五十三話　サムライガールはｎ度死ぬ







〈九月二十三日──晴れ〉


　今日が人生最後の日になるかもしれない──


　いつかは必ずその日が訪おとずれることを知りながら、常つね日ひ頃ごろからそれを覚かく悟ごして生きている人間はそう多くはない。とりあえず今日は死なないだろうと根こん拠きよもなく思い込んでいるからこそ人は呑のん気きに生きていられるのだ。


『武ぶ士し道どうとは死ぬことと見つけたり』で有名な葉は隠がくれによると、生きるか死ぬかの選せん択たくを迫せまられた時は死ぬ方を選んでおけばまず間ま違ちがいはないという。どうせいつかは死ななきゃならんのだから、死に方を選べる時に死んでおけということらしい。


　それにしても、だ。


　覚悟もないまま唐とう突とつに最さい期ごを迎むかえるのと、覚悟していたのに生き延のびるのと──どちらの方がより皮肉な運命といえるだろうか。





　　　　一





　浅い眠ねむりを破やぶったのは、花の香かおりだった。


　鼻び腔こうに甘あまい芳ほう香こうを感じ、南な雲ぐも慶けい一いち郎ろうは覚かく醒せいした。


　左目は眼がん帯たいで塞ふさがっているため、右目を薄うすく開ける。


　白いカーテン越ごしにさしこむ午後の陽ひ射ざしが、広い天てん井じようを照らしている。


　上品なアイボリーの壁かべ紙がみをしばらく眺ながめてから視し線せんを下げると、部屋の隅すみに置かれたアンティークな花か瓶びんに三十本ほどの色とりどりのガーベラが飾かざられているのが見えた。


　視線を自分のベッドに戻もどすと、ギプスで固められベルトで吊つられている右足と、同じくギプスで固定された左ひだり腕うでが視し界かいに入る。慶一郎の全身には百本近い髪かみの毛のごとく細く長い鍼はりが打たれていた。痛つう覚かくを麻ま痺ひさせるツボに鍼を打つことで薬を使わずに麻ま酔すいをかけているのだ。痛いたみがない代わりにどこからどこまでが自分の肉体か判はん然ぜんとしない、ぬるま湯に浸つかっているような奇き妙みような感覚があるが、鍼を抜ぬくとたちまち激げき痛つうに襲おそわれるため安静にしている他ほかにやりようもなかった。


　慶一郎のいる部屋は病室ではなかった。分かっているのは都内にある高級ホテルのスイートルームらしいということだけだ。しかし外の世界に興きよう味みは湧わかなかった。身動きができないからではなく、気力が限かぎりなくゼロに近いからだった。自分が生きているということ自体に厭あいていた。


　死し闘とうを経けい験けんした後に訪れる陰いん鬱うつな倦けん怠たい感かん──生き延びた喜びではなく、なぜ生き残ってしまったのかという自責の念、ひどく居い心ごこ地ちの悪い不ふ快かい感だけがあった。すべてを捨すてて悪あつ鬼き羅ら刹せつと化しながら闘たたかいの中で死ぬことができずに生き長らえているのは帳ちよう尻じりが合わない、自然の摂せつ理りに反しているとさえ思える。


　奥おくの方で窓まどが開けられたらしく、部屋の中を風が通り、カーテンがふくらんだ。その風とともに、慶一郎の鬱うつ屈くつした気分とは裏うら腹はらな、弾はずむような鼻歌が聞こえてくる。


　カーテンの陰かげからとびきり美人のナースが顔を出した。慶一郎が目を覚ましていることに気付くと、烈飛鈴リー・フエイリンは屈くつ託たくのない笑えみをこぼした。


「おはよう。何か食べたい？」


「…………」


　慶一郎は首を横に振ふった。食しよく欲よくはなかった。代わりに吸すい呑のみでミネラルウォーターを飲ませてもらい、口を潤うるおす。


「身体からだを綺き麗れいにするわね」


　飛鈴はシーツをめくり、蒸むしタオルで慶一郎の身体を清せい拭しきした。全身包帯と鍼だらけなので拭ふける場所は少ないが、顔と首くび筋すじを拭いてもらうと少し気分が和やわらいだ。しかし新たな問題──というべきかどうか判断しかねる状じよう況きようが慶一郎の目の前に現あらわれた。


　飛鈴がベッドの端はしに膝ひざをついて身を乗り出し、慶一郎の左ひだり脇わきの辺りまで手を伸のばしてくる。ベッドの左側に回れば済すむところをわざわざそうするのは、横着をしているわけではない。飛鈴が身に着けているピンクのナース服はチャイナドレスのように身体のラインにぴったり合うように縫ほう製せいされていて、スカートの丈たけも極きよく端たんに短かった。胸むねのところはハート型に窓が開いていて、飛鈴が覆おおい被かぶさるように身を乗り出すと、慶一郎の鼻先に胸の谷間が突つきつけられる形になる。目のやり場に困こまって視線を逸そらすと、今度は白いガーターストッキングに包まれた太ももを目まの当たりにすることになった。どうやらこのナースは怪け我が人を安静にしておくつもりがないらしい。


　慶一郎はとりあえず飛鈴の顔を見ていることにした。素知らぬふりで清拭をしながら、飛鈴は横目でちらちらと慶一郎の顔を窺うかがう。そのたびに目が合うことから自分がじっと見つめられていると気付いた飛鈴は、急にそわそわし始めた。それでも凝ぎよう視しし続けていると、飛鈴はその視線から逃のがれようとするように顔を逸そらした。頰ほおがみるみる紅こう潮ちようし、耳まで真っ赤になる。


「…………あん、もう！」


　やがて堪たえられなくなったように飛鈴はベッドから離はなれた。開いた胸むな元もとと短いスカートの裾すそを手で押おさえる。慶一郎が目で追っていることに気付くと今度は顔を隠かくして背せ中なかを向けた。後ろ姿すがたも十分すぎるほどセクシーだ。


「そんなに見つめないで！」


　まったく理り不ふ尽じん極きわまる抗こう議ぎである。


（……恥はずかしいならそんな格かつ好こうをしなければいいのに）


　看かん護ごするのか誘ゆう惑わくするのかどちらかにしてもらいたいもんだ──慶一郎は絶ぜつ対たい安静の身ならではの冷静さで思った。飛鈴がいつまでも後ろを向いているようなら、唯ゆい一いつ自由になる右腕を伸ばしてまたお尻しりでも触さわってやろうかと考えていると、部屋の外から小鳥のさえずりのような甲かん高だかい声が聞こえてきた。


　勢いきおいよくドアが開き、白黒ツートンカラーの何かが飛び込んでくる。


『おねーさま～～～ッ!!』


　真っ黄色な声が部屋の中で弾はじけた。広東カントン語──それもステレオだ。


　闖ちん入にゆう者の正体は可愛かわいらしい双ふた子ごの少女だった。十二、三歳さいといったところか。


　二人は栗くり色いろの髪かみを同じように二つのお団だん子ごに結ゆい、ノースリーブのチャイナブラウスと七分丈のパンツ姿である。前髪の分け方が微び妙みように左右対たい称しようなのと、お揃そろいの服の柄がらのパターンがネガポジで反転しているところ以外はまるっきり見分けがつかない。


　双子は部屋に飛び込んできた勢いのまま飛鈴に駆かけ寄よろうとしたが、驚おどろいた顔で足を止めた。飛鈴の服ふく装そうをまじまじと観察してから、互たがいに顔を見合わせる。


「セ……セクシー!?」


「てゆーか直球でエロくない？」


「エロエロ？」


「もう超ちよう～エロエロっスよ！」


　二人は頰を赤らめ瞳ひとみをキラキラ輝かがやかせると、互いの手を握にぎって飛び跳はねる。


『キャ──────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────────ッ!!』


　二人の声がハモりながらハウリングを起こしたように増ぞう幅ふくされた。ひとしきり叫さけんでから、飛鈴を応おう援えんするように声を合わせる。
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『エロエロナース！　エロエロナース！　エロエロナ～～～～ス!!』


「うるさ────い！」


　お色気ナースを讃たたえる即そつ興きようダンスを踊おどり始めた二人に、飛鈴が合唱に負けないくらいの大声で怒ど鳴なった。二人は踊りはやめたものの悪びれる様子はなく、今度は寝ねたきりの慶一郎に目を向ける。


「うほっ！　ドデカいミイラ男発見～！」


「うわ～絵に描かいたようなポンコツ～～！」


　双子の姉し妹まいは慶一郎のギプスで固められた右足を指でつっついて、ブランコのように揺ゆらした。鍼はりによって麻ま酔すいされているので痛いたみはない。


「──芍花シヤオフア、苺花メイフア！　その旦だん那なにあんまり気安く近寄るもんじゃないよ」


　三人目の客が部屋に入ってきた。


「そんなザマでも、瞬まばたきする間に一人や二人殺すだけの力はあるんだからね」


　たしなめる言葉に、芍花と苺花は慌あわてて手を引っ込める。


　現れたのは貫かん禄ろくのある女じよ性せいだった。年ねん齢れいは五十前後、双子の姉妹の祖そ母ぼにしては少し若わかい。長い髪を二つの巻まき貝を思わせる形に結い上げ、細い銀のチェーンと紅こう玉ぎよくで装そう飾しよくしている。深い藍あい色いろのドレスに羽う毛もうのストールという優ゆう雅がな出いで立ちで、邪じや魔まにならないのかと心配になるほどの数のネックレスや指輪等の銀の装飾品を身に着けていた。


　女はベッドの左側に立ち、慶一郎を見下ろした。女が身にまとった伽きや羅らの香かおりが鼻をくすぐる。慶一郎は少し首を傾かたむけ、右目で女を見返した。


　慶一郎を見る女の目は冷れい徹てつだった。双子の姉妹とは別の意味で物もの怖おじしない、肝きもの据すわった人物に見える。女が烈一族の中でも高い地位にいる人間だということはたやすく想そう像ぞうできた。大物の登場である。


　慶一郎は口を開いた。


「……俺おれを始末するなら今のうちだ」


「だろうね」


　女は動じることなく率そつ直ちよくに返した。


「そうしたいのはやまやまだけど、そうもいかない事じ情じようがあるのさ」


　飛鈴は硬かたい表情で二人のやりとりを見ている。


「私たちがあんたを助けることになったのは、飛鈴のところへ電話があったからだよ。あんたが落ちてくる場所と時間を予告する電話がね。そこで救助用のエアバッグを調達して現場に駆けつけたというわけさ」


「誰だれがその電話を？」


「……さあてね。少なくともその電話の主はあんたを死なせたくなかったらしい。ただ自分で助けるのが面めん倒どうだから飛鈴に教えて利用した──そんなところだろうさ」


　女の言葉にはいまいましげな響ひびきがあった。慶一郎が現在保ほ護ごされているのは飛鈴個こ人じんの希望であって、烈一族の総そう意いではないと言いたいらしい。


「あんたを助けるためにけっこうなカネと人手がかかってるんだよ。せっかく苦労して助けたのに、それを無む駄だにするわけにもいかないだろ？　処しよ遇ぐうをどうするか決めるのは、あんたが自力で立てるようになってからでも遅おそくはない……とりあえずはそういうことさ」


　女が話している間、双子の姉妹はハミングしながら油性ペンを使って右足のギプスに落書きをしていた。片面には叢むら雲くもの間を駆ける龍りゆう、その裏うらには滝たきを上る鯉こいの姿すがたが描えがかれる。絵の出来上がりに満足したらしい二人は、ベッドの左右に分かれて立ち、気息を整えると、ギプスで固められた足に向けて両手を突き出した。


『──ハイ！』


　広げた手で見えない何かを摑つかみ、引いたり押したり、また開いたりといった動作をシンメトリカルに繰くり返す。やがて慶一郎は、感覚がないはずの右足に奇き妙みような熱さを覚えた。血流や神しん経けいに何らかの力が作用しているらしい。


（これは──気き功こう療りよう法ほうか!?）


　姉妹は慶一郎の身体からだには直ちよく接せつ触ふれていない。二人の両手の間を循じゆん環かんする気の圧あつ力りよくが、ダメージを受けた細さい胞ぼうを賦ふ活かつしているのだ。


「気功の練習台にはちょうどいいだろ。しばらくそうしてな。飛鈴──おいで」


　女はそう言って部屋を出て行く。飛鈴は不安げな目で慶一郎を一瞥べつしてから、女の後に続いた。





　　　　☆





　飛鈴が連れてこられたのは隣となりのゲストルームだった。ソファに腰こし掛かけた女が、後ろ手にドアを閉しめたまま立っている飛鈴に声を掛ける。


「何をボーッと突つっ立ってるんだい。そこへ座すわりな」


　促うながされて飛鈴はテーブルを挟はさんだ向かいの席に腰を下ろした。テーブルには報ほう告こく書のファイルが乱らん雑ざつに広げられている。女はその内の一部を手にとった。


　ページをめくる音だけが部屋に響く。しばしの沈ちん黙もくの後、我が慢まんしきれずに飛鈴は口を開いた。


「犀蓮サイリヤン様……どうしてあの二人を？」


「あの男の警けい戒かい心を和やわらげるためだよ」


　烈一族の女丈じよう夫ぶ──犀蓮はファイルから目を上げて答えた。


　犀蓮は烈式聖せい獣じゆう拳けんの老ろう師しであるとともに占せん星せい術じゆつ師であり、一族の相談役として重要な地位にいる人物である。南雲慶一郎の過か去こを洗い直すように命じ、その詰つめとして関係者と直接面会して話を聞くように飛鈴に勧すすめたのも犀蓮だった。


「報告書にはしっかり目を通したつもりだったけど、あれは聞きしにまさる難なん物ぶつだね。口を開いたとたんにあの憎にくまれ口ときてる。正直、ちょいとビビったよ」


「あの、それは……きっと怪け我がで動けないから気分が塞ふさいでいて──」


「それは違うね」


　犀蓮は一言のもとに否ひ定ていした。


「あの男が何を考えていたか分かるかい？　いずれ烈一族と事を構かまえることになれば、あの二人の親兄弟を倒たおすことになるかも知れない──そんなことを考えて憂ゆう鬱うつになったのさ。だから『始末するなら今のうちだ』なんて台詞せりふが出てきたんだよ」


「そんな……」


「あれは自分以外は何も信じない男だよ。誰だれの助けも当てにしないし、自分の力が足りない時は死んで当然だと覚かく悟ごしている。命を救われたことに恩おん義ぎは感じても、それで心を許ゆるすかといえばそれはまた別の話さ。人が飼かい慣ならすことのできない野生の獣けもののようなものだね」


　再ふたたび報告書に目を通しながら、犀蓮はため息をついた。テーブルの上のファイルはすべて慶一郎に関するものだった。


「南雲慶一郎には都合三人の母親がいた……産みの母に育ての母、それと偽物の母親がね。だけどこの三人は誰一人として母親の役やく割わりを十分に全まつとうできなかった。母親もどきが三人もいちゃあ、そいつの人生は初手から面めん倒どうなことにならざるを得ないよ」


「彼は五歳さいで祖そ母ぼの南雲千ち鶴づるに引き取られています。彼女が母親の役割を果たしたのでは……？」


「この千鶴という祖母はむしろ父親代わりなんじゃないのかね？　あの男に武術の基き礎そを仕込んだのは祖母だ。孫に遺のこせる財ざい産さんがそれしかなかったんだろうね。そこにあの男のルーツがある……つまり南雲慶一郎という男が信じているのは、己の肉体と、それに宿る技ぎ術じゆつだけってことさ。たとえ裸はだかに剝むかれてもなくならないもの、誰にも奪うばうことができないもの──それだけが信じるに足るもののすべてなのさ」


　犀蓮はフィルター付きの細い葉巻に火を付けた。目の前にいるナースに気を遣つかってあさっての方向に煙けむりを吐はく。


「彼が信じているものは……彼が大切にしているものは他にもあります」


　飛鈴はファイルを手に取り、関係者のページを開いて犀蓮に見せた。双ふた子ごの姉し妹まいと同じ年とし頃ごろの少女の写真が挟はさまれている。巫み女こ装しよう束ぞくで境けい内だいを掃そう除じしているおかっぱ髪の少女──鬼おに塚づか美み雪ゆきである。犀蓮はその写真を見て憂うれうように目を細める。


「ヤクザの京きよう極ごく幻げん弥やに誘ゆう拐かいされたその娘むすめを取り戻もどすために、銃じゆうで武装した五十人からの敵てきと闘たたかったそうだね。でも闘いの舞ぶ台たいになったっていうビルからは死体一つ出なかったって話じゃないか」


「闘いがあったことは事実です。同じ夜に京極幻弥の所しよ属ぞくする暴ぼう力りよく団だんのボスが殺害され、屋や敷しきが爆ばく破はされる事じ件けんがありましたが、これは彼の仕し業わざです。そして京極幻弥とその配下の全員が行方ゆくえ不明になっています。闘いの痕こん跡せきが消えた理由は分かりませんが──」


「龍りゆうの手から宝ほう珠じゆを盗ぬすんだ愚おろか者は影かげも残さず消え失うせたわけだ」


　犀蓮はページをめくり、慶一郎が居い候そうろうしていた鬼塚家の家族構成の項こう目もくに目を通す。母親になり損そこねた三人の女と祖母に続く五人目の重要人物の名前がそこにあった。鬼塚鉄てつ斎さいの一人娘にして美雪の母親──鬼塚美み咲さき。


「なあ飛鈴……人間が正しい道を歩むために必要なものが何だか分かるかい？」


　不意の質しつ問もんに、飛鈴は途と惑まどいの表情を浮うかべた。


「必要なもの……？　それは──例えば『地図』のようなものでしょうか」


「それはね、『思い出』さ」


　葉巻の煙けむり越ごしに飛鈴の目を覗のぞき込こみながら犀蓮が言う。


「幸福な思い出、人から愛された思い出、心からの安らぎを覚えた日の思い出──それが人間を根本のところで支ささえる誇ほこりとなり、暗くら闇やみの中にあっても輝かがやく星になる。あの男にとって鬼塚美咲との『思い出』は掛け替がえのないものなんだろうね。だから彼女の娘を守るためなら何でもやってのけるし、そのために命を失うことになっても悔くいはないのさ。そして誰も頼たよりにしないってことは、出会った敵は何者だろうと必ず倒す──そういう闘い方をしてきた男だよ。あんなのを敵に回した奴やつの方が不運ってことだね」


「…………」


　飛鈴は沈ちん痛つうな面おも持もちで目を伏ふせる。犀蓮は自じ嘲ちようするように唇くちびるの端はしを歪ゆがめた。


「南雲慶一郎という男はかつての烈一族とどこか似にたところがある……故こ郷きようを捨てて香港ホンコンへ移うつり住み、武術の腕うでだけを頼りに黒社会で生き抜こうとしていた頃のね。私たちがあの男と出で遭あってしまったのは宿命かもしれない。ただ一つ許ゆるせないのは、花はな嫁よめの役をあんた一人に背せ負おわせちまったことさ。外から男を迎むかえ入れる時には少なくとも三人、最高で九人の女をあてがうのがしきたりなのにね。私が香港を留る守すにしてさえいなけりゃ、そんな愚おろかな真ま似ねはさせなかったんだが……あんたには本当にすまないと思ってるよ」


「そんな──」


「今さら言ったところで何も始まりゃしないけどさ」


　犀蓮は苦く笑しようしてため息を吐つくと、飛鈴のセクシーナース衣い装しようをまじまじと眺ながめた。


「その格好でイチコロにできる程度の男なら世話はないんだけどねえ……というか、身動きできない状じよう態たいで見せられても目の毒にしかならないんじゃないのかい？」


「あ……相手が動けないからこその作戦ですから！」


「色仕掛けもけっこうだけどね、あんたはあんたが持ってる一番の武器について自覚しておくことだよ」


「武器……一番の!?」


「さっきも言ったろ？　いい『思い出』を持つ人間には本当の強さがある。私の知る限かぎり飛鈴、あんたは幸せな娘だったはずだよ。あの双子みたいに何の悩なやみもなく来る日も来る日もキャッキャウフフってなもんだったろ？　あの男と出会うまでは──」


「そうですね……でも、もう前世の記き憶おくのように思えます」


　飛鈴は少し寂さびしげな、はにかんだ笑えみを浮かべて遠くを見る目になった。


「それを忘わすれないことだよ。あの男の強さは所しよ詮せん独ひとりだけのものにすぎない。それに──これからはそんな生き方は通用しないんだからね。本人にはまだ言ってないのかい？　あの重じよう傷しようじゃ完治しても以前と同じように闘うのは無理だってことをさ。まともに歩くだけでもリハビリに何か月もかかる。当分の間はあんたの助けなしじゃ何もできない身体からだだ。たっぷりと恩おんを売っておやり」


「そうします」


　ようやく飛鈴に笑顔が戻もどる。テーブルに乱らん雑ざつに広げられた報ほう告こく書しよをまとめていると、犀蓮が鬼塚家のデータを見ながら思い出したように言った。


「そういえば……鬼塚美雪の両親について新しい情報は何もないのかい？　事じ故こ死しというわりに、どこでどうやって亡なくなったのかもはっきりしないそうじゃないか。とくに母親は──鬼塚美咲は本当に死んでるんだろうね？」





　　　　☆





　飛鈴が戻ってくると、慶一郎のベッドは花で埋うまっていた。ガーベラの花が部屋中にばらまかれている。芍花と苺花の仕し業わざだった。


「あなたたち！　怪け我が人の部屋ではしゃぎすぎよ!!」


『わ～ん、エロエロナースが怒おこった～～!!』


　二人は片かた付づけもせずに部屋から逃にげ出していく。飛鈴はベッドに駆かけ寄より、花に埋もれた慶一郎を掘ほり出した。ひとまず顔にかかった花をどけてみると、慶一郎は目を閉とじて眠ねむっているようだった。花に囲まれているとまるで死人のように見える。


「もう……縁えん起ぎでもない」


　両手でベッドの上の花をかき集め、抱かかえて持ち上げる。不意に手首を摑つかまれ、胸むねに抱えた花が床ゆかにこぼれ落ちた。


　飛鈴の手首を摑んだのは慶一郎の右手だった。慶一郎は右目を開けて飛鈴を見る。


「頼たのみがあるんだが……」


「何か食べたいの？　それともどこか痛いたむ？」


　慶一郎はかすかに首を横に振って否ひ定ていした。


「あるものを人に預あずけてある。それを取ってきてもらいたいんだが……頼めるか？」


「────!!」


　慶一郎が初めて自分を頼ってくれている──そう思っただけで飛鈴の胸は躍おどった。


「え……ええ！　もちろん、お安い御ご用ようよ」


　飛鈴は一も二もなく引き受けた。この頼み事によって再ふたたび大だい門もん高こう校こうへ赴おもむくことになるとは知らずに──





　　　　二





　翌よく日じつ──九月二十四日、午前十一時十五分。


　大門高校二年Ｂ組の教室。


「いったい何の因いん果がで中国人に英語を教わらなきゃなんないわけ？」


　次の授じゆ業ぎようのための教科書とノート、英和辞じ典てんを机つくえの上に叩たたき付けるように置くと、御み剣つるぎ涼りよう子こは周囲の生徒たちにも聞こえる鋭するどい声で不満を訴うつたえた。


　涼子が問題にしているのは、今朝のホームルームに南雲慶一郎に代わる新しん任にん教きよう師しとして現あらわれた烈飛鈴のことである。当人に問い質ただしたいことは山ほどあったが、休み時間に探さがし回ったものの校内のどこにも見当たらず捕つかまえられずにいた。


「お言葉ですけどね、涼子さん」


　声を聞きつけて駆け寄ってきた小こ柄がらな人ひと影かげがあった。神かみ矢や大だい作さくである。


「香港は英国領りようですから英語は公用語ですよ。むしろネイティブ・スピーカーと言ってもいいんじゃないでしょうか」


「……ネガティブ？」


「ネイティブです。意味は──知りたきゃ手元にあるその辞書で調べてください。しかし考えてみると飛鈴先生は広東カントン語と英語と日本語がペラペラなんですよね。凄すごいなあ」


「英語教師としての能のう力りよくはこの際さいどうでもいいのよ！」


　涼子は自分から言い出した議ぎ論ろんの前ぜん提ていをちゃぶ台返しにした。


「気安く飛鈴先生なんて呼よんでるけど、一学期に教育実習に来た人間が二学期に担たん任にん教師として赴ふ任にんしてくるなんてありえないわよ！　そもそも教育実習生ってのもウソだったんでしょ？　なのに堂々と教きよう壇だんに上がるなんて、そんなの許ゆるされるわけ!?」


「それはまあ……校長との間になにがしかの裏うら取引があったものと考えられますけど」


「ほら見なさいよ。あれはただの美人教師なんかじゃなくて、何かしらの目的を持って学園に不法侵しん入にゆうしてきた犯はん罪ざい者なのよ。あんたもそこんところを──」


「そんなの僕ぼくにとってはどうだっていいことなんですよ」


　涼子の剣けん幕まくにも怯ひるまず、大作は敢かん然ぜんと反はん論ろんする。


「彼女が何の目的でここに来たのか？　そんなことはどうでもいいんです。むしろお役に立ちたいくらいですよ。裏でどんな汚きたない取引があったのか知りませんが、僕に言えるのは一つだけです。『ナイス校長！』と」


「だ、大作君、あんた……」


「涼子さんは列の一番後ろの席だから知らないとは思いますが、僕の席は教壇の目の前です。これが何を意味するか分かりますか？」


　怪け訝げんな顔になる涼子に、大作は目を輝かがやかせて言った。


「飛鈴先生が教壇に立つと……それはもう得も言われぬいい匂においがするんですよ！」


「さっそくメロメロになってんじゃないわよ!!」


　スパーン！


　涼子は大作の頭を平手で引っぱたいたが、故こ障しようは直らなかった。


「あんなパーフェクトな美人を目の前にしてメロメロになるなという方が無理ですよ。だいたいメロメロになって何が悪いって言うんですか!?」


　反省するどころか悪性の開き直りである。


「他に気にしなきゃいけないことがあるでしょ!?　南雲先生の行方ゆくえとか」


「あーそうですか、だったら世論に問うてみましょうよ。飛鈴先生が担任になって良かったと思う人──！」


　バババババッ。


　男子のほぼ全員が申し合わせたように一いつ斉せいに手を挙げ、遅おくれて女子の三分の一ほどが控ひかえめに賛さん同どうの意を示しめした。女子の場合、担任にせよ英語の授業にせよ、慶一郎の抜けた穴あなを埋うめる人間が必要との現実的な判はん断だんからだろう。


「次に飛鈴先生が担任になるのは断だん固こ拒きよ否ひするという人～」


　わざと角が立つ言い方で反対意見を抑おさえ込もうとする大作に対たい抗こうして、涼子は椅い子すから立ち上がって挙手した。周囲を見回すがどこからも手が挙がらない。


　シパン！


　廊ろう下か側の窓まどが勢いきおいよく開いたかと思うと、白衣の女性が身を乗り出してきてブンブンと手を振った。


「ぜぇ～～ったいはんたぁ～い！　断固反対よ～～!!」


　間ま延のびした声で異い議ぎを唱えたのは、実は獣じゆう医い師し免めん許きよしか持っていないとも噂うわさされる校医の菱ひし沼ぬま奈な々な子こである。生徒たちは一様に迷めい惑わくそうな顔をしたが、相手をしないで拗すねられても後が面めん倒どうだった。大作が嫌いや々いやながら訊たずねる。


「いったい何を根こん拠きよに反対なんですか？」


「あんなドロボー猫ねこに校内をウロチョロされたら～、学園のアイドルとしてのこの私の立場が危あやういじゃな～い」


「…………」


　突っ込みどころが多すぎる奈々子の発言に、大作はマッハで愛あい想そを尽つかした。


「……いいから閉しめちゃってください」


「ええ～、こら～あんたたちは～～！」


　廊下側の席の男子生徒たちが協力して奈々子を締しめ出し、ぴしゃりと窓を閉とざす。大作は何食わぬ顔で涼子に向き直った。


「とまあそういうわけで飛鈴先生が担任で困る人は校内にはいないんですよ。今日の昼休みにもファンクラブの再さい結成が予定されてますし」


「すでに一度結成されてたって事実に驚おどろくわよ」


　どこまでミーハーなのかと呆あきれながら、涼子は諭さとすように言った。


「ったく、はしゃぐのはいいけど分かってる？　あんたらがアイドル扱あつかいしてる相手は中国の怪あやしげな暗あん殺さつ拳けんを伝でん承しようする一族の女なのよ!?」


「本当に強い人は滅めつ多たな事じゃ怒おこりませんよ。南雲先生を見てたから分かります」


「逆に怒らせたら最さい期ごってことじゃない」


「それはそれで本望じゃないですか」


『おおおお～～～っ！』


　男子生徒たちは賛同の歓かん声せいと拍はく手しゆを上げたが、涼子が周囲を睥へい睨げいすると目を逸そらせて口を閉ざした。


「あんたが忘わすれてることがもう一つあるわ。忘れてるっていうより、知っててわざと無む視ししてることがね」


「何でしょう？」


「彼女は結婚してるのよ!?　いきさつはどうあれ一いち応おうは南雲先生のお嫁よめさんなの！　人ひと妻づまなのよ!!　それを承しよう知ちでファンクラブ結成とか世よ迷まい言ごとをほざいてんじゃないわよ!!」


　教室中に衝しよう撃げきが走った。大作を含ふくめ男子生徒たち全員が絶ぜつ句くし、教室が静まり返る。図星をさすとはまさにこのことだった。


　呆ぼう然ぜんとしている大作に、そら見たことかと涼子は鼻で笑った。


「どう？　グウの音ねも出ないってとこでしょ？　何とか言ってみなさいよ」


　ゴゴゴゴゴゴゴ……


　地じ響ひびきを思わせる低い唸うなりが聞こえてきた。耳に聞こえてくるというよりは震しん動どうとして身体からだに伝わってくる感じだ。


　男子たちは握にぎった拳こぶしを震ふるわせ、ギリギリと歯は嚙がみしていた。やり場のない憤いきどおりの内ない圧あつが上じよう昇しようし、それが共鳴して地響きとなっているのだ。


　ダンッ！


　男子の一人が机を叩いて立ち上がった。


「人妻で暗殺拳の遣つかい手の女教師──ええじゃないか!!」











[image: ]








　他の男子たちも天てん啓けいを得たようにハッと顔を上げ、次々に立ち上がる。


「よく言ったぞ城き戸ど！　その通りだ！」


「人妻だってええじゃないか！」


「暗殺拳を遣ったってええじゃないか！」


「美人だったらええじゃないか!!」


「ええじゃないか！」


「ええじゃないか！」


「ええ～じゃないかぁぁ～～!!」


　賛同する男子たちは口々に囃子詞はやしことばを連れん呼こした。その興こう奮ふんは教室中に広がり、呆れる女子を尻しり目めに男子全員が踊おどり始める。狂きよう乱らんの舞まいを目まの当たりにした涼子は、もはや開いた口がふさがらなかった。


（静しず馬まがいないってのに……このクラスがここまでアホの集まりだったとは……）


　教きよう壇だん側の戸が開き、白いスーツ姿すがたの女じよ性せい教きよう諭ゆが入ってくる。時ならぬ『ええじゃないか乱らん舞ぶ』の騒さわぎにかき消されてよく聞こえなかったが、すでに授じゆ業ぎよう開始のチャイムは鳴り終わっていたのだ。


　踊り狂っていた男子生徒たちがピタリと動きを止めた。教壇に立つ艶あでやかな姿に目を奪うばわれ、蕩とろけきった顔になる。


「──着席しなさいSit　down」


　飛鈴が命じると、男子たちは飛ぶようにして席に戻もどった。飛鈴は全員が落ち着くのを待ってから、教室中を見回して言った。


「調べてみたところ、このクラスの英語の授業はとくに遅おくれているようですね。しかし私が担当になったからには、それもすぐに取り戻してみせます。皆みなさんもそのつもりで」


　涼子も含めた二年Ｂ組の生徒たちは一様に意表を突つかれ、驚きの表情を浮うかべた。今日来たばかりだというのに、飛鈴は本気で授業をする気なのだ。しかも慶一郎の抜けた穴を埋うめるだけでなく遅れを取り戻すと豪ごう語ごしている。それが冗じよう談だんでない証しよう拠こに、教壇に立った飛鈴の態たい度どは堂々たるもので、さっきまでの男子たちの浮かれた気分を受け入れる隙すきなど微み塵じんもなかった。


　生徒は教師の能力を敏びん感かんに嗅かぎ分ける嗅きゆう覚かくを本能的に持っている。たった今、生徒たちの鼻はきなくさい臭においを嗅ぎつけていた。想そう像ぞうしていたよりも何十倍も手ごわい教師が現れたことに気付いたのだ。飛鈴が一学期に教育実習生として来た時には猫ねこを被かぶっていたため分からなかった事実である。人妻で暗殺拳の遣い手というところまでは『ええじゃないか』で済ませられても、教師として厳きびしい授業をするとなれば話は変わってくる。


　不ふ穏おんな空気を切り裂さくように勢いきおいよく手が挙がった。大作である。


「これが最初の授業ですから、まず質しつ問もんタイムを設もうけてはいかがでしょう？」


　雰ふん囲い気きを和なごませようという大作らしい提てい案あんだった。出で端ばなを挫くじかれる恐おそれを十分に感じ取っているはずの飛鈴は、遊んでもらえるのを待ちこがれている仔こ犬いぬのような大作を教壇の上から見下ろし、微笑ほほえんだ。


「いいでしょう。質問を受け付けます。ただし──」


　ダンッ！


　他の生徒が手を挙げるよりも早く、涼子は椅子を蹴け倒たおす勢いで立ち上がった。壇上の飛鈴を指さして発言する。


「先生に伺うかがいたいことがあります！」


「質問は英語でのみ受け付けます」


「…………ええ!?」


　涼子は指をさした姿勢のまま固まった。飛鈴はさも当然と言った顔で続ける。


「英会話の授業ですから、英語で受け答えができなければ意味がないでしょう？　遅れを取り戻すためにも、私の授業中の会話はすべて英語を使っていただきます。よろしいですね？Did　you　consent?」


「わかりました～I　see.」


　即そく座ざに対応できたのは大作と一部の女子だけだった。他の生徒たちは慌あわてて辞典や教科書を開き、使えそうな英文を血ち眼まなこになって探さがし始める。涼子も辞典を開いてみたが、自分から話す時に英和辞典は役に立たないと気付いて愕がく然ぜんとなった。


「私に訊きたいこととは何ですか？What　is　your　question　to　me?」


　飛鈴が流りゆう暢ちような英語で何か訊きいてきた。かろうじて[image: ]question[image: ]が聞き取れたのでおおよその内ない容ようは分かる。しかし涼子の頭の中はすでにパニック状態で、英語で文章を組み立てる余よ裕ゆうはまるでなかった。


「マ……マ……」


　酸さん欠けつの金魚のように口をパクパクさせながら、涼子は言葉をしぼり出そうとする。教室中が涼子の次の言葉を聞き取ろうと注目した。


「マ……マ～ヨネーズMayonnaise！」


　ドガガガガガァン！


　生徒たちが椅い子すごとずっこける音が校こう舎しや中に響いた。





　　　　三





　キ──ンコ──ン……


　四時限目終了のチャイムが鳴ると、生徒たちの間から安あん堵どのため息がもれた。無限とも思える地じ獄ごくの五十分間がようやく終わったからだ。


　飛鈴の授業は生徒たちの予想をはるかに超こえる厳きびしいものとなった。指名された生徒は起立して飛鈴と英語でやりとりをするのだが、ほとんどの生徒は飛鈴の質問が理り解かいできず、また質問が理解できたとしても英語で的確に答えられた者は半分にも満たなかった。


　何も理解できない場合には涼子にならって調味料の名前を答えるパターンが一時流は行やったものの、マヨネーズを超えるヒットは生まれず、また悪ふざけが過すぎた生徒が飛鈴の怒いかりを買い、全身硬こう直ちよくのツボに鍼はりを打たれて強きよう制せい的に立たされるというペナルティを科されるに至ってブームも終しゆう焉えんを迎むかえた。


　この授業をまるで苦にしなかったのは大作と数人の女子生徒だけだった。彼らと飛鈴の会話は弾はずんだが、それは英語力の格差を見せつける結果となり、他の生徒との間に大きな溝みぞを生んだ。英語を話せる者だけが人間扱あつかいされているという雰囲気が支配した教室は、大部分の生徒にとって甚はなはだ居い心ごこ地ちの悪い空間となった。


　これまで学んできた英語の知ち識しきを総そう動員した結果、授業が終わる頃ころにはほとんどの生徒が限げん界かいギリギリの顔になっていた。昼休み直前ということもあって脳のうに供きよう給きゆうされるべき糖とう分ぶんが底を尽つき、思考力が極きよく端たんに鈍にぶっているのだ。


「今回は以上です。次回からは本格的な授業にしたいので、日常会話の受け答えが完かん璧ぺきにできるように予習しておいてください」


『ふええ～～～』


　もはやブーイングにも力がない。テキストと出しゆつ席せき簿ぼを脇わきに抱かかえた飛鈴は、燃え尽きて机つくえに突つっ伏ぷしている涼子に声を掛かけた。


「──御剣さん」


「プッ、プッ……プリンアラモードPudding　a　la　mode！」


　最初のマヨネーズがトラウマになってしまった涼子は、思いついた外来語を反はん射しや的に答えるだけの壊こわれたロボットのような受け答えをした。


「[image: ]a la mode[image: ]はフランス語よ」


「ガ……しまったGoddamn！」


「しっかりしてください涼子さん！　もう日本語で喋しやべっていいんですよ!!」


　見るに見かねた大作が助言する。涼子は失語症しようにかかったように何度か口をモゴモゴさせた後、拳こぶしで胸むねを叩たたきながら叫さけんだ。


「ぶらり新しん兵べ衛え道場破やぶり！　ぶらり新兵衛道場破り!!　桃もも太た郎ろう侍ざむらい！　桃太郎侍!!　三匹びきが斬きる！　三匹が斬る!!　大江戸捜そう査さ網もう！　大江戸捜査網!!　御ご家け人にん斬ざん九く郎ろう！　御家人斬九郎!!　半はん七しち捕とり物もの帳ちよう！　半七捕物帳!!　腕うでにおぼえあり！　腕におぼえあり!!」


「どんなリハビリですか!?」


　テレビの時じ代だい劇げきのタイトルを二回ずつ連れん呼こする独どく自じのリハビリ法で自分を取り戻もどした涼子は、当初の目的を思い出して飛鈴をキッとにらみつけた。飛鈴はその視し線せんを涼すずしい顔で受け流すと話を続けた。


「私からもあなたにお話があります。後で食堂で会いましょう」





　　　　☆





　一階にある学生食堂へ向かう途と中ちゆうで、涼子は早くもいつもと違ちがう雰ふん囲い気きに気付いた。


　廊ろう下かで出会う生徒たちは皆みなどこかワクワクした様子で、先を争うように学食へ急いでいた。昼休みに学食が込むのは毎度のことだが、すぐに売り切れてしまう大人気の限げん定ていメニューなどはとくに用意されていない。駆かけ足になる理由が思い当たらないのだ。全身筋きん肉にく痛つうのうえに足を挫くじいている涼子は、怪け訝げんに思いつつも急がず歩いて学食に向かった。


「う～ん……!?」


　涼子は目の前に現あらわれた光景を眺ながめながら首をひねる。確たしかに学食に来たはずだが、辿たどり着いたのは見覚えのない場所だった。


　まず視界に飛び込んできたのは鮮あざやかな朱しゆ色いろだった。廊下に並ならんだ丸いテーブルと椅子、天てん井じようから垂たれ下がった日ひ除よけの幕まくの色だ。テーブルに着いた生徒たちは小さな蒸せい籠ろを並べ、蒸むし餃子きようざや小龍包シヨーロンポウを箸はしでつまんで口に運んでいる。


　学食の入り口に掲かかげられた看かん板ばんには金文字で『九龍自助餐Kowloon zi zhu can』とある。中に入ると、そこは学食ではなく完全に中ちゆう華か飯はん店てんと化していた。バイキング形式で自由に好きな料理を取っていいシステムになっているらしく、トレーを持った生徒たちが行列を作っている。


　ざっと見ただけでメニューは二十種類以上あった。蒸し餃子に水餃子、焼売シユウマイ、春はる巻まき、小龍包、海え老び団だん子ご、包子パオズ、酢す豚ぶた、海老のチリソース煮に、回鍋肉ホイコーロウ、青椒チンジヤオ牛肉絲ロースー、肉団子の甘あま酢ずあんかけ、炒飯チヤーハン、チンゲン菜のクリーム煮に、北京ペキンダック、燕つばめの巣のスープ、フカヒレスープなどの中華の定番料理の他、胡ご麻ま団子や杏仁アンニン豆どう腐ふ、マンゴープリンといったデザートも充じゆう実じつしている。まるで食いしん坊ぼうが見る夢ゆめのような光景だった。なるほど学食がこんな状態なら弁べん当とう持参の生徒だってダッシュで駆けつけるはずだ。学食はほぼ満席の状態で、多くの生徒は座すわるのを諦あきらめて立食を決め込んでいた。


「涼子さ～ん、こっちですこっち！　こちらへどうぞ!!」


　大作の呼び声を耳にした涼子は、いつの間にか口元に垂たれてきた涎よだれを慌あわてて拭ぬぐった。手て招まねきしている大作のところまで行くと『予約席』のプレートが置かれた四人掛けのテーブルが空いている。大作が引いた椅子に涼子は迷まよわず腰こしを下ろした。腹はらが空すきすぎて意い識しきが朦もう朧ろうとなり、正せい常じような判断力を失っている。


　大作が運んでくる料理を、涼子は次から次へと平らげた。小さな蒸籠に入った餃子や春巻などはテーブルに置かれた二秒後には涼子の胃い袋ぶくろに収おさまっている。蒸籠を二十個こほど積み上げたところでようやく人心地がついたので、料理を点心から炒いため物系けい中心に切り替かえた。ジューシーな豚ぶたの挽ひき肉にくがたっぷり詰つまった中華饅まん頭じゆうにかぶりついたところで、ふと顔を上げて大作を見る。


「ところで大作君……なんで学食がこんなことになってんの？」


「今ですか!?　その質しつ問もん？」


　完全に順序が逆ぎやく転てんした質問に、大作は膝ひざから崩くずれそうになった。


「まあ何と言いますか……つまり校長の裏うら取引の結果がこれなんですよ。飛鈴先生が南雲先生の代理として赴ふ任にんするのを認みとめる代わりに、学食を中華バイキングにするという見事な作戦ですよ」


「いったい誰に対する作戦よ？」


「そりゃもう人気取りでしょうね。おかげで僕らの間で校長の株かぶはうなぎ登りですよ」


「メシで釣つろうってわけ？　そりゃまた随ずい分ぶんと……」


「──随分と気に入ってもらえたようだけど？」


　女の声が聞こえてきた。積み上がった蒸籠の山を脇わきに退どかすと、いつの間にやってきたのかテーブルの向かい側に座っている飛鈴と目が合った。涼子は自分が飛鈴とここで待ち合わせていたことをやっと思い出した。


「大作君。熱～いお茶を持ってきてもらえるかしら？　一いつ緒しよに胡麻団子もお願い。もちろん彼女の分もね」


「は、はい！」


　飛鈴の注文を聞いた大作は早足で取りに向かった。涼子は饅頭の残りを急いで頰ほおばる。飛鈴が大作抜ぬきで話をしたがっているのは明らかだった。


「私が何の目的でここへ来たのか──それを訊ききたいんでしょ？」


　飛鈴はいきなり本題に入った。


「単刀直入に言うわね。御剣さん、あなたは南雲慶一郎からあるものを預あずかったでしょう？　私はそれを受け取りに来たのよ。彼の代理でね」


「────!!」


　涼子は反射的に胸に手を当てた。飛鈴の言う、涼子が慶一郎から預かったものはそこにあった。不思議な力を秘ひめた青い石のペンダント──〈ソルバニアの秘石〉。


「代理って……どういうことですか？」


「言葉通りの意味よ」


「南雲先生が頼たのんだんですか？　あなたに？」


「そうよ」


「どうして本人が取りに来ないんですか？」


「取りに来れない状じよう況きようだから」


「どうして？」


「それは言えないわ」


「どうして？」


「彼には『敵てき』が多いから──としか言えないわね」


　飛鈴の受け答えは率そつ直ちよくで、涼子をからかうつもりはなさそうだった。涼子はセーラー服の胸むな元もとに手を入れてペンダントを取り出し、指でつまんで飛鈴に見せた。


「これが何なのか──南雲先生から聞いてますか？」


「いいえ。預けたものだから返してもらえとだけ。ただ……」


　飛鈴は目を細めてペンダントを注視した。


「彼は『教えてもいいが、聞けば必ず後こう悔かいする』って言っていたわ。意味はよく分からないけれど」


　涼子にはすぐに慶一郎がそう言った理由が分かった。ペンダントについて説明するには異世界ソルバニアの話をしなければならない。涼子ですら信じられないようなトンデモ話を飛鈴に話したところで、正気を疑うたがわれるのがオチだった。信じようと信じまいと後悔する羽目になるのは確かく実じつである。


「で、返してもらえるかしら？」


「それはできないわ」


「あら、どうして？」


　今度は飛鈴が訊たずねる側に回った。涼子は少し考えてから答えた。


「南雲先生はこれを取りに戻もどるって約束したのよ。本人以外には渡わたせないわね」


「それは困こまるわ」


「別に困ることなんてないじゃない。南雲先生のところまで案内してくれればいいだけよ。そしたら本人に返すわ。簡かん単たんでしょ？」


「そうはいかないのよ。理由はさっき言ったことの繰くり返しになるけど」


「もしかして日本にはいないってこと？」


「その質問には答えられないわ」


　らちがあかないとはこのことだった。涼子はペンダントをセーラー服の中へ戻した。


　渡したくないのは飛鈴が信用できないこともあったが、何より、ペンダントを返してしまうともう二度と慶一郎とは会えなくなるような気がするからだった。慶一郎が飛鈴に代理を頼んだのが本当なら、これを取り返しさえすればもう帰ってくる必要はないと考えているのではないか──涼子はそう直感していた。


「南雲先生に言っといて。返してほしければ直ちよく接せつ取りに来てって」


「……結局そうなるわけね」


　飛鈴はとくに怒おこりもせず、わずかに肩かたをすくめて小さくため息を吐ついた。


「でも彼に伝える必要はないわね。あなたが断ことわることは予想していたから。彼もあなたが素す直なおに返さないかもしれないって」


「ふうん……それで、どうするつもり？」


「今のあなたから力ずくで奪うばい返すのは簡単そうだけど──」


　飛鈴の悪戯いたずらっぽい微笑ほほえみを見て涼子は身み構がまえた。


「勘かん違ちがいしないで。遺い恨こんの残るような方法で取り返したりしないから。それにわざわざ強ごう引いんな手を使わなくたって、この学校には便利な制せい度どがあるじゃない？」


「制度……？」


　涼子は不ふ吉きつな予感に眉まゆをひそめた。


「あなたに〈Ｋファイト〉を申し込むわ」


　飛鈴は涼子の目を見み据すえながら挑ちよう戦せんの意思を表明した。


「私が勝てばそのペンダントを返してもらう。あなたが勝ったら……」


「その時は南雲先生に会わせてもらうわよ」


「それでいいわ。どちらにせよ私の目的は果たせるわけだし。それで時間と場所は──」


「ちょ～～っと待ったぁ！」


　大作が中国茶のセットと胡ご麻ま団だん子ごの皿の載のったトレーを持ったまま突とつ撃げきしてきた。トレーから滑すべり落ちそうになる急きゆう須すと茶ちや碗わんを飛鈴が、胡麻団子を涼子がそれぞれキャッチする。


「危あぶないわね！　走ってくんじゃないわよ」


「そんなことはどうでもいいんです！　それより〈Ｋファイト〉と聞いて黙だまっちゃいられませんよ!!」


「さてはあんた、盗ぬすみ聞きしてたわね？」


「僕ぼくに内ない緒しよでこっそり〈Ｋファイト〉をやろうなんて許ゆるしませんよ。二人の対戦はこの僕とＫファイト実行委員会がマッチメークさせていただきますからね！」


　大作は一方的にそう宣せん言げんすると、スケジュール帳ちようを取り出してカレンダーを調べた。


「ええと……十一月の学園祭のメインイベントということでいかがですか？」


「二か月も待たす気!?」


「一か月と十日ですけど、ダメですか」


「当然でしょ。却きやつ下かよ、却下！」


「でも……」


「でも何よ!?」


「最低それくらいの準じゆん備び期間がないと勝負にならないんじゃ──」


「!!」


　涼子は目を剝むいて大作を見、横目で飛鈴を見た。飛鈴はお茶をいれている。


　大作に指し摘てきされるまで飛鈴と対戦して負けるという結果は想定していなかった。今日の放課後に対戦するとなると足を挫くじいているのでちょっと不利かな、くらいに思っていたがよくよく考えてみれば相手は烈式暗あん殺さつ拳けんの遣つかい手である。万全の状態でも勝てる保証はないのだ。


　事じ態たいの深しん刻こくさに気付いた涼子に大作が耳打ちする。


「慌あわてないでくださいよ涼子さん。僕としてはなるべく先さき延のばしにしたいんです」


「なんでよ？」


「だって飛鈴先生の話が本当なら〈Ｋファイト〉が終わったら帰っちゃうってことじゃないですか。よく考えてみてくださいよ？　飛鈴先生が赴ふ任にんしてる間はこの中ちゆう華かバイキングが続くわけですよ。美人教きよう師しが担たん任にんだわ、英語の授じゆ業ぎようは進むわ、美お味いしい昼ご飯は食べ放題だわでいいことずくめなんですよ！」


「……どっちかってーとアメとムチって感じなんだけど」


　涼子にとっては担任が美人かどうかは関係ないし、授業に関してはすでにトラウマになりかけている。中華バイキング食べ放題は確かに魅み力りよく的だがそれと天てん秤びんにかけても微び妙みようなところだった。


「せめて今月一いつ杯ぱいは我が慢まんしてもらえませんかね？」


「冗じよう談だんじゃないわ。こっちはそんな悠ゆう長ちようなこと言ってらんないのよ」


「だったら伺うかがいますけど、そもそも勝算はあるんですか？」


「それは……」


「まともに走れもしないのに、それでどう勝負するんですか？」


「あたしが車椅い子すに乗るから、あんたが後ろから押おしなさいよ。そしたらムチで……」


「逆『子連れ狼おおかみ』ですか!?」


「『おしどり右う京きよう捕とり物もの車ぐるま』よ」


「そんなマイナー時代劇、誰も知りませんよ！」


「主しゆ演えんが中村敦あつ夫おなのよ!?　奥おくさん役がジュディ・オングで」


「だから何なんですか!?　だいたいその戦法だと僕が狙ねらわれた時点で終わりじゃないですか」


「そこは特訓でカバーすればいいじゃない」


「特訓の成果が出る頃ころには涼子さんの足だって治ってますよ」


　大作の意見はいちいちもっともだった。涼子も足を捻ねん挫ざしているだけで下半身不ふ随ずいというわけではない。


「その身体からだじゃ、武ぶ術じゆつの試合で私に勝つのは難むずかしいでしょうね」


　飛鈴がお茶を勧すすめながら言った。


「挑ちよう戦せんを受けた側に対戦競きよう技ぎ種目の選せん択たく権けんが与あたえられる──それが〈Ｋファイト〉の基き本ほんルールでしょう？　なにも武術にこだわる必要はないと思うけど」


「────!!」


「私も決着は早めにつけたいと思うしね」


　飛鈴は不ふ敵てきに微笑ほほえんだ。武術の勝負以外でも負ける気がしないと言っているのだ。当然ながらカチンときた。


「上等よ！　そこまで言うなら覚かく悟ごしておくのね！　必ず吠ほえ面づらかかせてやるから!!」


「勝てる競技があるといいんですけどねえ」


　涼子が啖たん呵かを切った直後、大作が頭から冷水を浴びせるようなことをボソリと呟つぶやいた。


　Ｋファイト実行委員会の審しん議ぎの結果、涼子と飛鈴との対戦は三日後の土曜日──九月二十八日に決定した。





　　　　四





　怪け我がを理由に剣けん道どう部ぶの部活を休み、早めに帰き宅たくした涼子は、玄げん関かんに見み慣なれない革かわ靴ぐつを発見した。父親の丞じよう太た郎ろうが海外から帰ってきたわけではなさそうだった。サイズが大きいし、けっこう値ねの張はりそうな高級品に見える。


「ただいまー。まどかさ～ん？」


　家に上がって声を掛けると、応おう接せつ間まから叔お母ばのまどかが出てきた。


「あら、お帰り～」


「お客が来てるの？」


「ええ。涼子ちゃんに」


「へ!?　あたしに？」


　慌てて応接間を覗のぞいてみる。丞太郎が世界各地から持ち帰った壺つぼや仮か面めんといった怪あやしい土産みやげ物が所ところ狭せましと飾かざられている応接間のソファに、恰かつ幅ぷくのいい胡ご麻ま塩しお頭の紳しん士しがでんと腰こし掛かけていた。背せ広びろに白衣という出いで立ちはどう見てもドクター・マックス村むら雨さめである。


　一心不ふ乱らんにスイカを食っていた村雨は、涼子に気付くと顔を上げた。しかし口を開いたのはスイカを平らげてからだった。


「あれから調子はどうかの？　サムライガール」


「その呼び方は勘かん弁べんしてって言ったはずですけど」


　涼子がムッとした顔で言い返すと、村雨は破は顔がんした。


「その様子なら心配はなさそうじゃな。まあ座すわってくれ。話があって来た」


「簡単に上がり込んだわね」


「うむ。写真を見せたらすぐに信用してもらえたのでな」


「写真～？」


　村雨が白衣のポケットから数枚まいの写真の束を取り出してテーブルに置く。涼子は向かい側の一人掛けのソファに座り、写真を手に取った。インドかどこかの遺い跡せきをバックに丞太郎と村雨がにっこり笑って握あく手しゆしている。


「お父さんと知り合いだったの!?」


「会ったことはないがの。名前は知っとったよ」


「要するに合成？」


「よくできとるじゃろ」


「……犯はん罪ざいじゃないの？　これ」


「裏を見たまえ」


　涼子は写真を裏返してみた。『この写真はフィクションです』との但ただし書きがぬけぬけと書かれている。


「近いうちに会いに行って本物を撮とってこよう。それで構かまわんじゃろ」


　相変わらず胡う散さん臭くさいんだか頼たのもしいんだか判はん然ぜんとしないオッサンである。


　まどかが戻もどってきたので写真の話はここまでだった。目の前に置かれたスイカを見て、涼子は真顔でまどかに訊たずねた。


「なんでスイカなの？」


「食べるでしょ？」


「そりゃ食べるけど……」


「これから夜や勤きんだから後はお願いね」


　それだけ言うとまどかは出て行った。


「スイカを食いながらでも話は聞ける。千七百六十五日ぶりに食ったが、甘あまいぞ」


　村雨はまるで気にしない様子だった。主に海外で活動しているので日本のスイカが珍めずらしいのだろうか。


　涼子がスイカに手を伸のばすと、村雨は報ほう告こくを始めた。


「さっそくだが、まずはいい情報からじゃな。ゾーンに寄き生せいされていた生徒たちは金曜日に退たい院いんすることに決まった。週明けには登校できるじゃろう」


「本当に？　そいつは吉報ね」


「〈救星会〉の連中は全ぜん滅めつじゃったがね。まあこれは仕方なかろう」


「……他にいい報しらせはないの？」


「拝おがみ暁人あきとは無事に保ほ護ごできた。今は冬とう眠みんカプセルで眠ねむってもらっておる。体組そ織しきを採さい取しゆして分ぶん析せきしているが、おそらく何も出てこんじゃろうな。〈覚醒者アートマン〉といっても肉体は普ふ通つうの人間と変わらん。違ちがいがあるとすれば脳のう下か垂すい体たいじゃが──」


「解かい剖ぼうするとか言うんじゃないでしょうね？」


「そうしたがっとる連中はいるがね。真ま名な君が許ゆるさんじゃろう。それに……」


　村雨の目がギラリと光った。


「冬眠カプセルは冷れい凍とう式ではない。眠りながら代たい謝しや機き能のうを高めて自然治ち癒ゆを促そく進しんするタイプじゃし、電でん源げんを切ったり蓋ふたを開けたりすればただちに目覚めるように仕組んである。開けてビックリ玉手箱というわけじゃよ」


「あんたの組織でしょ？　〈オリオン〉とかいう」


「悲しいかな、天才はつねに孤こ独どくなのじゃな」


　孤独なのは天才だからではなく奇き人じん変人の類たぐいだからではないのか──と涼子は思ったが言わないでおいた。それよりも気になっていたことがある。


「ところで〈覚醒者〉ってのはそもそも何なわけ？　〈神威カムイの拳けん〉を極きわめるとみんな〈覚醒者〉になるってこと？」


「それにはまず〈神威の拳〉を定てい義ぎせんことには始まらんな。武術については君の方がワシよりはよほど詳くわしいじゃろう？」


「あたしが？」


　逆に聞き返されて涼子は泡あわを食った。物知り博はか士せという人種は何でも説明できると思い込んでいたからだ。


「えーっと、〈神威の拳〉ってのはつまり……こう……」


　涼子は掌てのひらを前に突つき出して慶一郎の〈神飛拳〉の動作を真ま似ねた。


「手から目に見えない力を出して、離はなれた相手を吹ふっ飛ばすのよ。呼こ吸きゆうのやり方に秘ひ訣けつがあるらしいけど」


「君自身がその技わざを受けたことは？」


「それはないわね。静馬と〈Ｋファイト〉でやり合った時はギリで躱かわしたから」


「見えない攻こう撃げきを躱かわしたのかね？」


「まあ……何となく、勘かんで」


「ほほう、さすがはサムライガールじゃの」


「だからそれはやめてっつってんでしょ!?」


　そう怒ど鳴なりながら涼子の頰ほおは真っ赤になっていた。何な故ぜか無む性しように気き恥はずかしいのだが、村雨は涼子の反はん応のうを面おも白しろがって言っているに違いない。


「伝説の百歩神拳や如によ来らい神しん掌しようのようなファンタジックな技──要は尋じん常じようの武術ではないということじゃな。仙せん術じゆつ気き功こう闘とう法ほうというくらいじゃから、仙道と深い関かかわりがあると考えて間違いあるまい」


「仙道って柔じゆう道どうや剣けん道どうとは違うわけ？」


「うむ、まるで違うものじゃよ。ざっくり説明するならば、仙道とは仙人に至る方法のことじゃ。中国三大宗しゆう教きようのひとつ、陰いん陽よう五行説や風水で知られる〈道教タオイズム〉の思想が背はい景けいにある。道教において宇う宙ちゆうと人生の根こん源げん的な真理を〈道タオ〉と呼ぶが、その〈道タオ〉と一体となるべく修しゆ行ぎようを積み、不老不死の霊れい薬やくを服用して仙人となることが道教の究きゆう極きよくの理想とされておる。神仙や真人ともいうがね」


「〈神威の拳〉が仙道なら、それを極きわめると仙人になるってことよね？　すると〈覚醒者アートマン〉は仙人ってこと……？」


「さあ、それはどうかの」


　村雨は口くち髭ひげの左ひだり端はしを指でつまみながら難むずかしい顔で言った。


「アートマンとは古代インドの聖せい典てんヴェーダを起き源げんとする宗教で使われる用語じゃ。人間の意い識しきの最も深い内側にある個この根源を意味し、宇宙の根本原理であるブラフマンと同一視しされる」


「それって〈道タオ〉と似にてない？」


「早はや合が点てんは誤ご解かいの元じゃよ。『宇宙の根本原理』などというワードはどこにでも顔を出す。言い方が同じでも指しておるものは一八〇度違うかもしれんぞ」


「ふうん、じゃあご高説を賜たまわろうじゃないの」


「よかろう。〈覚醒者〉は人間の肉体の持つ未知の可か能のう性せいを追求した結果、発見された『ある境きよう地ち』だと考えられる。仏ぶつ教きようの〈無む我が〉に近い。いっそ〈仏ぶつ陀だ〉と呼んでもいいかもしれん」


「〈覚醒者〉って博士が付けた名前じゃないの？」


「拝暁人に滅ほろぼされた街に老いたラマ僧そうが現あらわれて『これは〈覚醒者〉の為なせる業わざである』と告げたのじゃよ。その老僧はちょいと目を離はなした隙すきに消え失うせてしまったが、その言葉は有力な手て掛がかりになった。真名君の記き憶おくと照らし合わせると──」


「坊ぼうさんの話はどうでもいいから、さっさと本題に入ってくれない？　途と中ちゆうの経いき緯さつは省いて結けつ論ろんをズバッと言ってほしいんだけど」


「話の腰を折っとるのは君の方じゃろ？」


　村雨はやれやれといった顔になると、咳せき払ばらいをひとつした。


「拝暁人と他の〈神威カムイの拳〉の遣つかい手との決定的な違いは、彼が最初から〈覚醒者〉となることを目的に訓練された人間だということじゃ。つまり意図的に〈覚醒者〉を作り出している者たちがいる。その者たちはおそらく〈覚醒者〉が何なのかを正確に把は握あくし、〈覚醒者〉がこの世界に必要とされる存そん在ざいであることを理り解かいしているはずじゃ」


「〈覚醒者〉を作るって……いったいどんな連中よ？」


「彼らの本ほん拠きよはヒマラヤ山中のどこかにある。拝暁人と真名君は二十年前に飛行機事じ故こで遭そう難なんし、ラマ僧に助けられてヒマラヤ山中の隠かくれ里のような村に身を寄せた。そこに住む者たちは例外なく超ちよう人じん的な身体能力を持っていたという。二人はそこで呼吸法の訓練を受けさせられた。当然〈神威の拳〉と同様のものと考えて間違いあるまい。半年ほどすると真名君一人だけが下界に戻もどされ、暁人君はその村に残った。真名君の記憶は封ふうじられておったが、暁人君が自分の意志で村に残ったことだけは覚えていた。かすかな記憶の断だん片ぺんから推すい測そくできるのは、その隠れ里がチベット仏教の一派ぱにより作られたらしいということくらいじゃ」


「すると……どういうこと？　〈覚醒者〉になるってことと、〈神威の拳〉を極めることは別ってわけ？　それとも特別な訓練法が必要ってこと？」


「かもしれん。じゃが別の見方もある。〈覚醒者〉になるには先天的な素質が必要で、〈神威の拳〉を極めてみないことには、なれるか否いなか判はん別べつできないとしたら──」


「…………したら？」


　村雨は十分にヒントを出しているつもりらしいが、涼子はまだピンと来なかった。


「ところで南雲君は〈神威の拳〉を誰から習ったのかね？」


「確かヒガシカタ……某なにがしとか言ってたわね」


「南雲君がその師し匠しようから〈覚醒者アートマン〉の話を聞いていたと思うかね？」


「さあ？　あたしに聞かれても、そんなことまでは知るわけないでしょ」


「〈覚醒者〉になる可か能のう性せいを承しよう知ちで、彼が〈神威の拳〉を学んだと思うかね？」


「それは……」


　即そく答とうしかねる問いだった。慶一郎とその師匠のことなど知る由よしもない。


「では君自身に当てはめてみよう。君は古流剣けん術じゆつを学んでいるそうだが、その流派を極めると〈覚醒者〉になる可能性があるとしたら、躊ちゆう躇ちよせずに入門できたかね？」


「────!!」


　涼子はようやく村雨の言わんとしていることが分かった。


　武術を学ぼうとする者の目的は一つだ。


　強くなりたい──そのシンプルな渇かつ望ぼうがあればこそ、どんな修しゆ行ぎようにも耐たえられる。


　だが〈覚醒者〉になることは別の意味を持つ。結果として無む敵てきの強さを手に入れることができたとしても、その力は自分の意志で扱あつかえるものではないのだ。


「超感覚と超人的身体能力、さらには見えざる〈気〉の力を操あやつる〈覚醒者〉は神仙のごとき存在じゃ。しかしその超能力は己おのれの欲よく望ぼうのために使われることはない。本能に従したがい自動的に最さい適てき化かされた行動をとる、生せい態たい系けいにおける免めん疫えき抗こう体たいのような役やく割わりを負うのじゃ。〈覚醒者〉になることはすなわち個人としての存在を捨すてることを意味する。まさに無我の境地というわけじゃな」


「そんなものに自分から望んでなろうなんて人間なんてそうはいないわ」


「だからこそヒマラヤの隠れ里のような特別な修行場が必要となる。〈覚醒者〉を育成するためのシステムがな。そこでは呼吸法のような内ない丹たん術じゆつだけでなく霊れい薬やくを作る外丹術、すなわち中国における錬れん金きん術も研究されておるはずじゃ。そして拝暁人本人は納なつ得とくずくで〈覚醒者〉となった──ここまではいいかね？」


　村雨の目が爛らん々らんと輝かがやき、額ひたいが脂あぶらぎってきた。ノッてきたようだ。


「では最初の疑ぎ問もんに戻ろう。〈神威の拳〉は仙道の呼吸法をベースに武術として応用したもので、それを極めたところで〈覚醒者〉になれるわけではない──とは言い切れん」


「……って、結局どっちなのよ!?」


「ワシは〈神威の拳〉は仙道の一部ではなく、〈覚醒者〉を生み出すためのシステムそのものではないかとにらんでおる。〈覚醒者〉は生態系全体にとって必要な存在じゃ。だがその人数が足りていると思うかね？　バラモンを追って日本までやってくるくらいだ、とても足りているとは思えん。〈覚醒者〉は隠れ里だけではなく、世界中のどこででも育成されているのかもしれん」


「つまりなに？　〈神威の拳〉の行き着くところはやっぱり〈覚醒者〉になるわけ？　でも誰にでも教えるってわけには──」


「そうかな？　考えてみたまえ。〈覚醒者〉は誰がなっても構わないのではないかね？」


「…………!?」


「〈覚醒者〉の行動は本能のプログラムにより制せい御ぎよされる。いわば全自動じゃ。当人の主しゆ義ぎや思想、人間性などとはまったく関係がない。〈覚醒者〉になるのは聖せい人じん君子だろうと大悪あく党とうだろうと構かまわんというわけじゃ。〈神威の拳〉が仙道の武術への応おう用ようというのは欺ぎ瞞まんにすぎず、実じつ際さいには〈覚醒者〉を生み出すための方便だとすればどうかね？」


「どうしてそんな噓うそをつく必要があるわけ？」


「おそらく〈覚醒者〉になるべき人間の条じよう件けんは素質にある。あるいは単に確かく率りつの問題かもしれんが、とにかく少ないはずじゃ。〈覚醒者〉の数を増ふやすためには、より多くの人間に仙道を修行させる必要がある。いっそ誰彼構わず教えていい。誰に教えてもリスクがないどころか、むしろ教えれば教えるほど教え得というわけじゃ。しかし修行は厳きびしいものじゃし、〈覚醒者〉の正体を知っていてそうなりたいと思う人間は少ない。そこで仙道ではなく『凄すさまじい威い力りよくをもった武術』としてならどうじゃな？　武術家や格かく闘とう家かなら、強くなるための努力は惜おしまんじゃろ」


　涼子は思わず低く唸うなった。村雨が描えがいて見せたのは恐おそるべき構図だった。


「〈神威の拳〉を教えるのは、強くなりたいっていう願望を利用して〈覚醒者〉を育てるための……ペテンだって言うわけ!?」


「実際に強くなるわけじゃからペテンとは言い難がたいがね。もう一つ付け加えるなら、一人一人育成するよりもさらに効こう率りつのいいやり方がありそうじゃ」


「何よ？」


「〈神威の拳〉の遣い手同士を争わせる」


「!!」


　涼子の脳のう裏りに慶一郎と静馬の対決の構図がフラッシュバックした。二人と他の〈神威の拳〉の遣い手同士の対決は何度も目にしてきている。ウィラード・ゲイツが送り込んできた挑ちよう戦せん者しやたち、そして京きよう極ごく刹せら羅つ・久く遠おん七なな瀬せ・不ふ動どう秋あき嵩たかのトリオ──彼らが〈覚醒者〉のことを知っていたとは思えない。ただ勝利を得るため、強くなりたいという想おもいに衝つき動かされているだけだ。たとえこの世に必要な存在だとしても、強さを求めた結果〈覚醒者〉になってしまうことは本人にとっては悲ひ劇げきではないのか。


「すべて仕組まれたことだって言うの？」


「なに、あくまでワシの想そう像ぞうじゃよ」


　涼子はソファからずり落ちそうになった。


「勝手な憶おく測そくをさも事実みたいに述のべるんじゃないわよ！　静馬や南雲先生が拝暁人みたいになりゃしないかって心配しちゃったじゃない!!」


「南雲君ならすでに〈覚醒者アートマン〉の力を使った形けい跡せきがある」


「なぬう!?」


「仮か説せつを立てるのは科学の醍だい醐ご味みじゃが、根こん拠きよのないことは言わんよ」


　涼子の反はん応のうが面おも白しろいらしく、村雨はしてやったりという顔で笑った。


「彼はもともと〈オリオン〉の新しん造ぞう潜せん水すい艦かんのコックとして雇やとわれたが、結果的に傭よう兵へいとして三つの作戦ミツシヨンに参加している。最後の作戦では、彼が配はい属ぞくされた精せい鋭えい部隊が丸ごと敵てきに寝ね返がえってな、最新装そう備びで完全武ぶ装そうした一個こ中隊を一人で相手にするハメになったのじゃ」


「それってムチャクチャ不利っていうか……無む理りじゃない!?」


「それでも彼は任にん務むを果たして生せい還かんした。敵部隊を全ぜん滅めつさせ、作戦の標的だった開発中のＢＣ兵器搭とう載さい歩行戦車を破は壊かいしてな。しかしその結果には腑ふに落ちない点が多かった……」


「敵の兵士がみんな塩の柱に変わってた、とか？」


「いや、兵士の大半は銃じゆう器きや爆ばく弾だんではなくナイフや素す手でで殺さつ傷しようされていた。それはそれで普ふ通つうとは言い難いが、それよりも敵部隊の戦せん闘とうヘリや戦車の破壊状じよう況きようが奇き妙みようでな。どんな兵器によって破壊されたのか皆かい目もく見当もつかん。凄すさまじい圧あつ力りよくと衝しよう撃げきで潰つぶされていて──まるで巨大な拳でぶん殴なぐったような痕こん跡せきがあった。そして当の南雲君本人には戦っている最中の記き憶おくがないときている」


「記憶がない……？」


「南雲君はその作戦を最後に〈オリオン〉との契けい約やくを解かい消しようして艦を降おりた。そのため追つい跡せき調ちよう査さができなかったが、暁人君のデータがヒントになった。敵部隊の兵士たちは後天的な遺い伝でん子し改造により身体能のう力りよくや免めん疫えき力が強化されていたのじゃ。彼らからは正常な人間の識しき別べつ信号が消えていたのかもしれんな。使用されれば生態系に甚じん大だいなダメージを与あたえるであろうＢＣ兵器、周囲はすべて敵という極限状況──〈覚醒者〉化するための条じよう件けんが揃そろっていた可能性がある。戦闘中の記憶を失っていたのも状況証しよう拠この一つじゃ」


「でも拝暁人の場合とは違ちがうわよ？」


「そうじゃな。暁人君がほぼ二十四時間態たい勢せいで〈覚醒者〉状態であるのに比くらべて、南雲君の〈覚醒者〉化は一時的なものだったようじゃな」


「ほら、その辺はどうなのよ。説明できんの？」


「同じ〈覚醒者〉でも役割が違うということかもしれんな。暁人君はアポトーシスにより宿主を葬ほうむることでゾーンの侵しん略りやくを阻そ止しした。南雲君に倒たおされた兵士の死し因いんはネクローシス、つまりプログラムされた細さい胞ぼう死しではなく外がい傷しようによるものじゃ。同じ〈神威カムイの拳けん〉でも単たん純じゆんな破壊力では南雲君の方が圧あつ倒とう的に上回る」


「……だったらどう違うってのよ？」


「攻こう撃げき方法が違うということは、すなわち想定している『敵』が異ことなるということじゃ。守備範はん囲いの違いと言い換かえてもよかろう。ワシは暁人君をＮＫナチユラルキラー細胞にたとえたが、常時活動して生態系の内部に生じたガン細胞的な存そん在ざいを排はい除じよするのが彼の役目だとすれば、南雲君の場合はそれとは逆ぎやくに外部からの脅威を排除することが使命なのかもしれん」


「外部の敵って？」


「たとえば小惑わく星せいクラスの隕いん石せきとかじゃよ」


「隕石!!」


　涼子の脳裏に今度は一昔前のスペクタクル映えい画がを思わせる場面が思い浮うかんだ。刻こく一刻と地球に迫せまり来る巨きよ大だい隕石。それを迎むかえ撃うつのは人類の叡えい智ちを結集して建造されたミサイルや大たい砲ほうや宇宙戦艦ではなく──身長二メートルの大男。


　えいやと気合一いつ閃せん、両手から放たれた神気の砲ほう弾だんが巨大隕石を木こっ端ぱ微み塵じんに撃ち砕くだく！


　思わず脳裏に描いてしまった〈覚醒者〉の活かつ躍やく想像図を、涼子は頭かぶりを振ふってかき消した。


「んなわきゃねーでしょ！　いくらなんでも飛ひ躍やくしすぎよ!!」


「若わか者もののくせに夢ゆめがないのう」


「夢は夢でもそれは小学生の！　じゃあなに？　怪かい獣じゆうが現れたら巨大化して闘たたかうわけ!?　そんなバカげた──」


　そこまで言ったところで、涼子は慶一郎が巨大化しないまでもすでに怪獣とは闘っていることを思い出して苦い顔になった。合体したゾーンも見た目は完全に怪獣そのものだった。意外に慶一郎も暁人もなにげに怪獣退たい治じをたしなんでいる。巨大隕石の迎げい撃げきもデタラメさの程てい度どからいえばほんの半歩ほど踏ふみ出したにすぎないかもしれない。


　どちらにせよこんなホラ話を鵜う呑のみにするわけにはいかなかった。まともに付き合っていたらこちらの常識が破壊されてしまう。


「とりあえず〈覚醒者〉のことはいいわ。一いつ介かいの高校生の手に負える話じゃなさそうだし」


　涼子は残りのスイカにかぶりついた。話題を変えるつもりで別のことを訊きいてみる。


「そういやさ……もし南雲先生に会えてたら、助っ人として雇やとうつもりだったわけ？　もう一度〈オリオン〉にスカウトするつもりだったとか？」


「コックならともかく傭兵として雇うのは無理じゃろうな。南雲は優ゆう秀しゆうな戦士ではあるが、闘うことを仕事ビジネスにはしない」


「……どういうこと？」


　涼子は反はん射しや的に聞き返した。村雨の物言いはさりげなかったが、内ない容ようは大いに引っかかるものがあった。


「うむ……南雲君は優秀な戦士ではあるが兵士ではない。傭よう兵へいとして働いたのは行きがかり上やむなくそうなっただけじゃ。奇き妙みような話に聞こえるかもしれんが、南雲君にとっての闘いは『生活』のためではなく、あくまで『生存』のためのものらしい。彼が闘うのは報ほう酬しゆうのためではなく、自分の生命を守るためか、誰かを助けるため──極きわめて純じゆん粋すいな動機がある時だけじゃ。彼が参加した最初の作戦からして、想定外の敵の援えんで孤こ立りつした味方部隊の救出が目的じゃったからな。しかもヘリでは間に合わんので、光学迷めい彩さい機能付きの耐たいＧスーツにジェットパックを背せ負おわせ、対戦車レールガン二挺ちようを装そう備びして潜水艦発射弾道ミサイルＳＬＢＭに乗っけて撃ち出したんじゃよ」


「乗る方も乗る方だけど、乗せる方も乗せる方だわね」


「戦闘中に光学迷彩が故こ障しようして耐Ｇスーツが真っ白になったせいか、助けられた部隊の兵士たちからは『ガ○ダム』と渾名ニツクネームを付けられたがね。実際に驚きよう異い的な戦果を上げておる。敵てきから『オリオンの白い悪あく魔ま』と恐おそれられたかどうかは知らんが」


　このオッサンには何を訊いてもトンデモ話しか出てこないらしい。


「南雲君はその一件けんで一躍ヒーローになったわけじゃが、本人にしてみれば不本意じゃったらしい。正式に傭兵契けい約やくを結ぶことになったのでな。彼を『現げん代だいのサムライ』と呼よぶ者もいたし、ワシもそう思っとったが、行動原理からすると『武ぶ俠きよう』と呼んだ方が適てき当とうかもしれん。水すい滸こ伝でんに出てくるような豪ごう傑けつじゃな」


「要は武人でしょ？　サムライと何がどう違ちがうわけ？」


「武士道の根本は主君への忠ちゆう誠せいにある。滅めつ私し奉ほう公こうというやつじゃな。対して武俠の行動は義俠心に発する。主君のためではなく、友情のため、あるいは女のために命を捨すてることは武士道では不ふ名めい誉よになるが、武俠の価か値ち観かんではむしろ本望なのじゃな。南雲君はその気になれば天下無敵じゃが、誰かに命じられて闘うことをよしとしない男じゃ。闘う理由や正当性を他人に預あずけることができないからこそ〈オリオン〉とも袂たもとを分かった。そういう男を味方につけるには……」


　村雨が急に顔色を変え、頭上のハエを追うような手振りで空中を搔かいた。何をやっているのかと涼子は訝いぶかしく思ったが、すぐに理由に思い至いたった。涼子の〈月の眼グラムサイト〉は表ひよう層そう意い識しきをテロップとして読むことができる。おそらく村雨は何か涼子に知られたくないことを思い浮かべてしまったのだ。


　しかしゾーン事件の解かい決けつ以い降こう、涼子の〈月の眼〉の能力は発現していない。現に今もテロップは出ていないのだが、村雨の隠かくしていることには興きよう味みがあった。


「そんなので誤ご魔ま化かされないわよ」


　すべてお見通しといった顔で意地悪く言うと、村雨はあっさり観念した。


「情じよう報ほう源げんがワシじゃということは南雲君には黙だまっておいてくれ」


「いいわよ。で、具体的にどういうこと？」


「あくまで噂うわさであって当人に裏うらを取ったわけではない。ワシもそこまで無ぶ粋すいな男ではないのでな。南雲君と真名君ができとったという話は……」


「えええええ────ッ!?」


　涼子は素すで仰ぎよう天てんした。


「あのいかにもな理り系けいの美人と筋きん肉にく怪獣が!?　いったいどんな奇き跡せきが起こったの？　どうやって口説いたわけ!?」


　身を乗り出す涼子に、村雨は醒さめた顔で引いた。カマをかけられたことを察したのだ。


「どうやらテロップは出ておらんようじゃな」


「…………ちっ」


　涼子は思わずミーハーな反はん応のうをしてしまったことを反省した。それにしても慶一郎は美人と縁えんがあるらしい。ゾーン事件が何日かずれて大門高校で水み守もり真名と烈飛鈴が鉢はち合あわせていたらと考えるとゾッとした。


「あの顔で美人にモテるなんて……よもや世界各地に現地妻づまがいるんじゃないでしょうね？」


「いても驚おどろかんがね。彼は風ふう来らい坊ぼうじゃからな」


「風来坊……」


　およそ現実の人間に与あたえられる肩かた書がきとは思えなかった。しかもその実じつ態たいは限かぎりなくホームレスに近いときている。


（教きよう師しでコックで武俠で美人にモテて風来坊のホームレスで時々〈覚醒者アートマン〉になったり異い世せ界かいに召しよう喚かんされたり……いったいどこまで面おも白しろけりゃ気が済すむんだか）


　そう呆あきれながら、涼子は飛鈴とのＫファイトのことを思い出して悩なやましい気分になった。〈覚醒者〉の話を聞いた以上、世界一のトンデモ教師に再ふたたび会わねばならない理由が増ふえたわけだが、あの最強の鬼おに嫁よめに勝つのは並なみ大たい抵ていのことではないだろう。


「やれやれ……思わぬ長話になってしまったな」


　村雨はやたらメカニカルな腕うで時計を見ながら言うと、白衣のポケットに手を突つっ込んでゴーグルのような分ぶ厚あついサングラスを取り出し、涼子に差し出した。


「ヘッド・マウント・ディスプレイじゃ。まず掛かけてみてくれ」


　言われたままに掛けてみる。真っ黒で何も見えない。


「何よこれ？　グラサンじゃないの？」


「まあ待て。いま電源を入れる」


　村雨が何か操そう作さしたらしく、不意に目の前が明るくなった。ゴーグルの内側は極めて精せい細さいな画が質しつのカラー液えき晶しよう画面になっていて、そのスイッチが入ったのだ。


　白い画面が徐じよ々じよに薄うすれていくと、南国の孤こ島とうのビーチを思わせる光景が目の前に広がった。赤道直下の強い陽ひ射ざしを反はん射しやして鮮あざやかな青と緑に輝かがやく海、打ち寄せる白い波、どこまでも続く無人の砂すな浜はま──しかもその視界は涼子の顔の動きに連動して動き、実際に砂浜に立っていると錯さつ覚かくさせるほどの臨りん場じよう感かんを伴ともなっていた。視差を計算して左右のモニターに微び妙みようにずれた映えい像ぞうを出力しているからだろう。


「うわ……うわ！　何これ!?　スゴいわよ？」


「それはＶＲシステムのデモ用データじゃ。これから十秒ほどの画像が出てくるから、瞬まばたきせずに凝ぎよう視ししてくれたまえ」


　村雨がそう告げると、涼子はいきなり空へ舞まいあがった。実際には画像がそのように変化しただけだが、涼子は加速に伴うＧによってソファに背を押おしつけられたように錯覚した。大気圏けんを突とつ破ぱして宇う宙ちゆうに飛び出した涼子の視界に、無数の流星のように飛び込んでくるものがあった。


　それらは膨ぼう大だいな量の活字の列だった。宇宙は無数の活字で埋うめ尽つくされていて、その隙すき間まが星に見えているのだ。相対速度が速すぎて何が書かれているのかいちいち読んではいられない。活字の奔ほん流りゆうは村雨の予告通り十秒で終わり、視界は再ふたたび白く染そまった。


「以上で終しゆう了りようじゃ。もう外していいぞ」


　涼子はサングラス型ディスプレイを外して村雨に返した。ほんの十秒ながらひどい疲ひ労ろうがあった。脳が引きつけを起こしたような感覚がある。


「うう～頭痛いたい……何なのよ、いったい!?」


「相手の表層意識をテロップとして読む能力は、君自身の知識量に左右されるようじゃ。つまり自分の知識にないことは読めず、読めたとしてもその意味を知っておかねば役に立たない。そこで試ためしに活字化したデータライブラリを仕込んでみた。速すぎて読めなかったろうが脳にはインプットされたはずじゃ」


「だから〈月の眼グラムサイト〉はもう使えないって……」


「一度目覚めたからには、脳内にはそのためのシステムが出来上がっておるはずじゃよ。いずれ危き機き的状況に陥おちいれば再び目覚めることもあろう。いざという時に役に立つかもしれんし、立たんかもしれんが、まあやっておいて損そんはあるまい。どうせ脳の容量は余あまっとるじゃろ」


　勝手な言い草である。サングラスを片かた付づけた村雨がまた何か取り出すのを見て、涼子はちょっと身み構がまえた。しかし今度出てきたアイテムは涼子もよく知ってる品だった。市し販はんの小型カメラである。


「ツーショット写真を撮とっておかんとな。君のお父さんに会った時に使える」


　証しよう拠このねつ造ぞうじゃないのかと思ったが、涼子に突つっ込こむ気力は残っていなかった。





　　　　五





　鬼塚美雪はベッドの中で目を覚ました。


　目を開いても周囲は暗くら闇やみだった。しばらくして目が慣なれると、カーテン越ごしに外の常じよう夜や灯とうの光がかすかに射さし込んでいるのがわかる。


　しかし今が宵よいなのか夜明け前なのかは分からない。救出されてから一週間余り、一日のほとんどを寝ね床どこで過すごす日々が続いたため時間の感覚は麻ま痺ひしていた。


　上体を起こした美雪は、胸むねに刺さすような鋭するどい痛みを感じて息を詰つまらせた。


　両手で胸を押さえ、身体からだを折って痛みに耐たえる。氷柱つららで胸を貫つらぬかれ、ポッカリと開いた傷きず口ぐちから透とう明めいな冷たい血が流れ出しているような感覚──それは実際に身体に受けた傷による痛みではない。血を流しているのは心だった。


　心が流す血の止め方を、美雪は一つだけ知っていた。


　それは、傷口を凍こおらせてしまうことだ。


　心を凍いてつかせれば、出血は止まり、痛みは感じなくなる。凍った傷口が癒いえることは決してないが、しばらくは忘わすれていられる。美雪はこれまでもそうしてきたし、今回もそうするつもりだった。


　石いし畳だたみを踏ふみしめる足音が窓まどの外から聞こえてきた。美雪を眠ねむりから覚ましたのはこの音だった。


　美雪はベッドから抜ねけ出すと、寝間着の白い長なが襦じゆ袢ばん姿すがたのまま部屋を出て、玄げん関かんに向かった。廊ろう下かは暗かったが奥おくにある鉄てつ斎さいの部屋の襖ふすまからは明かりが漏もれている。廊下の柱に掛かっている振ふり子こ時計が九時を打った。


　美雪は雪せつ駄たを履はいて表へ出た。足音は一つだけで、飛ひ天てん神社の境けい内だいの方から聞こえてくる。ダンスほどリズミカルでも激はげしくもないが、足音のひとつひとつは力強く、また軽かろやかでもあった。


　境内には少ないながらも常夜灯があり、真夜中でも完全な暗闇になることはない。その明かりの下に躍おどる人ひと影かげがあった。ランニングシャツにトレーニングパンツ姿の少年である。美雪が聞いたのは少年の履いているバスケットシューズが境内に敷しき詰つめられた石畳を蹴ける足音だった。


　少年は拳けん法ぽうの鍛たん錬れんの最中だった。


　跳ちよう躍やくしながら右足を頭の上にまで上げて蹴りを放ち、その蹴りの動作が終わる前に左足を同じように蹴り上げる。二段蹴りから着地しても間を置かず踏み込みながらの左右の肘ひじ打うち、さらに矢のように飛び出しながら腕うでを伸のばして渾こん身しんの拳突を放つ。数メートルの間合いを一歩で詰める長大なストレート・パンチだ。


　大おお技わざが終わると今度は呼こ吸きゆうを整えながら太たい極きよく拳けんのようなゆったりした動作に移うつった。スローな動きだが全身に力がみなぎっているのが分かる。


　要所で雷らい鳴めいのような激しさで地面を踏む。


　両足を肩かたの幅はばに並へい行こうに開き、背を伸ばしたまま腰こしを落として両の拳こぶしを正面に突き出す。ちょうど馬に跨またがるような姿し勢せいである。一分以上経たっても姿勢を維い持じしたまま動かない。


　美雪は建物の陰かげから出て少年の方に近寄った。拝はい殿でんの前の木の階かい段だんに腰を下ろし、膝ひざの上に頰ほお杖づえをついて鍛錬の様子を眺ながめる。


　拝殿に背を向けている少年はさらに十分以上も同じ姿勢を崩くずさなかったが、休んでいるわけではなかった。中腰で両手を前に突き出したままの姿勢は見た目以上に筋きん力りよくを使うらしく、少年の背中にはみるみる汗あせの粒つぶが浮うかび、シャツに染しみこんでいく。


　さらに時が過すぎ、何分経けい過かしたのか分からなくなった頃ころ、限げん界かいが近付いているのか少年の息が上がってきた。太ふと腿ももや腕が小こ刻きざみに震ふるえている。


　美雪は少年の足元にまとわりつく小さな黒い影かげに気付いた。仔こ猫ねこである。仔猫は彫ちよう像ぞうのように動かない少年を不思議そうに見上げると、後ずさりしていったん二メートルほど離はなれてから、猛もう然ぜんとダッシュして飛びかかった。少年の尻しりから背中を駆かけ上がり、頭のてっぺんまで一いつ瞬しゆんで登り詰める。


「──うおっ!?」


　驚おどろいた少年は体勢を崩して尻しり餅もちをついた。仔猫はすぐに飛び降おりて難なんを逃のがれ、美雪の元へ駆け寄ってくる。鬼塚家には三匹びきの黒い仔猫がいるが、冒ぼう険けん心あふれる遊びに挑ちよう戦せんするのは決まってラウールだった。


　ラウールが美雪の膝に飛び乗ると、隠かくれていた他の二匹──ジェラールとバルタザールも暗がりから出てきて美雪の足元にじゃれついてきた。


　美雪は手を伸ばして仔猫たちをあやした。何日かぶりに触ふれる仔猫の肌はだは滑なめらかで温かかった。


　仔猫に構かまうのにかまけていた美雪は、しばらくしてから少年の存そん在ざいを思い出した。顔を上げると、石畳の上に大の字に寝転がっている少年と目が合った。野性味がありながらどこか大人びた印象のある風ふう貌ぼうには見覚えがある。同じクラスの泉いずみ谷や万かず騎きの友人で、一度鬼塚家にも来たこともある九く条じよう鳴なる海みだった。


　クラスが違ちがううえ直じかに話をしたこともないので、どんな少年なのかはよく知らない。学校では休み時間に一人で黙もく々もくと筋トレをしているところをたまに見かける程てい度どである。とくに不良というわけではないが、無ぶ愛あい想そうで人を寄せ付けない雰ふん囲い気きのある少年だった。


　鳴海は気息を整えると両足を頭の上まで持ち上げ、身体からだのバネを使って跳はね起きた。灯とう籠ろうに歩み寄ると、その下に置いてあったペットボトルを取り、ミネラルウォーターを飲んだ。半分ほど飲んだところで栓せんをして元の場所に戻もどしてから、美雪の方へ近付いてくる。


　鳴海は数メートル手前の微び妙みような距きよ離りで足を止めると、独ひとり言のように言った。


「ここは……静かで集中できる」


　それは自分がこの場所にいる理由を説明したのか、それで許きよ可かを求めたつもりなのか、そもそも美雪に向けられたものなのかも判はん然ぜんとしない言葉だった。


　鳴海が口にしたのはそれだけで、美雪も何も訊きかなかった。


　鳴海は美雪に背を向けて再ふたたび拳法の鍛錬を始めた。
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　美雪は仔猫たちをあやしながら、その様子を飽あきもせずに眺めていた。そうしている間は胸の痛みも忘れていられそうに思えた。





　　　　六





　九月二十五日──水曜日。


　部活を休んで早々に帰宅した涼子は、自室に戻るなりリュックを投げ出してベッドに突つっ伏ぷした。


「うぐうぅぅ──……」


　着き替がえるのも忘れて長々と嘆たん息そくをもらす。頭が重くズキズキと痛いたむ。頭ず痛つうがするのは脳のうを使いすぎたせいだった。そしてその原げん因いんはもちろん烈飛鈴の英会話の授じゆ業ぎようである。今日は英語の授業はないので油ゆ断だんしていたが、他の授業が休きゆう講こうになったのをいいことに飛鈴が補ほ習しゆう授業を割わり込ませてきたのだ。結果は昨日の繰くり返しである。


　授業の遅おくれを取り戻すという飛鈴の宣せん言げんは本気だった。涼子からソルバニアの石を取り戻すことが本当の目的だと聞かされたので、教きよう師しという肩書きは単なる隠かくれ蓑みのだと思っていたがとんでもない勘かん違ちがいである。


『──おそらく飛鈴先生は努力の人なんですよ』


　大作は烈飛鈴の性せい格かくをそう評ひようした。


　飛鈴は南雲慶一郎の妻つまになるというたった一つの目的のために七年間を花はな嫁よめ修しゆ業ぎように費ついやしてきた女である。家事を完かん璧ぺきにこなし、語学は堪たん能のう、暗殺拳の遣つかい手のうえにとびきりの美人──だがそれらのスキルはたゆまぬ努力の賜たま物ものなのだろう。


　そんな飛鈴からすると、何のプレッシャーも感じずにのほほんと暮くらしている生徒たちは見るに堪たえないのかもしれない。


　しかし自分が努力家だからといって他人にまでそれを求めるのはいかがなものか。その発想にいかにもな優ゆう等とう生せい臭しゆうを感じて、出来のよい生徒とはいえない涼子は辟へき易えきしていた。土曜日まであと三日あるが、ことによると飛鈴は対戦する前に涼子をボロボロにするつもりなのかもしれない。


（Ｋファイトか……）


　涼子はベッドに仰あお向むけになり、ぼんやりと天てん井じようを見上げた。


　Ｋファイトの基き本ほんルールとして挑ちよう戦せんを受けた側に対戦種目の選せん択たく権けんがあるとはいえ、果たして自分に有利な競技があるだろうか。頭脳勝負では勝てそうにないし、料理対決など以もつての外ほかだった。勝てるとしたら時じ代だい劇げきのマニアックなクイズくらいのものである。


　マッチメークを買って出た大作とＫファイト実行委員会がどんな対戦を企き画かくしているのかは知らされていない。飛鈴に学校に居い残のこってほしい大作は引き分けドローを狙ねらって勝敗の決まりにくい競技を選んでくるはずだが、涼子としてはそれでは困る。目指すは完全勝利──それ以外にはありえなかった。


　涼子は上体を起こすと、部屋の隅すみに立てかけてある竹刀しない袋ぶくろに目を向けた。


　中には赤あか樫がしの木刀が入っている。榊さかき原ばら烈れつ膳ぜんとの対決以来、涼子が抱かかえている迷まよいが晴れるまでは飛天流剣けん術じゆつの稽けい古こはおろか木刀に触ふれることさえ禁きんじると鉄斎から言われていた。ゾーン事じ件けんの際には図らずも剣を握にぎることになったが、迷いが晴れたわけではなく一時的に棚たな上あげされたにすぎない。


　飛鈴とのＫファイトを納なつ得とくのいく闘たたかいにするためには、やはり武器使用可の自由格かく闘とうを挑いどむしかないのではないか──涼子はそう思ったが、しかし、竹刀袋に伸ばしかけた手を引っ込めた。


　烈飛鈴の本気は生半可なものではない。その本気を正面から受け止められるほどの覚かく悟ごが自分にあるのか。命のやり取りではないにせよ、再び剣を握ったとして臆おくせずに立ち合えるのか。そう自問自答するがはっきり闘えるとは断言できなかった。


「…………ええい！」


　涼子はセーラー服とスカートを脱ぬいで放ほうり投げると、ベッドから床ゆかに飛び降り、腕立て伏ふせを始めた。とりあえず今日できることといえば、筋トレと英語の予習くらいのものだった。





　木曜日。


　六時限目が自習になったので飛鈴が現あらわれる前に早々に帰き宅たくした涼子は、スウェットの上下に着き替がえてロードワークに出た。足の捻ねん挫ざの痛みはほとんどひいていたので、軽いジョギングとストレッチで身体からだを調整する。


　Ｋファイトの対戦がどうなるかは考えないようにしていた。武器を使った格闘となれば、中国拳法の遣い手である飛鈴がどんな兵器（武器）を持ち出してくるか分かったものではない。それを予想して対たい策さくを練るにしても時間がなさ過すぎる。どんな対戦になるにせよ、持ち前の身体能力で対応していくしかないのだ。


　涼子は赤あか塚つか公園の運動場で一時間ほどかけてメニューをこなし、最後に五十メートルほどの短距きよ離りを何本か走った。打ち身や擦すり傷きずは残っているが、運動に支し障しようになるような違い和わ感は感じない。土曜日までには捻挫も完治するだろう。身体の方は十分に闘える状態にあった。そうなると克こく服ふくすべき問題は一つだけだった。


　涼子は公園を出て家路についた。わざと遠回りのコースを選び、ゆったりとしたペースでジョギングする。走りながら考え事をしたい気分になっていた。


　自分はどうして闘うことを求めてきたのか──？


　榊原烈膳との死し合あいで感じた空しさの意味について考えると、どうしても最後はそこに行き着いてしまう。


　この世にはびこる悪を討うつ──動機としては極きわめて単たん純じゆんに思えるが、自分にとっての『悪』とは何なのかとあらためて考えると、案外その正体ははっきりとしなかった。ゾーンの親玉は分かりやすい悪あく党とうで倒たおすべき相手ではあったが、自分が敵てきとしている『悪』とは少し違ちがう気がする。


　いったいいつから自分は『悪』の存在を感じ、それと闘うことを望むようになったのだろうか。時代劇のヒーローに憧あこがれてはいるが、それが直ちよく接せつの動機とは言えない。『悪』と対した時に自分の中に湧わき上がる怒いかりと闘とう志しは本能的なもので、その背はい後ごに理由があるとは考えてこなかったのだ。


　珍めずらしく内省的になっていた涼子は、自分を追い越こして先の方で停車した白いリムジンに気付かなかった。


「──御剣さん」


　声を掛かけられてから、自分が呼ばれたことに気付くまで数秒かかった。無む視しされたリムジンが音もなく滑すべるように移い動どうして、足を止めた涼子の横につけた。リアのウインドウが開いていて、白い制せい服ふく姿すがたの少女が涼子を見上げて微笑ほほえんでいる。


　日本人形を思わせる抜ぬけるような白い肌はだに、墨すみを流したような艶つややかな黒くろ髪かみの持ち主だった。やや黒目がちな切れ長の目。大和やまと撫子なでしこを絵に描かいたような柔にゆう和わかつ気品のある美び貌ぼう。美少女というより美人、美人というより佳か人じんと評ひようした方が当たっている。


「よろしければ、お茶をご一いつ緒しよしません？」


　霧きり林ばやしあずみはそう言って車のドアを開け、涼子を招まねいた。





　私し立りつ白はく鳳ほう女学院はいわゆる由ゆい緒しよ正しい良家の子女が通うカトリック系けいのお嬢じよう様さま学校である。


　そこに通うお嬢様は《フェニックスの乙おと女めたち》と呼よばれ、近きん隣りんの男子高校生の憧れの的になっているが、ナンパするどころか声を掛けられる距離まで近寄ることすら困こん難なんを極め、たとえその機会があったとしても平民の男子などまず相手にもしてもらえない。そのため《ハク女じよの薄はく情じよう女》とあだ名されてもいるという。もっともあの藤とう堂どう校長の娘むすめも通っているので、全員が全員サラブレッドというわけでもないらしい。


　制服はクラシックなデザインのセーラー服で上下共に新雪のごとき純白。膝ひざ下したまであるスカートは繊せん細さいなプリーツでドレスを思わせる。襟えりや袖そでのラインは銀糸による刺し繡しゆうで高級感がある。生き地じの質しつも違うと考えると大門高校の制服に比くらべて十倍は値ねが張はりそうだった。白いため少しの汚よごれでも目立つだろうし、家庭で洗せん濯たくするわけにもいかないからクリーニングに出すしかない。当然替えの制服も二着や三着は持っていないといけないわけで、制服を維い持じするだけでもそれなりにまとまったお金が必要になりそうだ。


（そういやあたし、あの制服に跳とび蹴げりかましてくっきり足形つけたんだっけ。クリーニング代を請せい求きゆうされなくてよかった～）


　あずみの制服を見ながら、涼子は貧びん乏ぼうくさいことを考えていた。


　涼子が案内されたのは、白鳳女学院の敷しき地ち内に建てられた茶室だった。「お茶しない？」なんてのは古くさいナンパの決まり文もん句くだが、お嬢様の場合は本当に言葉通りの意味なのであなどれない。


　茶室も校こう舎しやに隣接して取って付けたような代しろ物ものではなく、池もある広い日本庭園の奥おくの奥、木々に囲まれた場所に隠かくれ家がのようにひっそりと建てられている。雰ふん囲い気きは満点なのだが、スウェットの上下という取り繕つくろいようもない格かつ好こうなのと、捻挫が完治していないこともあり、涼子は薄うすい座ざ布ぶ団とんの上に胡座あぐらをかいて座すわり、茶を点たてているあずみと向かい合っている。


　霧林あずみは白鳳女学院の三年生である。


　茶道部と華か道どう部に加えて弓道部の部長を兼けん任にんし、生徒と教師双そう方ほうからの信望厚あつく、自治会にも顔が利きくというスーパーな才さい媛えんである。完かん璧ぺき超ちよう人じんという点では烈飛鈴と同じ人種ともいえるが、あちらが闇やみならこちらは光だった。


　涼子があずみと知り合うきっかけになったのはストリートファイトである。


　涼子の木刀の腕うで前まえを見込んだあずみは、霧林流薙なぎ刀なた術じゆつの実用性を試ためすために果たし合いを挑いどんできたのだ。お嬢様らしからぬアグレッシブな発想といえる。最初の野試合では涼子が勝利し、その次のＫファイトでの対戦では激げき闘とうの末にあずみが勝利を得ている。対戦成せい績せきは一勝一敗だが、それは飛天流に入門する以前の話だった。もし鉄斎がこのことを知れば「もう一度勝負して二勝一敗にしてこい」と言いかねないだろう。


　そこまで考えたところで涼子はあずみの魂こん胆たんに疑うたがいを抱いだいた。もしやあずみの方が涼子との完全決着を望み、そのために招いたのではないか──


「今日はＫファイトを申し込むためにお招きしたのではありません」


　涼子がわずかに緊きん張ちようしたのを察したのか、あずみはそう断ことわった。


　涼子が白鳳女学院に来たのは今回が初めてではない。前回は学院に赴ふ任にんしてきた外国人教師についてあずみから相談を受け、面通しのために訪おとずれている。その外人教師の正体は謎なぞのメリケン忍にん者じや（本ほん職しよくは怪かい盗とう）のケイン・バーネットで、ケインの策さく略りやくのため涼子ばかりか静馬や慶一郎までもが芋いもづる式に厄やつ介かいな事じ件けんに巻まき込こまれる羽目になったのだが──


「ミスター・バーネットの件とも関係ありませんよ」


　またもや顔色を読まれたらしい。ケインの目もく論ろ見みは事件に乗じて大金をせしめることだったが、表向きには学院の生徒たちを守ろうとしていたため、あずみたちの評ひよう価かでは善ぜん人にん扱あつかいになっているのが納なつ得とくしかねる点だ。


　どちらも無関係だとすると、涼子にはもう推すい理りする材料がなかった。


　あずみは茶よりも先に栗くり羊よう羹かんを出してきた。茶ちや巾きん絞しぼりで丸い蕾つぼみのような形に作られた生なま菓が子しで、栗の旨うま味みを凝ぎよう縮しゆくした濃のう厚こうな味がした。一口でいけるサイズだが、もったいなくてそんな真ま似ねはできなかった。


　黒くろ砂ざ糖とうの蜜みつのかかった花か林りん糖とうを思わせる色の茶ちや碗わんが涼子の前に置かれた。


　筒つつ形がたの茶碗だが綺き麗れいな円筒形ではなく、ろくろの調子が悪かったとしか思えない歪ゆがみ方をしている。上薬も器うつわごと漬つけたように厚ぼったく、窯かまの温度調整を間違ったのか色ムラがひどい。正直見た目は貧相で、小学生レベルの品にしか見えなかった。


　涼子は茶碗を片かた手てで摑つかんで持ち上げた。抹まつ茶ちやの濃厚な香かおりが鼻び腔こうをくすぐる。茶碗が歪んでいるため飲みやすい方に回して口に運んだ。苦味と渋しぶみ、そしてそれらを上回る旨味が口の中に広がる。


（──美う味まい）


　栗羊羹との組み合わせの妙みようもあるのだろう。とんでもなく苦いのではないかという想像を見事に裏うら切ぎる深い味わいだった。


　気持ちに余よ裕ゆうができた涼子は初めて茶室の中の様子に目を向けた。内ない装そうは装そう飾しよく的な要素がほとんどない簡かん素そなものである。建てられてから長いのか、あるいは他所から移い築ちくしたためかは分からないが、柱や梁はりはいい具合に古びていて趣おもむきがあった。


　障しよう子じ窓まどの手前に生け花の鉢はちが置かれていた。生けられているのは普ふ通つうの花ではなく、葉を持たない太い茎くきだけに見える草である。


「藺い草ぐさに似ていますが太藺フトイという蚊か帳や吊つり草ぐさ科の多年草です」


　あずみが解説した。言われてみれば池や沼ぬまなどの湿しつ地ちに群ぐん生せいしているのをよく見かける。要は雑ざつ草そうである。地味にも程ほどがあるだろうと思ったが、よく観察すると茎の先に可愛かわいらしい穂ほが付いている。生けられている太藺は二十本ほどで、池の風景の一部を切り取ってきたようにも見え、これはこれで面おも白しろいともいえた。


　当初は殺風景に思えた茶室だが、簡素だからこそ出てくる味があり、じっくり眺ながめてみるとなかなか奥が深い。失敗作に見える粗そ末まつな茶碗も、この茶室と同様に独特の美意識に則のつとってわざわざ選ばれたものに違ちがいなかった。これが侘わび寂さびというものなのだろうか。


　いつの間にか、涼子は自分がとてもリラックスしていることに気付いた。


　澄すんだ水面に映うつる曇くもりのない空のように清く穏おだやかな気分──それは久ひさしく忘わすれていた安らぎだった。Ｖ１エクストリーム以来、涼子の心の中には絶たえず嵐あらしが吹ふき荒あれていた。時し化けに遭あった小こ舟ぶねのように弄もてあそばれ、寄よる辺べなき不安に苛さいなまれる日々を過ごしてきたのだ。


　こうして凪なぎの時を迎むかえて、涼子はいかに自分自身を見失っていたかを実感した。


「茶道には〈一いち期ご一いち会え〉という心得があります」


　あずみの言葉は心の隙すき間まに滑すべり込むように響ひびいた。


「人と人との出会いは生しよう涯がいにただ一度きりの機会と心得、互たがいに相手に対して誠せい心しん誠せい意いを尽つくす──茶道の精せい神しんの基き本ほんとなる考え方です。作法や道具、庭園を含ふくめたこの茶室に至いたるまで、茶道に係かかわるすべてのものは、人と人が出会い、ともに過ごす時間を最高のものとするために洗練を重ねてきました」


　茶道といえば小こ難むずかしい作法でがんじがらめというイメージを抱いだいていた涼子は、意外に思いながらもすんなりと理解した。心の通じ合える友と出会えた喜びを分かち合う、そのために必要最小限のものを加え、余よ計けいなものを取り去っていった結果が茶道のスタイルなのだろう。
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　しかし、あずみの目的は茶道の思想について講こう義ぎすることではなかった。


「茶道はまた、武道と相通ずるものがあります」


「────!!」


　涼子は目を瞠みはった。


「茶道はかつては武家の嗜たしなみ、つまり男の文化でした。〈一期一会〉の思想はむしろ武道と相あい性しようがいい。武芸者同士の果たし合いはまさしく生涯一度きりのこと……同じ相手と二度まみえることはない。そのたった一度の勝負を最高のものとするため、誠意を尽くして闘たたかうために日々の鍛たん錬れんがある。私はそう考えます」


　あずみは茶道について話すのと変わらぬ柔やわらかな口調で語った。


　涼子は度ど肝ぎもを抜ぬかれていた。茶会と決けつ闘とうという正反対の事こと柄がらを本質において同じものと捉とらえる発想は衝しよう撃げき的と言う他ほかない。


　さらに涼子は雷かみなりに打たれたように卒然と気付いた。あずみの言葉はまさに涼子と烈膳の勝負について語っている。涼子にとって烈膳との闘いこそ一期一会のものだった。


　その闘いの中で自分は誠意を尽くすことができたのか──涼子の答えは是である。


「命のやり取り以上に深い関係はこの世にはないでしょう。生涯に一度限りの勝負に全身全ぜん霊れいをもって臨のぞむことができたなら、それにまさることはありません」


　だから後から悔くやむことはない──あずみはそう言っているのだ。


　友情が胸むねに染しみる。胸に湧わき上がる熱い昂たかぶりを冷ますため、涼子は茶碗をあおった。


「お代わりは？」


　あずみの問いに、涼子は頷うなずいて茶碗を突つき出した。





　　　　七





　リムジンで送られて帰き宅たくすると時計は五時を回っていた。


　部屋に戻もどるなり、涼子は竹刀しない袋ぶくろを摑つかんでベランダに出た。


　口くち紐ひもを解とき、木ぼく刀とうを抜いて正せい眼がんに構かまえる。木刀はしっくりと手に馴な染じみ、身体からだの一部として感じられる。切っ先はピタリと静止し、震ふるえはなかった。


　あずみの言葉で、涼子の心を縛しばっていた迷まよいは完全に吹っ切れていた。


　迷いが消えたといっても、烈膳との対決とその結末について割り切れたというわけではない。あの時は全力で闘う以外に選せん択たくの余よ地ちはなかったし、勝利したことはあくまで結果に過ぎない。涼子がすべきことは後こう悔かいではなく、自分が決断し行動した結果をありのままに受け止めることだった。


　烈膳との勝負の意味は簡単に答えを出せる問題ではない。大切なのは安あん易いに答えを出す事ではなく、それを自分に与あたえられた課題として考え続けることだった。


　闘いの結果を受け止める覚かく悟ごを決める──それが涼子の出した答えだった。


（それにしても……）


　涼子はあずみとの茶会を思い出し、不思議な気分になった。


　結局のところ、涼子はあずみの前で一言も言葉を発していない。語るべき言葉がなかったのもあるが、何も話さずとも気まずくならないのはあずみの人徳に他ならない。


　おそらくあずみは涼子の事じ情じようを知っていて茶に招まねいたのだろう。あずみにそれを教えたのは誰かと言えば当然、大作しかいない。時期としてはゾーン事じ件けん以前に伝えていたに違ちがいなかった。落ち込む涼子を心配したひとみが大作に相談を持ちかけたのかもしれない。


（あたしは何と果か報ほう者ものだろう──）


　涼子は自分が孤こ独どくではないと感じ、その幸せをかみしめた。


　ヒュンッ！


　切っ先が風を切る。木刀に重さを感じない。


　続けて打ち込む。信じられないほど身体が軽い。


　Ｖ─１エクストリームから十日余りしか経たっていないというのに、飛天流の稽けい古こはずいぶんと久ひさしぶりに思えた。死線をくぐり抜けた経けい験けんが糧かてになったのか、自分自身の内部に凝こり固まっていたものが雲うん散さんし、外に向かって解かい放ほうされたような気がする。


（今ならあいつにだって負けやしない）


　ふとそう考えて、涼子は可お笑かしくなった。涼子がライバルとして思い浮うかべた『あいつ』とは草くさ[image: ]なぎ静馬のことだったからだ。


　静馬という男は初めて出会った時から目め障ざわりな存在だった。


　およそ悩なやみとは無む縁えんなお気楽能天気なベタベタの関西人。本能と脊せき髄ずい反はん射しやだけで生きている自由すぎる野人。無限のスタミナとバイタリティに加え、不ふ屈くつの闘とう志しと天てん井じよう知らずのプライドを合わせ持つファイター。闘いにおいては自分が楽しむだけでなく対戦相手の力を引き出し、さらには観客をも魅み了りようしてみせる天性のエンターテイナーでもある。さらに小こ憎にくらしいことに親譲ゆずりの音楽的才能にも恵めぐまれているときている。


　静馬のガサツすぎる性せい格かくが我が慢まんならなくて毛け嫌ぎらいしていた──涼子はそう自分で思い込んでいたが、本当のところは違っていた。


　涼子は草[image: ]静馬という男を恐おそれていたのだ。静馬が生まれついての本物のヒーローであるのに比くらべ、自分は子こ供どもっぽい憧あこがれからヒーローごっこをしているだけの素人しろうとにすぎないという思いがある。天真爛らん漫まん、心に思うままに行動し、しかし決して美び意い識しきから外れることのない静馬と面と向かうと、自分の弱さが浮き彫ぼりになる気がして平静ではいられなかった。


　それでも一定の距きよ離りを保たもっているうちはまだ安心できたのだが、二年生で同じクラスになり、しかも隣となり同士の席という最悪の環かん境きようには長くは耐たえられなかった。そこで累るい積せきしたストレスが四月下げ旬じゆんの静馬とのＫファイトで爆ばく発はつすることになる。


　その一戦に勝利したことで社会的地位において優位に立ち、静馬に対する劣れつ等とう感も一応は解消されたのだが、潜せん在ざい的な脅きよう威いが消えたわけではなかった。静馬の真の実力を知るにつれ、Ｋファイトでの勝利はまぐれにすぎなかったのではないかという疑ぎ念ねんが湧わいた。飛天流に入門したのも、動機の裏には静馬の存在があったからだと今なら認みとめられる。


　もっとも静馬の方は涼子の複ふく雑ざつな感情に気付きもしないだろう。本能的に気付いていたとしても、それで気を遣つかったりはしない男だし、してもらいたくもなかった。


（とっとと帰ってきなさいよ！）


　切っ先の向こう、夕焼けに染そまる空の彼方かなたを見つめながら、涼子は胸むねの裡うちで呼よびかけた。


　眼下の街を二つに切り裂さくように、レーザーを思わせる赤い光線が走った。


「──なに!?」


　涼子はレーザー光線の出所を目で追って驚おどろいた。光線は自分の胸から出ていたからだ。慌あわててスウェットのファスナーを開けてみる。光線は胸に下げたソルバニアの青い石のペンダントから放射されていた。


　石を指でつまんで左右に動かしてみたが、放射されている光線の方向は変わらない。光線は数百メートル先にある木々の生い茂しげった林の方に向かって伸のびている。方位磁じ石しやくのように単に方角を指し示しめしているのか、あるいはこの光線の向かう先に何かがあるのか──確たしかめてみないことには分からなかった。


　涼子は家の中に戻ると、階かい段だんを駆かけ下りて玄げん関かんから飛び出した。木刀を収おさめた竹刀しない袋ぶくろを背せに自転車に跨またがり、赤い光線の指し示す方へ向かう。一直線には向かえないため道を選んで進むうちに、涼子は光線が遥はるか彼方ではなく、赤塚公園近辺の一か所を指し示していると確信した。


　夕ゆう闇やみが迫せまり、街灯に灯ひがともる。いつしか空は血のように暗い赤に染そまっていた。


　光線が指し示じする方角へ急ぎながら、涼子は言いようのない胸むな騒さわぎを感じていた。好こう奇き心しんに駆られて何も考えずに出てきてしまったが、涼子の想そう像ぞう通りなら、この先に待ち受けるものはソルバニアに関係した何かのはずだった。それでも──否いな、だからこそ、慶一郎に会えるかもしれない。そのわずかな希望が涼子を突き動かしていた。


　高こう架か下したをくぐる歩道橋にさしかかったところで、ソルバニアの石から放射されていた光線が急速に弱まり、やがて消えた。


「ええっ!?　もうあとちょっとのはずなのに……電池切れ？」


　石を振ふってみたが反はん応のうがない。試ためしに耳に近づけてみる。


　キキィィ──ッ！


　頭上から耳をつんざくスリップ音が響ひびいた。続いて自動車が衝しよう突とつする派は手でな音。高速道路で事じ故こが起きたらしい。


　その直後、高速道路の外がい壁へきをぶち抜ぬいて飛び出してきた黒い物体があった。四角いシルエットからセダンかと思ったが、涼子はすぐにその考えを否ひ定ていした。その黒い物体が落下しながら、折りたたんでいた脚を伸のばして着地したからである。


　自動車に似にていたのはいわば擬ぎ態たいだった。車で言えばボンネットにあたる部分が持ち上がり、矢や尻じりを思わせる三角形の頭部が現あらわれた。中央に赤い単眼、その周囲に二対つい四個の青い複ふく眼がんが光っている。胴どう体たいは節足動物のように頭部と胸、腹はらに分かれ、胸部からＭ字形に折れ曲がった三対の脚あしが伸びている。頭部を囲むように無数の細い節足が生えており、花か弁べんのようにも見える。カマキリとシャコを混まぜたような姿すがたの怪かい物ぶつだった。


　涼子は左側頭部に鋭するどい痛いたみを感かんじ、自転車を降おりてその場にうずくまった。脳のうが引きつけを起こしたような偏へん頭ず痛つう──〈月の眼グラムサイト〉の能力が覚かく醒せいする兆きざしだった。


　悲鳴が響き渡わたった。涼子は歩道橋のフェンスにつかまりながら立ち上がり、怪物に目を向ける。悲鳴の主は、歩道を歩いていて不運にも怪物と遭そう遇ぐうした女性だった。若わかい母親らしくベビーカーを押おしている。


　怪物は黒光りする外骨こつ格かくに覆おおわれた巨きよ体たいを揺ゆらして親子に迫せまった。母親はただ叫さけぶばかりで、足がすくんで動けずにいる。


「逃にげ……!!」


　涼子は警けい告こくしようとしたが遅おそかった。怪物の頭部を囲む節足が槍やりのように伸びる。


　悲鳴が途と切ぎれた。寸すん前ぜんに涼子は顔を背そむけたが、刹せつ那なの未来を幻げん視しする〈月の眼〉の能力は何本もの節足に貫つらぬかれ引き裂さかれる親子の姿をとらえていた。


　急ブレーキの音が響いた。怪物の姿に驚いたドライバーが急停車し、後続の車数台が次々と衝しよう突とつして玉たま突つき事故を起こした。


　怪物は前まえ肢あしを先頭の車に突き刺さし、放ほうり投げた。弧こを描えがいて飛んだ車は追突して停とまっていた車に激げき突とつし、共に爆ばく発はつ炎えん上じようする。爆発音に紛まぎれて逃げ遅おくれたドライバーの絶ぜつ叫きようが聞こえた。


　涼子の血が沸ふつ騰とうした。恐きよう怖ふを凌りよう駕がする怒いかりの衝しよう動どうが全身を駆かけめぐる。


　歩道橋を駆け下り、怪物の後方に降り立つ。竹刀袋を投げ捨すてて木ぼく刀とうを構かまえた。怪物は頭頂高で四メートル近くあり、地上に立つと思っていた以上の巨体に見える。それでも合体バラモンよりはずっと小さい。


　涼子に気付いた怪物が身体ごと振り向いた。槍状の節足が伸びる。涼子は紙かみ一ひと重えの差で横に跳とんで躱かわした。実際に節足の攻こう撃げきがきたのはコンマ数秒遅れてだった。〈月の眼グラムサイト〉が見せる未来の映像との時間差がそれだけあるということだが、逆に言えば普ふ通つうに見てから躱すのが難しい速さでもある。


　節足の攻撃のリーチは優ゆうに五メートル以上はあった。しかも数が一本や二本ではない。そして怪物の外骨格は木刀では貫けそうになかった。飛び道具で目を狙ねらいたいところだが、慌あわてて出てきたので手しゆ裏り剣けんの用意を忘わすれている。涼子は怪物から目を離はなさずに足元の石を何個こか拾った。


　怪物が脚を踏ふみ換かえて向きを変え、涼子を正面にとらえた。その顔面に飛礫つぶてを打つ。狙いは過あやまたず単眼に命中したが、怪物の目は透とう明めいなシールドで覆おおわれていて、ダメージを与あたえることなく飛礫は弾はじかれた。


　反撃の節足攻撃を後方に跳んで避よけながら、涼子は怪物の五体を凝ぎよう視しした。


（弱点は？　弱点はどこ!?）


　涼子は怪物の身体に、星のように瞬またたき流れる光を見た。それは〈月の眼〉が捉とらえた何かだった。怪物の体内を走る中ちゆう枢すう神経かエネルギーの経路だろう。流れる星の光が集まる一点があった。怪物の喉のどの下、頭部と胸きよう部ぶのつなぎ目にあたる部分である。その奥おくに心しん臓ぞうに相当する器官が隠かくされているはずだ。


　だが単純にそこを攻撃するわけにはいかなかった。装そう甲こうの隙すき間まなので木刀で貫ける可能性は高いが、そのためには相手の懐ふところへ飛び込む必要があった。下手に接せつ近きんすれば節足の槍ぶすまの餌え食じきである。


　側面に回り込もうとする涼子を追って怪物は身体の向きを変える。どうやら真横に並へい行こう移い動どうはできないらしく、旋せん回かい速度も遅おそい。さらに一度攻撃に使って伸びきった節足を引き戻もどすのに手間取っている様子がある。


（案外射しや角かくが狭せまい!?　それに動きも速いわけじゃない……なら！）


　涼子は意を決した。自分から距きよ離りを詰つめて怪物の正面に身をさらす。


　怪物の頭部を囲む細い節足が槍のように伸びた。コンマ一秒の時間差で次々と繰くり出される節足を、涼子は紙一重で躱しながら右方向に回り込む。


　節足の射角の外に出ると、怪物は六本の脚を波打つように踏み換えて涼子を正面に捉えようとした。


（──鈍にぶいわ！）


　涼子は直角に方向転てん換かんすると、上体を屈かがめて怪物の胸の下に潜もぐり込こもうとした。


　怪物は後ろの四本の後肢で身体を支ささえ、胸を反らせるようにして上体を起こすと、前肢で涼子の身体を左右から挟はさむように攻撃してくる。


　不意に涼子は強きよう烈れつな既視感デジヤ・ビユに襲おそわれた。以前にもこれとまったく同じ状じよう況きようを経けい験けんしたような感覚がある。〈月の眼〉の能力とは異ことなる感覚だった。


　怪かい物ぶつの攻撃を見抜いていた涼子は跳ちよう躍やくし、前足を蹴ってさらに高く跳んだ。


　涼子の眼前に怪物の弱点が無む防ぼう備びにさらされている。首と胸の装甲皮ひ膚ふの隙間を狙って木刀を突き出す。


　その刹せつ那な、涼子の身体に衝しよう撃げきが走った。


　真下から突き上げてきた三つ俣またの矛ほこのような武器が、涼子の胸板を貫いていた。


（なっ──!?）


　それは怪物の尻尾しつぽの先せん端たんだった。尻尾が股またの下をくぐり、その鋭えい利りな穂ほ先さきで空中にあった涼子の身体を串くし刺ざしにしたのだ。


「……がはっ！」


　熱い塊かたまりが気管を逆流し、涼子の口から噴ふき出す。大量の鮮せん血けつであった。


　肉体の芯しんから凍こおり付くような悪お寒かんとともに、死の痙けい攣れんが涼子の身体を走り抜ける。


　視界が二転三転し、背中から壁かべに打ち付けられたような衝撃を受けた。


　目が眩くらむ。身体が動かない。涼子は自分の身体が投げ捨すてられ、地面に落ちたのだと理り解かいした。


（やられた……このあたしが!?）


　信じられなかった。あずみの助言で迷まよいが晴れ、新たな気持ちで剣けんの道を邁まい進しんしようと心に決めたその矢先、こんなことで倒たおれることになろうとは──


　涼子の脳のう裏りに閃ひらめくものがあった。既視感の正体に思い当たったのである。


　拝暁人と遭そう遇ぐうした翌よく朝あさ、涼子は怪物と闘たたかって敗れる夢ゆめを見て飛び起きている。ただの悪あく夢むだと思って忘わすれていたが、あれこそが〈月の眼〉の能力が最初に見せた未来の映像だったのだ。


　今になって気付いたところで手て遅おくれだった。痛いたみはなく、底なしの淵ふちに引きずり込まれていくような寒気とともに睡すい魔まが襲ってくる。


（これが『死』か──）


　ほとんど即そく死しに近い状じよう態たいなのだろう。指一本動かせず、瞬まばたきもできない。


　家族や友人の顔が次々と脳裏に浮うかんでは消えた。死の瀬せ戸と際ぎわには過か去この記き憶おくが走そう馬ま灯とうのように思い出されるというが、どうやら本当らしい。


　涼子が最さい期ごに思い浮かべたのは静馬や慶一郎ではなく、五年前に死別した母親のことだった。


　涼子の母親は丞太郎と同じ考古学者だった。二人はいわゆるノミの夫ふう婦ふで、母親の方が体格も大きくて性せい格かくも豪ごう放ほう磊らい落らくで男らしかった。涼子は男らしい部分を母親から、女らしい部分を父親からそれぞれ受け継ついでいる。


　母親は海外で遺い跡せきの発はつ掘くつ調ちよう査さ中に落らく盤ばん事じ故こに巻き込まれて亡なくなった。


　それ以来、涼子の世界は一変した。


　大好きだった母親を奪うばい去ったもの、幸福を無む惨ざんに破は壊かいする、邪じや悪あくな意い志しの存そん在ざいを世界の背はい後ごに感じるようになった。


　涼子にとって倒たおすべき『悪』の起き源げんはそこにあった。涼子は時じ代だい劇げきにおける悪あく党とうにそのイメージを投とう影えいし、悪党を退たい治じするヒーローに憧あこがれを抱いだくようになったのである。『悪』との対決は、涼子にとって仇あだ討うちに等しい意味を持っていた。


　しかし今はそれが誤ご解かいだったということが分かる。


　母親を殺したのは邪悪な意志などではなく、ただの事故にすぎない。悪党に殺されなくても人は死ぬ。その悲しみは悲しみとして受け入れるしかない。それができなかったのは幼おさなさゆえの弱さからだった。


（ごめん、お母さん……あたし、そっちへ行くみたい）


　見開かれたままの涼子の目から涙なみだの粒つぶが零こぼれた。


　その涙のためか、眩くらんでいた視覚がわずかに回かい復ふくした。


　涼子は自分の傍そばに人が立っていることに気付いた。母親が迎むかえに来たのかと思ったがそうではなかった。白い上うわ衣ぎに緋ひ色いろの袴はかまを穿はいた子こ供どものように見える。


　影かげ絵えになっている顔に、紅あかい光を宿す双そう眸ぼうが開いた。


『──再試行リトライしますか？』


　感情のこもっていない少女の声が響ひびいた。


















　第五十四話　疾風知勁草ji　feng　zhi　jing　cao　烈火見真金lie　huo　jian　zhen　jin







〈九月二十六日──快晴〉





　日本で日にち常じよう的に使われている諺ことわざや慣かん用よう句くには中国にルーツを持つものが多い。


『百聞不如一見（百聞は一見に如しかず）』もその一つだ。誰だれでも知っている有名なフレーズだが、実はこれには続きがある。


『百見不如一干（百見は一幹かんに如かず）』


「百回見ることは一回の実じつ践せんに及およばない」といった意味だ。後半があるとないとでは言葉の深みが違ちがうのだが、日本ではそれほど知られていないのが実じつ情じようだろう。


　同じように二つ一組の諺で、俺おれの好きな言葉がある。


『疾風知勁草（強風が吹ふき荒あれるとき初めて強い草が見分けられる）』


『烈火見真金（猛もう火かに焼かれて初めて本当の黄金かどうかが分かる）』


　苦く境きように立たされたり、厳きびしい試練を経へることによって初めて人の真しん価かがあらわれる──


　そういうことだ。





　　　　一





『──再試行リトライしますか？』


　そう問いかける少女のシルエットが燐りん光こうを帯びた。


　虹にじ色いろの光こう彩さいが流れるグラスファイバーの髪かみ。肌はだは色素が抜ぬけきった青白さ。


　そして両の瞳ひとみはルビーの真しん紅くだった。


　人形じみたエキセントリックな白子アルビノの美少女は十二、三歳さいくらいに見えた。


　巫み女こ装しよう束ぞくを連想させる配色の衣い装しよう。頭には金の髪かみ飾かざりと一体になった片かた耳みみのヘッドセットのような物を着けている。


　異世界ソルバニアの鬼き神しん召しよう喚かん士し──レイハ。


　涼りよう子こはその少女の名前と肩かた書がきをそう確かく信しんした。慶けい一いち郎ろうが語ったソルバニアの話に出てきた少女である。話半分に聞いていた涼子はその存そん在ざい自じ体たいを疑うたがっていたが、実物を目まの当たりにしてみるとまったく慶一郎の話の通りの外見だった。


　レイハは瀕ひん死しの涼子を無む表ひよう情じように見下ろしながら一方的に話を続けた。


『再試行リトライしない場合は現げん状じようの結果を保ほ存ぞんし、事象封ふう鎖さ結界を解かい除じよします。再試行リトライを選んだ場合、結果は破は棄きされます』


　レイハの言葉の意味が涼子には理り解かいできなかった。もはや指一本動かせない自分に、まだ何かを選せん択たくする余よ地ちがあるというのか。


『再試行リトライしますか？』


　再ふたたびレイハが問いかけた。


　涼子には言葉を発することも、頷うなずいて見せることもできなかった。


　代わりにただ心の中で答えた──ＹＥＳ、と。


『承しよう認にんしました』


　バガァン！


　レイハがそう答えた直後、頭上で爆ばく音おんが響ひびいた。


　涼子は頭上を仰あおぎ見る。高速道路のフェンスを突つき破やぶって黒いセダン──否いな、自動車に擬ぎ態たいした怪かい物ぶつが飛び出してきた。怪物は空中で六本の脚あしを伸のばし、下の道路に着地する。涼子は歩道橋の欄らん干かんから身を乗り出して、怪物の近くにいたベビーカーを押おしている若わかい母親に向かって叫さけんだ。


「そこの人！　逃にげて！　早く!!」


　目の前に落ちてきた謎なぞの物体に驚おどろいて棒ぼう立だちになっていた母親は、涼子の呼よびかけで我われに返り、ベビーカーから赤ん坊ぼうを抱だき上げると走って逃げた。怪物が変形を完かん了りようする頃ころには十分な距きよ離りまで離はなれている。
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「良かった……」


　安あん堵どに胸を撫なで下ろしてから、涼子は事態の異常さに気付いた。自分は怪物の尻尾しつぽの槍やりで胸を貫つらぬかれて絶ぜつ命めいしたはずではなかったか。シャツの下から手を差し込んで自分の胸をまさぐったが、傷きずが治ち癒ゆしたような跡あとはなかった。蘇そ生せいしたわけではない。ビデオテープのように時間が巻まき戻もどされたと考えるしかなさそうだ。


　涼子は辺りを見回しながら呼びかけた。


「ちょ……ちょっと！　レイハってんでしょ、あんた!?　いったいどうなってんの？」


『──再試行リトライを承認しました』


「はわわっ!?」


　真後ろから聞こえてきた声に、涼子はたまげて飛び退すさった。身体からだごと振ふり返ると、夕ゆう陽ひの照り返しとは明らかに異ことなる青白い燐光に包まれたレイハがそこに立っていた。


　涼子は何度も目を瞬しばたたかさせ、さらに手の甲こうでこすった。レイハの姿すがたが奇き妙みようにブレて見える。焦しよう点てんが合わないというよりは、受信状態の悪いテレビのように像ぞうが粗あらい。


（まさかこれは──!?）


　もしやと思って試ためしに右目を手で塞ふさぐと、レイハの姿ははっきりとクリアに見えた。


次に左目を塞いで右目だけで見る。とたんにレイハは無数の羽虫を思わせる粒りゆう子しの集合体と化した。さらによく見ようとすると〈月の眼グラムサイト〉の視し覚かくがズームし、羽虫に見えているものの正体を顕けん微び鏡きようのように拡かく大だいする。


　涼子の背せ筋すじに戦せん慄りつが走った。


　レイハの身体を構こう成せいしているもの──それは『文字』だった。


　アルファベットやインド系けいの文字ではなかった。さりとて、まったく見たこともない異文明の文字でもない。どことなく馴な染じみがあるが、読めそうで読めないもどかしい形をしている。ありていに表現するならそれは『漢字』だった。中国の簡かん体たい字じをさらに簡かん略りやく化かしたような文字である。偏へんや旁つくりが変わっていないのと、筆で書かれたような字体フオントが共通しているため漢字と判別できる。


　その超ちよう簡体字が集積してレイハの姿を形作っていた。一つ一つの文字がピースとなって一枚まいの絵を構成するモザイクアートのようだ。


（この娘コは人間じゃなくて……情じよう報ほうの塊かたまり!?　それとも目の前にいるのは実体じゃなくてデータだけってこと？）


　涼子を現実に引き戻したのは衝しよう撃げき音だった。


　怪物に驚いた車が玉突き事じ故こを起こし、さらに怪物の攻こう撃げきを受けて爆発炎えん上じようする。燃もえ上がる車のリアウインドウに、普ふ段だんは見るたびに（それを貼はったからって何の意味があるのか）と思っていた『子こ供どもが乗っています』のステッカーを見つけて血の気が引いた。レイハに気を取られている間に防ふせげたはずの悲ひ劇げきを放置してしまったのだ。


「そんな……」


　棒立ちになる涼子の眼がん下かに怪物が迫せまった。


　ガゴォン！


　振り上げた前まえ肢あしが歩道橋を両りよう断だんする。傾かしいだ歩道橋から振り落とされまいとして涼子は欄干にしがみついた。怪物の頭部がすぐ目の前にあった。


「くっ……南な無む三さん!!」


　涼子は木ぼく刀とうを抜ぬくと、欄干から手を離して怪物に向かってダイブした。


　次の瞬しゆん間かん──涼子を迎むかえたのは槍やり衾ぶすまだった。


　怪物の頭部周辺を囲む槍の穂ほ先さきのような節足が次々に伸のび、涼子の全身を貫いた。節足はそのまま伸びて、涼子の身体を高速道路のフェンスに縫ぬいつける。


　絶ぜつ叫きようを上げようとした涼子の口から鮮せん血けつがあふれ出た。五体がバラバラになったような激げき痛つうに身をよじるが、それはただ傷口を広げるだけの行こう為いだった。


　節足がことごとく急所を外れていて即そく死しではないところがさらに悲劇だった。一いつ斉せいに抜けば失血死は免まぬがれないが、このままの状じよう態たいでも激痛で狂きよう死しするしかない。


『──再試行リトライしますか？』


　レイハが瀕ひん死しの涼子を見上げて訊たずねた。歩道橋が破は壊かいされたにもかかわらず、レイハは現あらわれた時と同じ位置に立っている。


　涼子は頷うなずいて意思表ひよう示じした。


『承しよう認にんしました』


　再ふたたび時間は巻き戻された。


　瀕死の状態から一瞬で健康体に戻った涼子は肉体感覚の落差に目め眩まいすら覚えたが、自分のやるべきことは承知していた。さっきと同じように母親に逃にげるように警けい告こくすると、今度は自転車を持ち上げて歩道橋から下の道路へ投げ落とした。


　急ブレーキの音が響ひびいた。玉突き事故の原げん因いんとなった先頭車両が手前で速度を落とし、路ろ肩かたに停車する。


「よし！」


　涼子はガッツポーズをとったが、すぐにそれがぬか喜びだと思い知らされた。


　後続車が自転車を避よけて通り、怪かい物ぶつと接せつ触しよくして急ブレーキ→玉突き事故→攻撃されて爆ばく発はつ炎えん上じよう、と同じパターンを繰くり返したのである。


「何なのよあれ!?　ふざけんじゃないわよ！」


　涼子は毒づきながら横断歩道のスロープを駆かけ降おりた。


　不意に目の前が暗くなる。見上げると、黒い物体が頭上に迫せまってきた。怪物に蹴け飛とばされたワゴン車が降ふってきたのだ。慌あわてて立ち止まり、左右どちらかに避けようとしたが欄らん干かんが邪じや魔まで逃げられない。背を向けて引き返すが間に合うとは思えなかった。涼子は前方に身を投げ出すように跳とんだ。


　ドガシャア！


　衝撃で歩道橋が大きく揺ゆらぐ。


　揺れが収おさまるのを待って、スロープに身を伏ふせた涼子はゆっくりと身を起こした。ワゴン車は涼子の身体からだの上で止まっていた。両側の欄干が大きくひしゃげている。それがクッションになって潰つぶされずに済すみ、奇き跡せき的てきに助かったのだ。


「きゅ、九死に一生ってのはこのことね……」


　涼子は引きつった口元を歪ゆがめて半笑いの顔になった。しかし車の下から這はい出ようとして、顔から笑えみが消えた。


　足が抜けない。いや──それ以前に下半身の感覚がない。


　両りよう腕うでの力で下半身を車の下から抜こうとするがびくともしなかった。挟はさまっているというよりは十中八九潰されている。それを認みとめたくない涼子は必死で身をよじるが事態は好転しなかった。


　車の燃ねん料りようタンクに穴あなが空いたのだろう、ガソリン臭しゆうが鼻をついた。潰れた窓まどから飛び出しているドライバーの腕を伝って生温い血が滴したたって涼子の髪かみを汚よごす。


　怪物が近寄ってきた。首だけで振り向いた涼子の目に、振り上げられた前肢が映うつる。


「えっ？　ちょ……タンマ！　タンマっつってるでしょーが!!」


　涼子の訴うつたえを無視して、怪物はもはや残ざん骸がいと化しているワゴン車に前肢を突つき刺さした。


　ボゴォン！


　致ち命めい的な衝撃に続き、ガソリンに火花が引火して車体が爆発した。下した敷じきになっている涼子自身も炎ほのおに包まれる。


『──再試行リトライしますか？』


　傍そばに立ったレイハがつまらなそうな顔で訊ねた。涼子は火だるまになりながら首を縦たてに振ふった。


『承認しました』


　四回目の挑ちよう戦せん。涼子は歩道橋の上から親子に警告すると、自転車を持ち上げ、さっきとはタイミングを遅おくらせて投げ落とした。


　自転車は計算通りに先頭車両のフロントガラスを直撃した。車は急ブレーキをかけながら横向きに停車する。後続車がそこに突っ込んで玉突き事じ故こを起こすが、怪かい物ぶつにやられるよりはマシな結果だと涼子は自分を納なつ得とくさせた。


　これでわずかだが時間が稼かせげた。涼子はスロープの途と中ちゆうから欄干を乗り越こえて飛び降り、地表に降り立つ。


「レイハ！　いるんでしょ!?」


　歩道橋の陰かげに身を隠かくしながら、変形する怪物から目を離さずに呼びかける。


「南な雲ぐも先生を呼んでよ！　あたし一人じゃあんなの相手にできないわ」


『ケイを召しよう喚かんできません』


　背はい後ごからレイハの声が聞こえた。


「どうして!?」


『ケイは〈イェネンの鬼き神しん〉としての力を失っています』


「闘たたかえる状態じゃないってこと？　でも居い場ば所しよは分かるんでしょ？」


『ケイの位置は特定できません』


「何でよ？」


『ケイは召喚の石を持っていません』


　推すい理りすれば分かりそうなことを全部説明された気がして、涼子は自分が情なさけなくなった。


　しかし慶一郎が戦せん闘とう不ふ能のうの状じよう態たいにあることはレイハの言葉で確かく信しんできた。飛鈴フエイリンが慶一郎の代理でソルバニアの秘ひ石せきを受け取りに来たというのは本当なのだろう。


「あの怪かい物ぶつに対たい抗こうできる武ぶ器きとかは？」


『…………』


　無視された。


　考えてみれば、有ゆう効こうな武器があるのならそもそも慶一郎を召喚したりしないだろう。


「じゃあこの際さい文もん句くは言わないから、あいつを……ヘルマスカーＤを召喚してよ」


『Ｄはこの次元に存そん在ざいしません』


「存在しない!?　死んだの？」


『シュヴァルツカイザーの召喚により生じた時空歪わい曲きよくの反動により別次元に弾はじき出されました。この次元への帰き還かんは現時点より未来になります』


　要するに役立たずということである。


　怪物が自動車に興きよう味みを惹ひかれたのか交差点の方に向かってきた。


　涼子は怪物に背を向けて一目散に駆けだした。さっき自転車で下ってきた坂道を全力疾しつ走そうで上る。目指すは飛ひ天てん神社だった。怪物を退治するには真しん剣けんか槍やりか薙なぎ刀なたか──何であれ本物の刃やいばのついた武器を手に入れるしかない。


　三百メートルほどの道どう程ていを駆け抜ぬけ、次の角を曲がれば飛天神社の前を通る道だと思った瞬間──涼子の身体からだは見えない壁かべにぶつかって弾き返された。


「なっ、なななななななによ!?　いったい何なのよ!!」


　したたかに尻しり餅もちをついた涼子は憤ふん然ぜんとして立ち上がり、両手を前方に突き出した。掌てのひらに磁じ石しやくの同じ極同士を近づけた時に似にた斥せき力りよくを感じる。反発力の強いエアクッションを触さわっているようでもある。全速力でぶつかったため硬かたい壁だと感じたのだろう。


　涼子は見えない壁伝いに左右に移い動どうしてみた。地形とは無関係に平らな壁が延えん々えんと続いている。位置的に見て飛天神社はこの壁の向こう側だった。


「何よ、この壁は!?　通れないじゃない！」


『封ふう鎖さ結界の境きよう界かいです』


　ずっとついてきたのか、それとも瞬間移動してきたのか、いつの間にか傍かたわらに立っているレイハが答えた。


「あたしを外へ出してくれない？」


『封鎖結界を解かい除じよすることになります』


「できるのなら、さっさとやってよ」


『現状の結果が確定し、再試行リトライが不ふ可か能のうになりますがよろしいですか？』


「……どういう意味？」


『魔ま獣じゆうを倒たおさないまま結界を解除した場合、現状において魔獣により殺害された人間の死し亡ぼうが確定し、その魂たましいはソルバニアに回かい収しゆうされます。また魔獣の行動範はん囲いは無む制せい限げんとなり、その活動の結果は再試行リトライにより取り消すことはできなくなります』


　いかな異い世界の巫み女ことはいえ支し配はいできる時間と空間には限かぎりがあるということらしい。


「結界はそのままで、あたしだけ外に出るってことはできないの？」


『すでに結界内の事象の一部となった要素を除じよ外がいすることはできません』


「いったん結界を解除して、武ぶ器きを取ってきてから張はり直すってのは？」


『可能です』


「じゃあそれ！　それでお願い！」


『時間の経けい過かによって魔獣の力は増ぞう大だいしますが、よろしいですか？』


　不ふ吉きつな言葉だったが、訊きき返さないわけにもいかなかった。


「どういうこと？」


『およそ六百六十六秒で魔獣の力は倍増します。さらに六百六十六秒でさらにその倍、さらに……』


「ちょっと待った！　つまり……あの怪物は今が一番弱い状態ってこと!?　結界を解除するとネズミ算式に強くなる!?」


　現状でさえ、まともな武器を持ってようやく対抗できるかどうかという手て強ごわさなのに、武器を取りに行っている間にレベルアップされては元も子もない。真剣ならば勝てるという保ほ証しようはどこにもないうえにやり直しもできないとなると、リスクばかりが増ふえることになりそうだった。


「要するに……あたしが自分でどうにかする以外にないってこと!?」


　女じよ性せいの悲鳴が辺りに響ひびいた。声のした方へ向かうと、逃にげたはずの若わかい母親が路上で怪物に追い詰つめられていた。恐きよう怖ふで棒ぼう立だちになっているように見えるが、実際には結界の障しよう壁へきに阻はばまれて逃げられないのだ。


　涼子は走りながら木刀を抜き、怪物に向かって吼ほえる。怪物の注意を自分の方へ向けようとしたのだが効果はなかった。腕うでに抱だいた赤ん坊ぼうを庇かばう母親の背中を節足が貫く。


「ちいいっ！」


　涼子は怪物の背後から攻こう撃げきを仕し掛かけた。それを察した怪物は尻尾しつぽ──昆こん虫ちゆうでいえば腹はらにあたる部分──を水平に振ふった。涼子は反はん射しや的に身を沈しずめる。最初の対決で涼子に致ち命めい傷しようを与あたえた三つ俣またの矛ほこが頭上をかすめた。怪かい物ぶつの身体からだの中では比ひ較かく的柔やわらかそうな尻尾に木ぼく刀とうを突き立てたが、切っ先は装そう甲こう皮ひ膚ふを貫通できなかった。


　さらに踏ふみ込こむかいったん間合いを取るべきか判断しようとしていた涼子の耳に、赤ん坊の泣き声が飛び込んできた。


「────!?」


　背を丸めた姿し勢せいのまま絶命している母親の腕の中で赤ん坊が泣いていた。


　怪物と闘たたかうか、それとも赤ん坊を助けるか──一いつ瞬しゆんの迷まよいが涼子の足を止めた。


　ザシュッ！


　背後から尻尾の一撃を食らって涼子は吹ふっ飛ばされた。結界の障壁に激げき突とつし、斥せき力りよくで押おし戻もどされて地面に叩たたき付けられる。


　脇わき腹ばらに焼け付くような激痛があった。見ると、矛で斬きられたらしく腹はらが裂さけて内ない臓ぞうが飛び出している。半身に力が入らない。


　涼子は泣きじゃくる赤ん坊の方に手を差し伸のべたが、届とどく距きよ離りではなかった。赤ん坊は母親共々怪物に踏みつぶされ、泣き声は止やんだ。


『──再試行リトライしますか？』


　レイハの問いかけはひどく冷れい酷こくに響ひびいた。





　　　　二





　わずかな希望は完全な絶ぜつ望ぼうよりもタチが悪い──


　涼子がそんな言葉を思い出したのは、都合九回目の再試行リトライを選んだ後のことだった。


　怪物が高こう架か線のフェンスを突つき破やぶって出現する。涼子は歩道を歩いている子連れの女性に警けい告こくを発して退たい避ひさせると、自転車を持ち上げて歩道橋から投げ落とし、道路を走ってきた車の上に落として停車させる。ここまでの行動はすでにパターン化されていた。


　問題はこの先の行動だった。


　一いつ般ぱん市し民みんを巻まき込こまないように闘うには涼子自身が囮おとりになって怪物を引きつけておく必要がある。厄やつ介かいなのは、涼子以外の人間は再試行リトライして時間が巻き戻されると前回の記き憶おくを忘わすれてしまうことだった。子連れの女性には毎回同じ警告を与えないといけないし、自動車のドライバーは馬ば鹿かの一つ覚えのように毎度毎度怪物に突っ込んでいく。他の人間の協力が得られないのは負ふ担たんだった。


　それ以上に困こん難なんなのは怪物との戦せん闘とうである。装甲が厚あついうえにリーチに圧あつ倒とう的な差がある。小回りが利きかないのが唯ゆい一いつ弱点らしい弱点だが、尻尾の矛のおかげで完全な死角がなく、木刀が届く間合いに踏み込むだけでもひと苦労だった。実際、六回目と八回目は相手に触ふれることさえできずに返り討うちに遭あっている。初対決で懐ふところに飛び込めたのは今から思えばビギナーズ・ラックだったと思えた。


　再試行リトライで身体的なダメージは回かい復ふくしても、涼子の精せい神しんは確かく実じつに疲ひ弊へいしつつあった。何度も闘ううちに攻こう略りやく法ほうが見つかるかと思っていたが、むしろ戦闘能力の差を思い知らされるばかりでいまだ勝機の手て掛がかりすら摑つかめていない。


『──質しつ問もんがあります』


「何よ!?」


　怪物とどう闘うか頭ず脳のうをフル回転させていた涼子は邪じや険けんに返したが、レイハの側から質問してきたという事実に気付いて驚おどろいた。


『毎回、再試行リトライの直後に同じ行こう為いを繰くり返していますが、何な故ぜですか？』


「何故って、放っといたら怪物に襲おそわれるからに決まってるじゃない。助けるのは当たり前でしょ!?」


『その行為は無意味です』


「無意味!?　そりゃ、あんたにとってはそうかもしれないけど」


『魔ま獣じゆうを倒たおせば、魔獣の存そん在ざいにまつわる事象はすべて消去デリートされます。犠ぎ牲せい者しやが何人出たとしても、魔獣を倒した時点で、魔獣によって殺害された事実そのものが取り消されることになります』


　レイハの顔をまじまじと見つめて、涼子は聞き返した。


「つまり……なに？　とにかくあの怪物をやっつけさえすれば全部チャラになるってこと？」


『チャラ──とは？』


「差し引きゼロってことよ」


『その意味であれば、肯こう定ていです』


「なぬうううっ!?」


　涼子は腰こしが抜ぬけそうなほどの衝しよう撃げきを受けた。


「そういう大事なことは早く言う！」


『来ます』


「へっ!?」


　余よ所そ見みしている間に怪物がすぐ目の前まで迫せまっていた。


　ドゴォン！


　怪物が下から歩道橋を突き上げてきた。


　涼子は欄らん干かんにしがみついたが、真下からの衝撃が強すぎて宙ちゆうに放ほうり出された。空中で一回転して落下する途と中ちゆう、伸のばした手の先が何かに引っかかる。涼子は必死でつかまり辛かろうじて体重を支ささえることに成功した。


　涼子がつかまった場所は偶ぐう然ぜんにも怪かい物ぶつの背せ中なかだった。身体からだの構こう造ぞうからすれば正確には後頭部だろうか。頭部の周囲の節足からは完全な死角だった。涼子は背はい後ごを振ふり向いて尻尾しつぽの攻撃を警けい戒かいした。しかし腹部は背中側には大きく曲がらないらしく、三つ俣またの矛ほこでは近すぎて攻撃できない位置にあった。


　千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだった。


　涼子は背負った竹刀しない袋ぶくろから木刀を抜き、怪物の頭部と胸きよう部ぶの繫つなぎ目に突き立てた。切っ先が装そう甲こう皮ひ膚ふの隙すき間まを貫つらぬき、二十センチ近く潜もぐり込む。


『ＧＹＯＧＹＯＧＹＯＧＹＯＧＹＯｏｏｏｏ!!』


　クツワムシのようなけたたましい悲鳴を上げて怪物が身み悶もだえた。涼子は両手で木刀をつかみ、振り落とされまいとする。木刀に貫かれた傷きず口ぐちからは虹にじ色いろに光る体たい液えきが噴ふき出している。


　ここが正念場だと涼子は覚かく悟ごを決めた。棚たなぼたで手にした勝機だが逃のがすわけにはいかない。もうあと三十センチ、木刀を押し込めば怪物の急所に達する。


　喧けん嘩か御み輿こしのごとく暴あばれていた怪物が動きを止め、脚あしを折って身を沈しずめた。弱ってきたのかと思った次の瞬しゆん間かん、怪物は四本の脚を伸ばすと同時に尻尾で地面を叩たたき、とんぼ返りをした。視界が縦たてに一八〇度回転し、直後、凄すさまじい力で身体が圧あつ迫ぱくされる。耐たえる間もなく胸から下の骨ほねという骨が軋きしみ、肉もろとも砕くだかれる激げき痛つうが襲おそってきた。怪物はみずから後頭部を地面に叩き付け、涼子の身体を押おし潰つぶしたのだ。


『──再試行リトライしますか？』


　勝負再さい開かい。


　涼子は一瞬躊ちゆう躇ちよしたが、すぐに気を取り直して歩道の女性に退たい避ひするよう警告し、自転車を歩道橋から投げ落として車を止めた。


「意味があるとかないとかじゃないのよ！　あたしがしたいからこうするの!!」


　レイハが何か言ってくる前に涼子は意思表明した。たとえ怪物を倒たおすことで結界内での死が無む効こうになるにせよ、助けられる者を見殺しにはできなかった。そんなことをしていては闘う意味さえ見失いかねない。


「一いち応おう訊きいとくけど……南雲先生は〈再試行リトライ〉したことあるの？」


『ケイが〈再試行リトライ〉した回数はゼロです』


　さすがは〈覚醒者アートマン〉レベルと言うべきか。慶一郎がソルバニアでの闘いについて話したときに言げん及きゆうしなかったことを考えると、利用する機会がなかったため再試行リトライのシステム自体を知らなかったのだろう。こんな非ひ常じよう識しきな敵てきを相手に常つねに一発勝負で勝ってきたのだ。慶一郎の方がよっぽど化け物じみている。


（あきらめさえしなければ勝機はある──）


　涼子は決意を新たに目の前の怪物に挑いどんでいった。





　再試行リトライ十三回目。


　九回目に起きた偶然を再現しようとしたが結局果たせず、涼子は再び正せい攻こう法ほうで攻略することにした。


　左方向に走る涼子を追って怪物は足を踏ふみ換かえ、上体をねじって節足の槍やりを伸のばす。しかしその攻撃はワンテンポ遅おくれていて、涼子を捉とらえることなく地面に突つき刺ささった。側面に回り込まれると怪物は身を翻ひるがえして尻尾を叩き付けてくる。涼子は尻尾の先せん端たんの三つ俣の矛のリーチを見切り、紙かみ一ひと重えで躱かわすと、矛の付け根に木刀の一撃を加えた。それでもたいしたダメージは与あたえられず、涼子は怪物の間合いの外へ退避する。


　同じようなパターンの攻こう防ぼうが延えん々えんと繰くり返されていた。


　怪物の挙動に慣なれた涼子は、〈月の眼グラムサイト〉の未来視能のう力りよくに頼たよらずとも動きの兆きざしから次の攻撃のタイミングが読めるようになっていた。正面きって向き合う状じよう況きようを避さけ、一定の間合いをキープすれば怪物の攻撃を躱しきれるだけの自信が芽生えている。


　時間はかかっても尻尾の矛さえ破は壊かいしてしまえば大きな隙すきが生まれる──それを見込んでの持じ久きゆう戦だった。


　怪物との戦せん闘とう時間はついに十分を超こえた。ほとんどダメージを受けずに長時間闘い続けられたのは今回が初めてだった。


（これなら……いけるか!?）


　再び尻尾の矛の付け根に木刀を叩き込む。


　ビキッ！


　奇き妙みような手て応ごたえがあった。見ると、打撃を加えた部分に亀き裂れつが入っている。


　一点から生じた亀裂がみるみる装甲皮膚全体に広がった。巨きよ体たいを支える脚あしがひび割われ、力を失って折れ曲がる。花か弁べんが散るように頭部を囲む節足が落ちる。


「えっ!?　か……勝った？」


　崩くずれ落ちた怪物を前に、涼子は呆あつ気けにとられて立ち尽つくす。


　念のため生死を確かく認にんしようと踏み出した足が止まった。怪物の全身に広がった亀裂から虹色の光が漏もれるのが見えた。


（──違ちがう！）


　涼子は肌はだが粟あわ立だつのを感じた。数歩後ずさりしてから背を向けて駆かけ出す。二十メートル以上離はなれてから振り向くと、体内からあふれた虹色の光が強まり、怪かい物ぶつの輪りん郭かくがぼやけていた。


　バリバリバリッ！


　怪物の身体からだが真っ二つに裂さけた。装そう甲こう皮ひ膚ふが甘あま栗ぐりの皮のように剝はがれ、その下から半透とう明めいの象ぞう牙げ色の塊かたまりがせり出してくる。


　それはただの脱だつ皮ぴではなかった。中から現あらわれたのは元の倍ほどの質しつ量りようを持つ異い形ぎようの生物である。脱皮前が甲こう殻かく類の特とく徴ちようを持っていたのに比くらべ、新たな形けい態たいは哺ほ乳にゆう類に近く、全体的な印象は半人半馬のケンタウロスだった。下半身はサイの胴どう体たいで、首に当たる位置から白い毛に覆おおわれた霊れい長ちよう類るいの上半身が生えている。首から上は羊のそれで、顔面はスコップで掘ほったようにえぐれていた。


　サイの肩かたからは湾わん曲きよくする一対ついの長大な角が伸びている。それが最大の武ぶ器きだということは一目で分かった。


　変へん貌ぼうを遂とげた怪物が猛もう然ぜんと突とつ進しんしてきた。圧あつ倒とう的な速力である。涼子は進路上から飛び退のいたが、怪物の角はハサミのように左右に広がり、涼子の身体を引っかけた。角の内側に並んだ鋭えい利りな歯が涼子の胴に食い込み、身体を引き裂く。


　涼子は跳はね飛ばされて宙に舞まい、斜しや面めんに叩たたき付けられた。


『──再試行リトライしますか？』





　十四回目。


　時間が戻もどり、肉体のダメージが回かい復ふくしても、涼子は精せい神しん的に打ちのめされた状態にあった。死の体験は何度繰り返しても慣れるものではないが、今回ばかりは深しん刻こくだった。


「あんなのに勝てっこないじゃない……」


　時間が経たてば怪物がレベルアップするという話は聞いたが、結界を解といた場合の話だと思い込んでいた。結界内でも戦闘が長引けば怪物は変貌する。そうなる前に倒たおさねばならないが、自分にそれが出来るとは信じられなかった。


　Ｐｕｒｒｒｒ！


　打ちひしがれる涼子の背はい後ごで電子音が鳴った。


『──はい』


　レイハがヘッドセットを操そう作さしていた。どこからかの通信を受信したらしい。レイハはヘッドセットを外すと、涼子に差し出した。


『これを──』


「へ？　あたしに!?」


　訳わけも分からず受け取り、耳に掛かけてみる。聞こえてきたのは男の声だった。


『──苦戦してるな。お嬢じようちゃん』


「だ……誰だれ？」


『勇者を導みちびくのが賢者メンターの仕事でね』


「あんた……あの占うらない師し!?」


　皮肉っぽい口ぶりには聞き覚えがあった。〈星ほし詠よみ〉の右う京きようである。


「なんであんたが!?　どこからどうやってその……連れん絡らくを？」


『そのヘッドセットはもともと南雲慶一郎が彼女に渡わたした携けい帯たい電話だ。番号さえ分かってりゃ掛けるのはわけない』


「電話は通じないはずよ？　公こう衆しゆう電話で試ためしたもの」


『化け物が第二形態になってパワーが上がったせいで結界が一時的に不安定になった。おかげでどうにか電波が通るくらいの隙すき間まができたってことさ。まあそんなことはどうでもいい。これから重要なことを伝えるから耳ぃかっぽじってよーく聞きな』


　右京の声は微び妙みように歪ゆがんで聞こえた。結界が不安定になっているのは本当らしい。


『まず一つめ──おたく一人じゃその化け物は絶ぜつ対たいに倒せない。百回やっても無理なもんは無理だ』


「じゃ、じゃあどうしろって言うのよ!?」


『キレるんじゃねえよ。一人じゃ無理っつっただけだぜ。二つめはいい報しらせだ。幸いというべきか、その結界内には化け物に勝てる人間がすでにいる』


「なっ──」


『だがそいつはおたくが化け物と闘たたかってることも、何度も時間が戻っていることにも気付かずにいる。だからそいつに見えるところまで化け物を連れて行け。そうすりゃ……』


　右京の声に雑ざつ音おんが混まじった。結界が安定して電波が届とどきにくくなっているのか。


「化け物を連れてけったって、どうやって？　化け物に勝てる奴やつってどこにいるの!?」


『……まだ試していないことが……はずだ。人助けしてる場合……より先…………』


　右京の電話はそこで切れた。断だん片ぺん的な言葉をヒントにするしかなかったが、的中率りつ百パーセントの占い師の言うことである。勝てると言うのならその通りなのだろう。


　希望はある──そう信じると新たな力が湧わいてきた。





　　　　三





『──再試行リトライしますか？』


　その問いにＹＥＳと答えること二十七回目。


　戦闘再さい開かいと同時に、涼子は自転車を脇わきに退どけ、歩道橋の欄らん干かんに背せ中なかをぴたりとくっつけた。肩に掛けた竹刀しない袋ぶくろの口くち紐ひもは解ほどいておく。


　指折り数えてカウントダウンを始める。


（三……二……一……ＧＯ！）


　歩道橋の幅はばだけの短い助走から跳ちよう躍やくし、欄干を蹴けって空中に飛び出す。


　次の瞬間──高速道路のフェンスを突つき破り、怪かい物ぶつが目の前に出現した。


　タイミング、飛ひ距きよ離りとも完かん璧ぺきだった。


　涼子はセダンを思わせる箱形をした怪物の背につかまった。怪物は空中で六本の脚あしを出し、下の車道に着地する。衝しよう撃げきはほとんどなかった。


　完全に変形するまでが勝負だった。


「うおおおお──っ!!」


　涼子は木ぼく刀とうを逆さか手てに持ち、車で言えばボンネットに位置する怪物の頭部の根本──首くび筋すじの装甲の隙間に突さき刺した。


『ＧＹＯＯＯＯｏｏｏｏｏｏ──!!』


　怪物の変形が途と中ちゆうで止まった。木刀をさらにねじ込むと、怪物はたまらず走り出した。


　第一の戦せん闘とう形態に完全に変形していないせいか、胴体の関節のほとんどが固定されていて飛び跳ねたりはできず、運動能力は自動車並なみだった。


　怪物は高こう架かの橋きよう脚きやくや電柱にぶつかりながら暴ぼう走そうする。涼子は木刀につかまって衝撃に耐たえた。横滑りドリフトしながら建物の壁かべに激げき突とつした時には肩かたが抜ぬけそうになったが、これまで見てきた地じ獄ごくを思えば何てことはない。


　直径で五百～六百メートルはある円形の封ふう鎖さ結界内を、怪物は涼子を乗せたまま闇やみ雲くもに駆かけ巡めぐった。六本の脚だけでなく無数の節足を駆く使しして走る怪物の速度は直線で時速百キロを超こえ、その速度を維い持じしたまま急角度のターンやスピンを繰くり返す。振ふり落とされれば大怪け我がは必ひつ至し、上う手まく受け身が取れたとしても轢ひき殺されるのは確実だった。


　死のロデオは数分間続いた。高たか島しま平だいら駅に続く通りを爆ばく走そうすると、結界に取り込まれた人々が悲鳴を上げて逃にげまどう姿が見えた。駅の手前には見えない結界の障しよう壁へきがあり、怪物はそれに沿そってカーブした。障壁に接せつ触しよくした部分が過か熱ねつして火花が散る。


　駅前から離れ、怪物は再び赤あか塚つか公園に戻ってきた。今日の午後に涼子がトレーニングをしたトラックに侵しん入にゆうする。実じつ際さいには三時間ほど前までいた場所だが、それから何週間も経たっているかのような錯さつ覚かくを覚えた。


　怪物はトラックを周回し始めた。涼子の握あく力りよくは限げん界かいに近かったが、速度が緩ゆるんだためにどうにか耐たえられる。しかし安心するのはまだ早い。これまでの闘いを通じて、涼子は一いつ瞬しゆんの油ゆ断だんが死を招まねくということを知ち識しきではなく経けい験けんとして思い知らされていた。文字通り骨ほね身みに沁しみている。


　果たして、怪物に変化の兆ちよう候こうが現れた。


　装そう甲こう皮ひ膚ふが劣れつ化かしたように艶つやを失い、表面に亀き裂れつが走る。その内部から漏もれる虹にじ色いろの輝かがやき──脱だつ皮ぴが始まろうとしていた。明らかに前回よりも早い。第二形態に変身することで現状を打開しようというのか。


　装甲皮膚の下から新たな体組そ織しきが隆りゆう起きしてくる。それにつれて深々と突き刺さっていた木刀が押おし戻され、不安定になった。怪物がトラックの端はしに差し掛かかる。装甲皮膚が剝はがれるとともに木刀が抜け、涼子の身体は遠心力で放ほうり出された。


「くっ──!!」


　放り出される瞬間、涼子は怪物の身体からだを蹴って跳ちよう躍やくし、芝しば生ふの地面に足から着地した。そのまま前方に身体を投げ出し、背中を丸めて受け身を取る。回転の勢いきおいを利用して立ち上がろうとするも、膝ひざの力が抜けて尻しり餅もちをついた。両手は震ふるえ、膝が笑って立てない。


　四し肢しの力が抜け、涼子は芝生に仰あお向むけに倒れた。心しん臓ぞうの鼓こ動どうが早はや鐘がねのごとく激はげしく打っている。気力は残っているが体力が限げん界かいだった。首を動かして怪物に目を向ける。装甲皮膚が弾はじけ飛び、太ったケンタウロス風の第二形態が出現した。


（体力が残っていようといまいと、あれが相手じゃ結果は同じね）


　しかし自分が怪物と闘っているところを人に見せるという目的は果たした。その中に右京の言う助っ人がいたかどうか──それだけが気がかりだった。


　涼子は怪物から目を逸そらして深しん紅くの空を見た。


　深い闇やみをたたえた紅くれない。


　命を貪むさぼる怪物を閉とじこめる檻おり。


　怪物を葬ほうむる以外に逃のがれる術すべのない無限の地じ獄ごく。


（この黄昏たそがれは……いつになったら終わる──？）


　溜ため息いきとともに目を閉じ、再ふたたび瞼まぶたを開くと、視界は紅ぐ蓮れんの炎ほのおに包まれていた。


「え───!?」


　涼子は身を起こした。


　夢ゆめか、と思った。


　それは、空一いつ杯ぱいに燃もえ上がる炎の翼つばさを広げた〈火の鳥〉だった。


　死の影かげが支し配はいする結界の中で、それは生命の輝きに満ちた神こう々ごうしい姿だった。


　力強く羽ばたいた〈火の鳥〉は涼子の頭上を通つう過かすると、急降下して第二形態の怪物に体当たりした。


　轟ごう!!


　炎の翼が怪かい物ぶつを包み込み、巨きよ大だいな火柱と化す。


　火柱の中から飛び出したものがあった。


　それは人間に見えた。ただしその五体は炎で形作られ、振り乱した長い髪かみは紅炎プロミネンスのごとく逆さか巻まいている。〈火の鳥〉の化身した姿すがただと涼子は直感した。


　火柱が割れ、火の粉となって四散する。中から現れた怪物は全身の毛け皮がわを焼かれながらも邪じや悪あくな生命力を失っていなかった。


　炎の化身が右手を頭上に挙げた。広げた掌てのひらの中に白熱する炎の塊かたまりが生まれ、太陽の輝きを放つ。


　右手を振り下ろすと、火か焰えん弾だんは地面を焦こがしながら稲いな妻ずまの軌き道どうを描えがいて走った。火焰弾は怪物の足元で破は裂れつし、真っ赤な爆ばく炎えんを噴ふき上げる。


　怪物はその炎をものともせずに突とつ進しんしてきた。炎の化身はとんぼを切って二本の角を躱かわすと、怪物の上半身を駆け上がりながら連続で踏ふみつけた。


　ドガガガガガガガッ！


　目にも留とまらぬ速さで怪物の腰こしから腹はら、胸むねから顔面へと階かい段だんを足踏みしながら上るように連続蹴げりを見み舞まう。怪物は仰のけ反ぞり、突進を止やめた。炎の化身は最後に後頭部に一撃を食らわせ、その反動で跳とぶと伸しん身しん宙ちゆう返がえりにひねりを加えて怪物の背後に着地した。怪物が前脚を折って前のめりに跪ひざまずく。


『ＧＵＲＲＲｒｒｒｒ……』


　怒いかりの唸うなり声を上げる怪物に、炎の化身は半身に構えて手て招まねきした。


　──かかってこい。このデカブツが！


　テロップが出るまでもなく分かった。大だい胆たん不ふ敵てきにも挑ちよう発はつしているのだ。


　涼子は思わずしびれたが、一方で不安にもなった。この助っ人は確たしかに強い。だが敵てきの実力がよく分かっていないうえ、どこか闘たたかいを楽しんでいるフシがあった。第二形態の真の能のう力りよくは涼子自身も見ていないのだ。怪物が厄やつ介かいな能力を披ひ露ろうする前に、急所への致ち命めい的な一撃をもって速すみやかに葬り去るべきだった。うっかり負けるようなことがあれば、涼子はまた同じことを繰くり返さねばならなくなる。


（冗じよう談だんじゃないわ！　もう二度とやんないわよ、あたしは!!）


　涼子は立ち上がっていた。いつの間にか肉体の活力は回かい復ふくしている。まるで炎の化身の放ほう射しやする生命のエネルギーが身体に流れ込んでいるようだった。


　近くに落ちていた木刀を拾い上げてから、はたと気付く。自分がこの闘いに参加したところで足手まといにしかならない。


　怪物が四肢を踏ん張り、肩かたを怒らせて咆ほう哮こうした。二本の角の間に青黒い電光がスパークする。直後、蜘く蛛もの巣すのような放電が炎の化身に浴びせられた。


　バリバリバリバリッ！


　身体を包む火焰が電撃を弾はじいているが、炎の化身は両りよう腕うでで防ぼう御ぎよしたまま動けない。


　怪物は放電しながら突進し、二本の角で挟はさみ込こんだ。炎の化身はその角をつかんで突進を止めるが、怪物の巨きよ大だいな質しつ量りようを真正面から受け止める形になり、進しん退たい窮きわまった。


「言わんこっちゃない！」


　涼子は飛び出していきたい衝しよう動どうをぐっとこらえて歯は嚙がみした。援えん護ごが必要だが、それができるのは自分ではない。


　無む意い識しきに木ぼく刀とうを強く握にぎりしめていた手が熱くなった。手に汗あせ握る状じよう況きようだが、それにしては熱すぎると気になって手元を見た涼子は、我わが目を疑うたがった。


　木刀の刀身が白熱していた。驚おどろいて持ち上げてみると、刀身から炎が噴き上がった。


「うわ、何!?　どうなってんのよこれ？」


　木刀を地面に打ち付けたが、炎が消える気配はない。よく見ると材質の赤あか樫がし自体が燃えているわけではなかった。四散した〈火の鳥〉の翼──その火の粉が刀身に吸すい寄せられ、白熱する炎の刃を形成しているのだ。


　涼子の脳のう裏りに真まな鶴づるでの闘いの記き憶おくが甦よみがえった。変態スイマーズが合体したカニ型怪かい獣じゆうと闘った時、涼子の木刀は白く輝き、怪獣の装甲を貫つらぬいている。その現象の謎なぞが解とけた気がした。おそらく〈神威カムイの拳けん〉の遣つかい手が放射するエネルギーを木刀が吸きゆう収しゆうしているのだ。エネルギー自体は借り物だが、涼子の闘う意志に呼応していると考えればこれはこれで一つの能力と言えるのかもしれない。


　そう認にん識しきした瞬間、木刀の刀身は熱量を増ました。


（これなら……闘える！）


　涼子は怪物に視線を戻もどした。第二形態は生物というよりは建けん築ちく物ぶつに近い巨大さである。踏まれただけで即そく死しは確実、刀で斬きりつける間合いまで接せつ近きんするには大きなリスクを伴ともなう。せめて槍やりか薙なぎ刀なたを使いたいところだが、贅ぜい沢たくを言える状況ではなかった。


　涼子の〈月の眼グラムサイト〉は怪物の体内にある〈核かく〉の在あり処かを見み抜ぬいていた。二本の角の中間のやや上が急所である。側面からの攻こう撃げきでは直接狙ねらえない位置である。涼子は自分の役目は炎の化身の援護だと肝きもに銘めいじた。次に再試行するハメになったとして、今回以上のことができるとは思えなかった。


「…………いざ！」


　涼子は火か焰えん剣けんと化した木刀の切っ先を地面に擦こすり付けるように構かまえ、前のめりの低い姿し勢せいで走った。炎の化身と力比くらべをしている怪かい物ぶつは涼子の接近に気付かない様子だった。しかし斜ななめ後方から近付いていくと、不意に怪物の尻尾しつぽが反はん応のうした。巨大な単たん眼がんを持つ鉄のムカデの姿をした尻尾が鎌かま首くびをもたげ、襲おそいかかってくる。


　涼子は逆袈け裟さに木刀を振ふるった。白熱する刀身が鉄ムカデの頭部を両りよう断だんする。切り飛ばされた頭部はマジックペーパーのように燃え上がり、灰はいも残さず消しよう滅めつした。


　涼子は木刀の切っ先を天に向かって立てたまま怪物の腹はらの下を駆かけ抜けた。


　手て応ごたえはほとんどなかった。十分に離はなれてから振り向くと、切り裂さかれた怪物の腹から虹にじ色いろの火花が噴ふき出すのが見えた。巨体が大きく揺ゆらぎ、電撃の放ほう射しやが止まる。炎の化身は二本の角の間から飛び退のいて離れた。


『ＷＯＯＯＯｏｏｏｏｏｏ────ッ!!』


　怪物は怒りの咆哮を上げると、涼子の方に向きを変えて突とつ進しんしてきた。余よ裕ゆうのある距きよ離りまで離れたつもりだったが、怪物は瞬またたく間に眼前に迫せまってくる。涼子は木刀を構えて正面から迎むかえ撃うつ形をとった。下手に逃にげれば十三回目と同じ結果になる。火焰剣の切れ味は素す晴ばらしいが、体当たりをまともに受けてはひとたまりもない。


　自分はまたミスを犯おかしたのかもしれない──頭をよぎった不ふ吉きつな予感を打ち砕くだいたのは直後の一撃だった。


　サーフィンよろしく〈火の鳥〉の背に乗った炎の化身が真横から突つっ込んできた。


　カッ！


　白い閃せん光こうが視界を覆おおい尽つくした。涼子は寸すん前ぜんに腕で目を庇かばっている。


　光が消え、顔を上げた涼子は目を瞠みはった。怪物の二本の角が根本から溶よう断だんされたように破は壊かいされている。


　炎の化身は怪物から涼子を守るように立ちはだかっていた。大おお技わざを使った直後のためか全身を包む炎の火勢が弱まり、本体が透すけて見えている。その後ろ姿を目にした涼子の胸に湧わき上がった感情は──懐かしさだった。


　その理由を考えている暇ひまはなかった。二本の角を失ったことで怪物の正面はがら空きになり、急所を直接狙える状態になっている。涼子の〈月の眼グラムサイト〉が、跳ちよう躍やくしようとする炎の化身の未来の動きを捉とらえた。


　涼子の身体が無意識に動いた。短い助走から地面を蹴り、炎の化身の肩かたに乗る。それとまつたく同じタイミングで炎の化身が跳躍した。涼子はその勢いを利用してさらに高く跳ぶ。怪物の顔が真正面にきた。


　火焰剣を真っ向から振り下ろす。切っ先が怪物の頭ず蓋がいを、顎あごを割り、喉のどから胸、胸から腹、そして股こ間かんまでを縦たて一文字に断たち割わった。


　怪物の身体からだの中心線から虹色に輝く粒りゆう子しが噴ふき出した。木刀に宿った炎ほのおのエネルギーはその一撃で解とき放たれ、怪物の巨体を完全に両断していた。


　燃もえ上がりながら左右に割れた怪物の体内から青い水すい晶しよう球きゆうが現れる。怪物の本体である〈核〉だった。


『──ご苦労様でした』


　レイハの事じ務む的な声が幻げん聴ちようのように聞こえた。水晶球が光の柱に包まれ、空に舞まい上がる。倒たおされた怪物の残ざん骸がいは光の粒子となって蒸じよう発はつしていった。


　血の赤に染そまっていた空に夕ゆう闇やみが降おりてきた。結界が解かい除じよされたのだ。怪物がトラックに侵しん入にゆうする際さいになぎ倒した木々が元通りに直り、足あし跡あとも消えている。被ひ害がいを受けた人や車や建物もすべて同様にリセットされているはずだった。


（終わった……やっと……）


　最後の一撃、木刀を地面に叩たたき付けた姿し勢せいのまま片膝をついていた涼子は、大きく息を吐はいて脱だつ力りよくした。


「人を踏み台にするとは何事や。腰ゆわすか思たわ」


「────!!」


　神経を逆さか撫なでするガラの悪い関西弁べんに驚き、涼子は反射的に振り返った。


　燃え盛さかる紅ぐ蓮れんの炎が一いつ瞬しゆんにして無数の〈火の鳥〉の羽根となって舞い散ると、炎の化身の正体がそこに現れた。


　虎とら縞じまの特とつ攻こう服ふくという個こ性せい的すぎる格かつ好こうの若わかい男である。


　一八〇センチを超こえる長身。筋きん肉にく質しつだがゴツゴツした印象はなく、アスリート的なスマートさと野生動物のしなやかさがある。肌はだは南海の漁りよう師しのごとき赤しやく銅どう色だった。


　狼おおかみを連想させるワイルドな風ふう貌ぼう。子こ供どものように純じゆん真しんで涼すずしい目に、すっきりと通った鼻はな筋すじ。不敵な笑えみを浮うかべる薄うすい唇くちびるの端はしからは、やけに発達した犬歯が覗のぞいている。


　頭の天てつ辺ぺんから足の先まで、およそ標準的なところを探さがす方が難むずかしい、規き格かく外のキャラクターの持ち主である。一度見たら忘れようもないその男の名を、涼子はもちろん覚えていた。


「──草くさ[image: ]なぎ静しず馬ま！」


　涼子は立ち上がると、早足で静馬に近寄った。静馬の目の前に立つと、そのにやけた横っ面つらを平手で張り飛ばした。


　スパァン！


　目の覚めるような音が辺りに響ひびき渡わたった。打った涼子の手がしびれるほどのビンタだったが、静馬は怒おこるでも驚くでもなく、不服そうに口を尖とがらせた。


「何すんねん。痛いたいやんか」


「今までどこで油売ってたのよ!?　あたしが……大変な目に遭あってたってのに！」


「そやから助けたったやんか。先にその礼を言うのがスジっちゅうもんちゃうんか？」


「戻もどってくるのが遅おそすぎるのよ！」


　バチコーン！


　二発目のビンタが炸さく裂れつした。今度は反対側の頰ほおである。


「こちとらさっきの化け物と延えん々えん闘たたかい続けて二十回以上死んでるのよ！　あたしが死に物狂ぐるいで闘ってる間、あんたはその辺をバカ面づら下げてウロチョロしてたんでしょ!?　あんたも〈神威カムイの拳けん〉の遣つかい手なら怪かい獣じゆうが出たことくらいすぐに気付いて助けに来なさいよ!!」


「……何を言うてんのかゼンゼン分からへん」


「あんたがいない間にこっちは謎なぞの宇宙サナダムシの脅きよう威いから人類を救ったりしてるのよ！　あたしが死にそうになってた時、あんたはいったいどこで何をしてたわけ!?」


「オレはオレで忙いそがしかったんや。別に遊んどったわけやあらへん」


「あんたの事情なんて知ったこっちゃないのよ！」


　三発目のビンタは不発だった。静馬が涼子の手首をつかんで止めたのだ。


「ヒス起こすなや。何を怒っとんのかさっぱりや」


「謝あやまんなさいよ！」


「何をやねん」


「何でもいいからとにかく謝んなさいよ！　でないと許ゆるさないから!!」


　客観的に見て支し離り滅めつ裂れつなことを言っているのは自分でも分かっていたが、主観的には極きわめて正当な言い分である。


　静馬が顔を近づけてきた。涼子は反射的に身を引くが、腕うでを摑つかまれているので逃にげられない。静馬は涼子の顔を覗き込み、意地悪く微笑ほほえんで言った。


「〈Ｖ－１エクストリーム〉から十日しか経たってへんで。オレが居てへんのがそんなに寂さびしかったんか？」


　図星──ではある。だが静馬には自分が生死不明になっていたという自覚が決定的に欠けていた。行き先を告げずに留る守すにしていたのとは訳が違ちがうのだ。


　この十日間、涼子がどれだけ静馬に傍そばにいて欲ほしいと思ったか、今日の闘いの最中、もう会えないかもしれないと何度絶望的な気分になったか──そんなことはつゆとも知らず、気付きさえしないのがこの草[image: ]静馬という男だった。


　だが──それでもいい。むしろ、だからこそいいと思えた。


　それでこそ静馬だった。涼子の胸の裡うちにある複ふく雑ざつな想おもいを理り解かいできるはずもないし、してもらいたくもなかった。同情されることは屈くつ辱じよくにも等しい。


「誰だれが……誰が寂しいって!?　自うぬ惚ぼれんじゃないわよ、このバカ！」


　涼子は憎にくまれ口を叩たたいたが、言葉尻じりは潤うるんでいた。


　もう限げん界かいだった。涼子は静馬に抱だきついて、逞たくましい胸むねに顔を埋うずめた。愛いとしさが抑おさえきれなくなったからではない。泣き顔を見せたくなかったからだ。


　背せ骨ぼねも折れよとばかりに思いきり抱きつく涼子に対し、静馬は軽く肩かたを抱いて子供をあやすように背中をさすった。ケダモノじみてはいるが決して不ふ快かいではない静馬の体たい臭しゆうを嗅かぎながら、涼子は言いようのない安らぎを覚えた。自分が本来居るべき場所にようやく戻ってきた──そんな気がした。


　安心したためか涙なみだはすぐに止まった。もうしばらく泣いているフリをしようかと涼子が思っていると、二人の身体からだの間に強ごう引いんに割り込んでくるものがあった。静馬のものではない何者かの手が涼子を押おし退のけようとする。それに驚おどろいた涼子は慌あわてて静馬から離はなれた。


　無ぶ粋すいな闖ちん入にゆう者しやは、中学生くらいに見える小こ柄がらな少女だった。サイズの合っていない男物のシャツとペインターパンツをルーズに身に着け、メジャーリーグの野球帽ぼうを目ま深ぶかに被かぶっている。少女だと見分けられるのは顔の小ささと首から肩かたにかけての細さだった。


　静馬の腕に抱きついた少女は、涼子から遠ざけようと引っ張りながら言った。


「お兄さまに近寄らないで！」


「はあ!?」


　涼子は呆あつ気けにとられた。いや、度ど肝ぎもを抜ぬかれた。


「お……お兄さま？」


　この世にこれほど静馬に似につかわしくない呼び方があったろうか。逆の意味で絶ぜつ妙みような言葉のチョイスだった。当の静馬はバツが悪そうに空いている方の手で頭を搔かいている。


「お兄さまを引っぱたいたり抱きついたり……なんて自分勝手で破は廉れん恥ちな人！　お兄さまもお困こまりだわ！」


　確かに静馬は困っているようだが、おそらくは別の理由だった。


「いったい何がどうなってるわけ？」


　涼子が訊たずねると、静馬は答える代わりに少女の被っている野球帽を取った。


　帽子に押し込まれていた髪かみがあふれ出る。緑の黒髪は腰こしの上辺りまであった。


　黒目がちの綺き麗れいな目をした美少女だった。口ぶりとは違って大人しそうな純じゆん和風の容よう貌ぼうである。どこかで見た覚えのある顔だった。涼子に見つめられると、少女は怯おびえたように静馬の背に隠かくれた。


「もしかしてその娘コ……」


　思い出すよりも先に静馬からテロップが出た。その内容に涼子は意表を突つかれた。


　少女の名は美み月つき──京きよう極ごく刹せつ羅らの妹だった。


















　第五十五話　神威カムイの女たち







〈九月二十七日──晴れのち曇くもり〉





　天下無む敵てき──


　およそ武ぶ術じゆつを志こころざす者なら誰だれもが目指し、渇かつ望ぼうする境きよう地ちだろう。


　武術にかかわらない者でも強い人間には憧あこがれを抱いだく。いっそ人間なら誰でも、と断だん言げんしてもいい。


　何ものにも屈くつすることのない強さを求めるのは人の本ほん能のうのようなものだ。


　しかしその強さにもいろいろとある。十代の頃ころは強けりゃ何でもいいと思っていたが、三十を目前にするとその本ほん質しつについて考えるようにもなる。


　ただ強いだけの純じゆん粋すいな力なんてものはない。


　何のために力を求めるのか──その目的、強くなる理由が問題だ。


　己おのれの存そん在ざいを世に知らしめるため。


　自分に誇ほこりを持つため。


　自分の可か能のう性せいを追求するため。


　不安を克こく服ふくするため。


　何かを守るため。


　他の何のためでもなく、ただ生き延のびるため。


　その理由が何であるにせよ、こう問われれば頷うなずかずにはいられないだろう。


『強くなりたいか──？』





　　　　一





　人の気配を感じて、柴しば崎さき勲いさおは寝ね床どこから身を起こした。


　枕まくら元もとに置いてあった着物に袖そでを通し、帯おびを締しめる。布ふ団とんを畳たたんで部屋の隅すみに置くと、箒ほうきを持ち出してきて、板間を合わせて十二畳じようの部屋を掃はき清めた。その箒も片かた付づけて、柴崎は土間の方に向かって正せい座ざする。それら一連の行こう為いは、障しよう子じ越ごしに差し込む微かすかな月明かりだけが頼たよりの暗がりの中で行われた。


　入り口の引き戸が開き、ランプを手にした黒いスーツの女が三た和た土きに入ってきた。ランプの光が座ざ敷しきと柴崎の身体からだに格こう子し状じようの影かげを作る。三和土と座敷の間は太い木の格子で仕切られていた。


　柴崎がいる場所は京きよう極ごく家けの離はなれ家だった。以前、静しず馬まに敗れた京極刹せつ羅らが自主的に引きこもった座敷牢ろう──その現げん在ざいの主が柴崎である。


　入ってきた女は同どう僚りようの佐さ倉くら百もも枝えだった。しかし柴崎に用があるのは佐倉自身ではない。それを知ったうえでの身み支じ度たくだった。


「どうぞ──」


　佐倉に促うながされて二人目の来らい訪ほう者しやが入ってきた。草ぞう履りの足音に軽く杖つえをつく音が混まじっている。柴崎は深々と頭を下げた。


　来訪者が上がり框かまちに腰こし掛かける気配があった。


「柴崎さん。顔を上げてください」


　柔やわらかな女性の声が聞こえた。平身低頭していた柴崎はゆっくりと上体を起こす。


　格子越ごしに座すわっているのは絣かすりの着物を着た若わかい女だった。長い髪かみの中なか程ほどを白い帯で結んでまとめ、胸の前に垂らしている。かすかに石せつ鹼けんの香かおりがした。


　麗れい人じん──と、そう呼よぶに相応ふさわしい美び貌ぼうの持ち主である。


　単に顔立ちが整っているというだけの美人ではない。童女のような無む邪じや気きさと純真さを持ち続けている飾かざり気のない素す直なおな人ひと柄がらこそが大きな魅み力りよくだった。


「夜分にお邪じや魔まします。今夜は柴崎さんにお話を伺うかがいに参りました」


　京極宗家当主──京極真ま琴ことはそう告げると会え釈しやくした。柴崎は恐きよう縮しゆくして再ふたたび額ひたいを畳たたみにこすりつける。真琴は少し困こまったように微笑ほほえむと、もう一度顔を上げるように言った。


「柴崎さん、お身体の方はもういいのですか？」


「は、おおよそ完治しております」


「こちらに来て……傷きずを見せていただけますか？」


　柴崎は格子の前までにじり寄よると、帯を緩ゆるめて着物の胸むねをくつろげた。分ぶ厚あつい胸むな板いたから鳩みぞ尾おちの部分にかけて火傷やけどのような大きな傷きず跡あとが残っている。真琴は左手で右の袖の袂たもとを押おさえると、格子の間から右手を差し伸のべて、掌てのひらでその傷跡に触ふれた。


　痺しびれとともに心ここ地ちよさが胸に広がった。完治したといっても何かが詰つまっているような違い和わ感は残っていたが、真琴の〈手当て〉によってその不快感が消えていく。柴崎の目には真琴の手がかすかに青白い燐りん光こうを放っているように見えた。


「ずいぶんと深い傷だったようですね。手しゆ術じゆつもなしに短時間のうちに自然に治るようなものではなさそうです」


　真琴の見立て通りだった。本来は致ち命めい傷しようといっていい傷である。真琴の手が胸から離れるのを柴崎は名残なごり惜おしく感じ、同時にそんな自分を戒いましめた。


　夜中に当主である真琴が離れ家に足を運んできた理由は分かっていた。〈Ｖ－１エクストリーム〉の会場で何があったのかを問い質ただすためである。


　京極幻げん弥やが主しゆ催さいしたストリート・バイパーズ初の武ぶ闘とう会かい〈Ｖ－１エクストリーム〉──その大会に参戦した京極刹羅、久く遠おん七なな瀬せ、不ふ動どう秋あき嵩たかの三人と、大会を観戦するために池いけ袋ぶくろに向かった美み月つきは行方ゆくえ不明になっていた。主催者である幻弥自身も姿を消し、戻もどってきたのは美月のボディガードとして付き添そっていた柴崎ただ一人だった。


　宗家の跡あと取とりである刹羅と美月、さらには京極家を経けい済ざい的に支ささえている幻弥が一度に姿を消すなどという事態は誰にとっても予想外だった。柴崎は京極家の長老会議にかけられ、事情の説明を求められたが、貝のように口を閉ざし、何も話そうとはしなかった。胸の傷が誰の手によるものかについても語ろうとしなかったのである。長老たちから激はげしく責せめ立てられた柴崎を救い、離れ家で謹きん慎しんするように命じたのは他ほかならぬ真琴だった。


　謹慎すること一週間──この時刻に真琴が来たということは事態に進しん展てんがないことの証あかしでもあった。


「柴崎さんは何か思うところがあって黙だまっていらしたのでしょう。おばあさまたちの前では話せないような事があった……それを私には話してくださいますね？」


　真琴の言葉は優やさしかったが、それなりの覚かく悟ごをして来ていることは明白だった。柴崎は着物を整えて居い住ずまいを正した。


「あの日──京極幻弥は〈Ｖ－１エクストリーム〉以外にもう一つのイベントを進行させていました。犯はん罪ざい計画と言っていいかもしれません」


「犯罪……ですか」


「南な雲ぐも慶けい一いち郎ろうという男について、幻弥殿どのから聞いたことはありませんか？」


「いいえ、初めて伺う名前です。その方と幻弥様との間にどんな関係が？」


「過か去こに何らかの関かかわりがあったようですが、詳くわしいことは不明です。分かっていることは、南雲慶一郎が〈神威カムイの拳けん〉の遣つかい手であることと……幻弥殿が南雲の身内と思われる少女を誘ゆう拐かいしたことです」


　真琴がわずかに表情を曇くもらせた。


「誘拐された少女は大会の運うん営えい本部が入っていたビル内に監かん禁きんされていたようです。美月様と私は、運営本部のある階から地下の会場へ向かう途と中ちゆう、少女を救出に来た南雲と出会ったのです。降下中のエレベーターの外からの襲しゆう撃げきでした……あんな真ま似ねができる人間を私は他に知りません」


「ではその傷は──」


「南雲との闘たたかいで受けたものです。私が倒たおされた時、美月様は無事でした。ここからは私の推すい測そくになりますが、美月様は南雲に捕とらえられたのだと思います。誘拐された少女と交こう換かんするための人質として」


「あなた自身はどうなったのです？」


「しばらくしてから目を覚ますと、美月様と南雲の姿はなく、何な故ぜか胸の傷は癒いえていました。美月様を捜さがして私はビルの中を探たん索さくしました。しかしビルの中には……その……」


　急に口ごもる柴崎に、真琴は諭さとすように言った。


「ありのままに見たことをおっしゃってください」


「は、ですが私自身にも信じられないことでしたので……」


　柴崎はなおも躊ちゆう躇ちよしたが、真琴が促うながすように頷うなずくのを見て心を決めた。


「ビルの中には……南雲と幻弥殿の配下の者たちとの闘いの跡あとがありました。私が目にしただけでも二十から三十もの死体が転がっている状じよう況きようでした」


「それは〈神威の拳〉によるものでしたか？」


「全員が銃じゆう撃げきもしくは鉈なたのような刃は物ものによって殺害されていました。南雲という男は兵士としての訓練を受けていたようです。〈神威の拳〉を使ったのは、私の硬こう体たい術じゆつに銃や刃物が通用しないと知った後でした」


「流りゆう派はは分かりますか？」


「少なくとも京極の技わざではなさそうです。あんな戦法は誰にも真似ができない……」


　南雲慶一郎との対決を思い起こして柴崎は身み震ぶるいした。巨きよ大だいな拳けん銃じゆうと鉈のようなボウイナイフを同時に扱あつかい、柴崎の能力を見み抜ぬくやその二つの武器を囮おとりに使いつつ人差し指一本で〈金こん剛ごう拳けん〉の鉄てつ壁ぺきの防ぼう御ぎよの隙すきを突つく──そんな闘い方ができる人間がこの世に二人もいるとは思えない。拳銃とナイフを同時に使う近きん接せつ戦せん闘とう術なら軍隊で研究しているところもあるかもしれないが、そこに〈神威の拳〉が上乗せされているとなれば話は別だった。


「問題は南雲ではなく死体の方でした。私が目覚めてからほどなくして……死体が……動き出したのです」


「息を吹ふき返した……？」


「いいえ。生き返ったのではなく、死体がそのまま動き始めたのです。まるでゾンビのように……」


「ゾンビ、というのは？」


「まあ、何と申しますか……呪じゆ術じゆつによって甦よみがえった生ける死体といったものです」


　説明になっていないが、仕方のないことだった。真琴は映えい画がというものを観みたことがないからだ。


「生ける死体についてはこの際さい、深く考えないでおきましょう。その……ゾンビだらけのビルの中で、私は南雲の知り合いだという二人の高校生と出会いました。二人はちょうど美月様と同じ年とし頃ごろの少女を連れてビルから脱だつ出しゆつしようとしていました。幻弥殿が誘拐したのがその少女で、二人は南雲からその少女を託たくされたのだと言っていました。私は彼らとともにいったんはビルを脱出しましたが、美月様を捜すために再ふたたびビルに戻りました」


「生ける死体はどうなりましたか？」


「まだ大勢残っていましたが動きは鈍にぶく知能も低いため、私にとってはさしたる障しよう害がいにはなりませんでした。私は各階をしらみつぶしに捜しながら上へ上へと上っていきました。そして五階で……明らかにゾンビとは違う、場ば違ちがいな雰ふん囲い気きの男に出くわしました。緋ひ色いろの長なが襦じゆ袢ばんに着流し姿で、女のように長い髪かみの優やさ男おとこでした──」





「こっから先は地じ獄ごくの一丁目だぜ……帰った方が身のためだ」


　男は伝法な口調でそう言った。


　柴崎に背を向けたままだ。着流しの後ろ姿が実に粋いきで、そこはかとない色気がある。


　しかしそう感じること自体が異い常じようなことに思えた。生ける死体がのさばるビルの中で出会うには不自然すぎる人物だった。フロアにはすえたような血けつ臭しゆうが充じゆう満まんしている。この先どころか、ここがすでに地獄の一丁目ではないのか。そしてこんな状況にもかかわらず爽やかな雰囲気を醸かもし出すこの男はいったい何者なのか。


「京極幻弥の仲間か？」


「そう見えるかい」


「いや……」


　逆に訊きき返されて、柴崎は自問自答する形になった。


　男の向いている方──フロアを仕切っている防ぼう火か扉とびらが開き、その奥おくからゾンビの群むれが現あらわれた。マグナム弾だんで脳のう天てんを打ち砕くだかれ、あるいはナイフで頸けい動どう脈みやくを断たたれた、文もん句くのつけようもない完全なる死者たちが奇き妙みような足取りで押おし寄せてくる。


　着流しの男は恐おそれもしなければ逃にげる様子もなかった。左手にぶら下げていた酒さか瓶びんを口に運び、ラッパ飲みで中身を口に含ふくむ。銘めい柄がらを見た柴崎の眉み間けんに深い縦たて皺じわが刻きざまれる。一本の価か格かくが柴崎の給料の三か月分以上もする超ちよう高級シャンパンだった。


　ピシュウウウッ！


　男が口に含んだシャンパンを霧きり状じようにして吹き付けた。


　霧に触ふれたゾンビたちの身体は粉ふん砕さいされ、真っ赤な飛沫しぶきと化して壁かべを染そめた。水すい圧あつで鉄をも切断するカッターがあるが、それを遥はるかに超える破は壊かい力りよくだった。残ったゾンビたちの肉にく片へんは白い炎ほのおを上げて燃え上がり、あっという間に灰はいとなって崩くずれていく。


「死体を動かしている〈魔ま力りよく〉と〈神気〉は相そう克こくの関係にある──」


　男は横目で柴崎を見る。後ろ姿の印象を裏うら切ぎらない美男子だった。声や口ぶりからして三十代と思っていたが、顔を見たとたんに年ねん齢れいが分からなくなった。


「せっかく拾った命だ。こいつらの仲間にはなりたかねえだろ？」


「あんたは……いや、あなたはいったい!?」


　男はうっすらと微笑ほほえみ、答えた。


「東ひがし方かた流りゆう玄げん──」


　柴崎はその名前の意味するところを理り解かいし、戦せん慄りつし、絶ぜつ句くした。


「京極美月は上の階にいるが、お前が行ったところで連れて帰るのは無理だな。まんざら知らぬ仲じゃなし、俺おれに任まかせておくんだな」


「あ、あ……いや、しかし！」


「飲むかい？」


　流玄がまだ半分以上中身の残っている酒瓶を柴崎に投げてよこした。柴崎が反射的に酒瓶を受け取ったその瞬しゆん間かん、流玄は手の触ふれる間合いにまで踏ふみ込んでいた。


「────!!」


　両手で酒瓶をキャッチした柴崎には対応する暇ひまがなかった。


　流玄の掌てが柴崎の胸むな板いたを打つ。直後、周囲の光景が凄すさまじい速さで吹ふっ飛んでいった。


　柴崎の身体からだはビルの壁へき面めんを突つき破やぶり、その勢いきおいのまま数百メートルもの距きよ離りを飛ばされた。


　数分後に意い識しきを取り戻もどした時には、柴崎は雑ざつ居きよビルの屋上の給水タンクに身体をめり込ませていた。両手に持ったままの酒瓶はヒビ一つなく──





「その後、私は自分の足でそのビルに向かいましたが、そこには闘たたかいの痕こん跡せきは何も残っていませんでした。死体も、ゾンビも、自分の身体が開けたはずの壁の穴あなさえも……」


　柴崎が口を閉とざしたのは物的証しよう拠こが消えてしまったこともあるが、それ以上に、京極一族にとって因いん縁ねんの深い人物との出会いについて話す決心がつかなかったのだ。


「東方流玄……ですか」


　真琴のつぶやきには重苦しい響ひびきがあった。その名を軽々しく語れる人間は京極家にはいない。東方流玄は京極一族に〈神威カムイの拳けん〉をもたらし、その力に翻ほん弄ろうされる宿命を背せ負おわせた元げん凶きようともいえる存そん在ざいだからである。


　京極一族が流玄と出会ったのはおよそ四百年前。流玄と名乗る者はおよそ百年ごとに一族の前に現れており、柴崎の出会った人物が本物だとすれば通算で四度目となる。幻弥は『順当に考えればそろそろ現れてもいい頃だ』と真琴に話していたが、その予想が当たったのだ。


　あの日〈Ｖ－１エクストリーム〉の会場の近くに東方流玄がいた──長老たちがその事実を知って動どう揺ようしないはずがなかった。


「黙だまっていたのは賢けん明めいだったと思います。ですが──」


　真琴の言葉を遮さえぎったのは携けい帯たい電話の呼び出し音だった。


「……し、失礼しました！」


　佐倉が慌あわてて離れ家の外に出ていく。呼び出しを振動バイブに切り替かえておくのを忘わすれるとは珍めずらしいことだった。


　間もなく戻ってきた佐倉は、今まで見せたことのない奇き妙みような表情を浮うかべていた。まるで幽ゆう霊れいにでも出くわしたように動揺している。


「柴崎……お前に電話だ」


「自分に!?」


　佐倉が格こう子しの間から差し出した携帯電話を、柴崎は怪け訝げんな顔で受け取った。柴崎自身の携帯は佐倉が預あずかっているがここには持ってきていない。今、このタイミングで佐倉の携帯に自分あての電話がかかってくるはずはなかった。


　電話に出た柴崎の表情が険けわしくなった。


「それはどういうことだ？　それを知っているお前はいったい……」


　通話が切れた。普ふ通つうでない事じ態たいが起きていることを察した真琴が訊たずねる。


「どちらからです？」


「分かりません。男の声でしたが東方流玄ではありませんでした。ただ──」


「……ただ？」


「美月様を返してもらいたければ明日、車で東京まで迎むかえに来い、とだけ……」





　　　　二





　怪かい物ぶつとの決戦の場になった競技場のトラックは、最初に遭そう遇ぐうした歩道橋から目と鼻の先にある。歩道橋に戻ってみると涼りよう子この自転車は無傷で残っていた。やはり怪物が出現する直前まで時間が巻き戻されたらしい。それなら涼子自身もこの場所に戻されそうなものだが、何もかもがリセットされるというわけでもなさそうだ。現に怪物との激げき闘とうによる疲ひ労ろうはそのまま残っていた。


　怪物は無事に退たい治じできたが、解決すべき新たな問題が持ち上がっていた。


「……で、どうするつもりよ？」


　涼子はついてきた静馬と、その静馬にべったりくっついている美月に目を向けた。


「どうするて、何をやねん？」


「その子のことに決まってるでしょ？　記き憶おく喪そう失しつになってるなら病院で診みてもらわないと。だいたいあんたを自分の兄あに貴きと思い込んでるなんて、かなりの重じゆう症しようじゃない。チャウチャウとチワワの区別がつかないようなもんよ」


「この場合チャウチャウていうたとえはちゃうやろ？　チャウチャウちゃうんちゃう？」


「チャウチャウってたくさん言いたいだけで言い直したわね？」


　およそ深しん刻こくさとは無む縁えんな静馬の態度に呆あきれながら、涼子は頰ほおが緩ゆるみそうになるのを抑おさえるのに苦労した。極きよく限げんのストレスから解かい放ほうされたためか、柄がらにもなくスキップしたいほど晴々とした気分なのだ。


「とりあえず最初の行き先は決まっとる。飛ひ天てん神社のジジイんとこや」


「お師し匠しようさまのところへ泊とめてもらおうっての？　確かにあんたのお姉さんのとこ連れてっても困るでしょうけど」


「ちゃうちゃう」


「チャウチャウの話はもういいのよ」


「犬の話とちゃうわい。用事があんのは南雲のアホや」


　美月をどうするかという話をしていたつもりだったが、静馬の目的は別のところにあるらしいと涼子は気付いた。


「南雲先生に会って、どうするのよ」


「オレが南雲に会う用事ゆうたら一つだけや。あの図体だけのウドの大木をコテンパンにやっつける！」


「へっ？　な、何でよ!?」


「ナニもへったくれもあるかい。南雲を倒たおすための特訓や。さっき見たやろ？　このザ・ニュー静馬様の新必ひつ殺さつ技わざをな！」


「特訓って、あんたいったいどこにいたの？」


「どっかの山やま奥おくや」


「どっかって、どこよ？」


「よう分からん。ものごっつ標高の高い、だだっ広い岩いわ棚だなみたいなとこやったな」


「ちょ、ちょっと待ってよ！」


　静馬の言葉には突っ込みどころが多すぎた。問い質ただすにしても物事を一から整理する必要があった。


「池袋からその山奥までどうやって行ったの？」


「空をぶっ飛んで着いた先がその山奥や」


「場所が分からないのにどうやって帰ってこれたわけ？」


「師匠と一いつ緒しよに洞どう窟くつのトンネルをくぐったら池袋のあのビルの屋上へ出たんや」


　まるっきりおとぎ話である。しかし注目すべきは第三の登場人物だった。


「その師匠って何者？」


「〈神威カムイの拳けん〉の師匠に決まっとるやろ」


「それって確か南雲先生と同じ……？」


「東方流玄っちゅう飲んだくれのオッサンや。一週間で南雲に勝てるようにしたる言うんでな。気軽に引き受けたわりにはなかなか強きよう烈れつな特訓やったわ。オレやなかったら確実に死んどるで」


　帰ってきたその足で慶一郎に勝負を挑いどんで倒すつもりでいるらしい。というよりその目的以外の不思議現象に関してまったく興きよう味みがないのはどういうわけなのか。


　流玄が『慶一郎に勝たせてやる』という口説き文もん句くで静馬を特訓したということは、〈覚醒者アートマン〉を生み出すために〈神威の拳〉の遣つかい手同士が争い合うように仕向けているのではないかという村むら雨さめの説を裏うら付づけているように思える。


　静馬が〈覚醒者〉になるかもしれない──そう考えると再会を喜んでばかりもいられなかった。


「その師匠は一いつ緒しよじゃないの？」


「池袋で別れたわ。どうせ酒でも飲んどるんやろ」


「連れん絡らくは取れる？」


「さあ？　知らんけど」


　この師弟関係はいったいどうなっているのかと涼子は呆あきれた。師匠に直接会って問い質したいところだが、弟で子しの方は情報源げんとしてはさっぱり役に立ちそうにない。


「静馬さぁ～～～ん！」


　下の方から少年の声が聞こえてきた。涼子たちの姿を見つけた大だい作さくが飛び跳はねながら両手を振ふっている。


「おう、大作！」


「うわ～～ん、静馬さぁ～～～ん!!」


　歩道橋に上がってきた大作が静馬の胸に飛び込んだ。二人は抱だき合ってグルグル回り、飼かい主と犬のごとくじゃれ合ったり、フィギュアスケートのペアよろしく静馬が大作をリフトしたりと全身で再会の喜びを表現した。


（……ちょっとはしゃぎすぎじゃないの!?）


　自分の時と違ちがいすぎるノリに、涼子は複ふく雑ざつな気分になった。さっきは強ごう引いんに割り込んできた美月も今回はその隙すきがないためかオロオロしながら見ているだけである。


　ひとしきり再会を喜び合うと、大作は静馬の顔をしげしげと眺ながめながら質問した。


「ところで静馬さん。どうして髪かみが伸のびてるんですか？　まるで何か月も切ってないみたいじゃないですか」


「──ああっ！」


　涼子は思わず間ま抜ぬけな声を上げた。大作に指し摘てきされるまで、静馬の髪が異い常じように伸びていることに気付かなかったのだ。何か月どころか何年も切っていない長さまで伸び、永えい久きゆう脱だつ毛もうしたはずのモミアゲまで復ふつ活かつしている。四月に涼子とのＫファイトに敗北し、罰ばつとして断だん髪ぱつされる以前の状態に戻もどっていた。


「あんたのその頭……むしろ違い和わ感がなさすぎて気付かなかったわ。それじゃニュー静馬じゃなくて旧静馬じゃないのよ！」


「誰が上う手まいこと言えゆーた!?」


　静馬は前髪をかき上げて虎とら縞じまのバンダナを締しめ直した。旧静馬との唯ゆい一いつの違いは左右の眉まゆがつながっていないところである。


「あんな特訓受けたら、そら髪の毛も伸びるわ！」


「どういう理り屈くつよ!?」


　野人の生態に納なつ得とくのいく説明を求める方が無理なのかもしれない。


「とにかくまずは南雲んとこや。腹はらも減へったしな！」


　晩ばん飯めしをたかったうえにそのカロリーを使って慶一郎を倒す気でいるらしい。これほど短たん絡らく的に恩おんを仇あだで返す例が他にあるだろうか。


「え？　でも……」


　歩き出す静馬に声を掛かけようとする大作の肩かたをつかんで止めると、涼子は耳打ちした。


「南雲先生がいないことを言わなくていいんですか？」


「いいのよ。放っといてもどうせ知ることになるんだから」


「一緒にいるあの子、京極刹羅の妹の美月ちゃんですよね？　柴崎って人が捜さがしてた」


「いろいろ問い質してるとキリがないから後よ、後！」


「なるほど。よく分かりませんが分かりました」


　こういう時ほど大作の物分かりの良さがありがたいと思うことはなかった。


　飛天神社の鬼おに塚づか家には十分ほどで着いた。涼子が自転車を駐ちゆう輪りんしている間に、静馬は何の遠えん慮りよも躊ちゆう躇ちよもなく玄げん関かんを開けて大声を張り上げた。


「南雲ォ！　出てこんか～～い!!」


　不ぶ躾しつけな呼よび出しに応おうじて出てきたのは鉄てつ斎さいだった。様子の変わっている静馬を不ふ審しんな目つきでにらみながら答える。


「慶一郎ならまだ戻っておらんが……」


「なにぃ!?　晩飯時やっちゅうのに、あのアホはどこをほっつき歩いとるんや！」


　周囲の人間全員から同じことを思われていたことも知らずに静馬は放言した。鉄斎はその一言から静馬の意図を読み取った。


「つまりはメシをたかりにきたわけか」


「人聞きの悪いこと言うな。特訓の成果を披ひ露ろうしにわざわざ来たったんやないか」


「ほほう。ではわしが見てやろうか」


　何気ない言い方だが鉄斎の目は据すわっていた。およそ武術家の類たぐいのこういった発言は、それがどんなに気軽な冗じよう談だんに聞こえたとしても百パーセント本気である。静馬はそれを察しているのか無む頓とん着ちやくなのか、冗談はよせと手を振った。


「南雲を倒す技をジジイに見せてどうすんねん。ワケの分からんこと言うな」


「ふむ……では仕方ないな。とりあえずメシを食っていけ。美雪を助けてくれた礼もまだだったからな」


「やっすい礼やのう」


「たかっといて文句言ってんじゃないわよ！」


　涼子は後ろから静馬の尻しりに蹴けりを入れた。





　口では静馬を非ひ難なんしたものの、いきなり押おしかけて夕食を御ご馳ち走そうになるという立場は同じなため、涼子は鉄斎を手伝って台所に立つことにした。


「分かってますよね？　余計なことをしない──それが涼子さんの任にん務むですから」


　大作はしつこく念を押してから、足りない食材の買い出しに出掛けていった。涼子としては大きなお世話と言いたいところだったが、いろいろと前科のある身としては反はん論ろんの余よ地ちはない。大人しくジャガイモを洗あらって芽を取り、皮を剝むく作業をしていると、横で米を研といでいる鉄斎が口を開いた。


「良い面つら構がまえになったな。迷いは晴れたのか？」


　年とし頃ごろの娘むすめに向かって面構えとは無ぶ粋すいな言い方だが、涼子にとっては褒ほめ言葉だった。数時間前の自分は見るに堪たえない腑ふ抜ぬけた顔をしていたはずだからだ。


　烈れつ膳ぜんとの勝負を通じて涼子の中で生じた迷い──それが吹ふっ切れるまでは飛天流の修しゆ行ぎようは中ちゆう断だんするよう鉄斎から言われている。静馬の付き添そいとはいえ再び鬼塚家の敷しき居いを跨またいだからには迷いに対する答えが出ていなければならない。


「迷いは……晴れたわけじゃありません」


　涼子は一つ一つ言葉を選びながら答えた。


「闘たたかう意味は自分で背せ負おわなければならないもので……闘い続ける限り、常つねに自分自身に問いかけ続け、考え続けること……それを覚かく悟ごしなければならないと気付きました。その覚悟をなくした時が剣けんを捨すてる時で、でもそれは今じゃないってことも──」


　口にした言葉に噓うそはなかったが、しかし、今現在の自分の気持ちとは少し遠い気がした。涼子はすでに、闘う意味云うん々ぬんなどという小こ難むずかしい話よりもずっと単たん純じゆんで、もっと大切なものがあることに気付いていた。


「あの、でも、そんなことはこの際さいどうでもよくて──いやいや、どうでもいいってわけじゃないんですけど、そう、つまり……」


　涼子は決して豊ほう富ふとは言えないボキャブラリーの中からぴったりの言葉を探さがした。


「迷うことも悩なやむことも、結局は生き延のびたからできることで……やっぱり生きてるって何より凄すごいことだなって」


　我ながら素そ朴ぼくすぎて子こ供どもっぽい言い方だが、偽いつわらざる本心だった。


　鉄斎は感心したようにフムと鼻を鳴らす。


「何か悟さとるところがあったようだな。しかし──」


　涼子の手元に視線を落とし、


「食べるところが残っておらんようだが」


「……あ」


　涼子の手の中のジャガイモは、皮どころか身の大部分を削けずり取られてプチトマトサイズになっていた。





　夕食の準じゆん備びが整い、鉄斎を含ふくむ五人が食しよく卓たくを囲んだ。急に四人も押しかけたためメニューはカレーライスとサラダというシンプルなものになっている。静馬の食しよく欲よくを見み越こしてどちらも大量に作られていた。


「な～んや微び妙みように粉っぽいカレーやのう」


「食わせてもらっといて文句言うんじゃないわよ」


　粉っぽいのはジャガイモが完全に煮に崩くずれてしまっているためだが、味については大作が仕上げたため問題はなかった。慶一郎の作る料理よりも明らかにランクは落ちるがそこは仕方がない。


　涼子は美月をそれとなく観察した。美月の記き憶おく喪そう失しつは部分的なものらしく、人見知りが激はげしいのと静馬を自分の兄と思い込んでいる他ほかは正せい常じように見えた。鉄斎に対してもはっきりと自分の名前を告げて丁てい寧ねいな挨あい拶さつをしている。


「美み雪ゆきちゃんはどうしたんや？」


　美月は自分のことを聞かれたと思ったのか顔を上げたが、すぐに聞き違ちがいだと気付いたようだった。静馬の問いに大作が答える。


「さっき見てきましたけど、食欲がないって」


「そらアカンな。食うもん食わんと力出えへんで。こういう時に美う味まいもん作るんがあのアホの役目やろが。どこ行ったんや!?」


「静馬さんと同じく〈Ｖ－１エクストリーム〉以来行方ゆくえ不明なんですよ。今のところ分かってるのはどうやら生きてはいるらしいってだけで」


「オレは別に行方不明にはなってへんで」


「あんたがそう思ってても世間的には行方不明なのよ！」


「まあいいじゃないですか。こうして無事に帰ってきたんだし」


　大作がどこか嬉うれしそうに涼子をなだめる。静馬に対する涼子の突つっ込みを聞くのも久ひさしぶりなのだ。


「当面の問題は美月ちゃんのことだと思うんですけど、どうします？　実家は真まな鶴づるですよね。さすがの僕でも〈ナイツ・オブ・ゴールド〉の電話番号までは──ああっ!?」


　大作はスプーンを置くと、ズボンのポケットから手帳を取り出した。


「何なの？」


「実は右う京きようさんから連れん絡らくがあったんですよね。それで静馬さんのいた場所に直行したんですけど……その時に右京さんに言われてメモってた番号があるんです。説明がなかったから何のことだろうって思ってたんですけど、これってたぶん携けい帯たい電話の番号ですよ」


　大作は席を立って廊ろう下かに出た。自分の携帯電話でメモの番号に電話を掛かける。


「……あ、どうも。え～っと、こちらから掛けておいてつかぬことを伺うかがいますけど、どちら様でしょうか？　真鶴の京極さんをご存ぞんじだと有り難がたいんですが……え？」


　一分ほどして戻もどってきた大作はほくほく顔だった。


「解決しましたよ」


「ええっ!?　誰が出たの？」


「柴崎って人ですよ。僕らがゾンビだらけのビルから脱だつ出しゆつする時に助けてくれた」


「あの人も無事だったの？」


「そうらしいですね。三十分くらいで来れるそうですよ」


「真鶴から？……にしてはずいぶん早くない？」


「東京に来てたんですよ。たまたまじゃなくて、誰かさんに呼び出されたそうです」


　大作の苦く笑しよう気味の顔で誰が手引きしたのか分かった。そんな手回しのいいことができる人間はこの世に一人しかいないはずだ。


（あの占うらない師しがここまで手を回しているということは──）


　涼子は美月の様子をうかがった。柴崎の名を耳にしているはずなのに反はん応のうが見られない。美月が柴崎のことを覚えていないとなると、簡かん単たんに引き渡わたしてそれで終わり──とはならないのではないか。


（場合によっちゃ面めん倒どうなことになるかもしれないわね）


　涼子の抱いだいた懸け念ねんは、その通りに現げん実じつとなった。





　　　　三





「──涼子さん、着きましたよ」


　大作に肩かたを揺ゆすられて、涼子は目を覚ました。


「…………!?」


　涼子がいるのはセダンの後部座ざ席せきである。完全に眠ねむり込こんでいたせいか、自分がここにいる理由をとっさに思い出せなかった。隣となりを見ると、同じように美月と静馬が眠りこけている。それでようやく現在の状じよう況きようが把は握あくできた。


　飛天神社まで美月を迎むかえに来た柴崎だったが、案の定、美月は柴崎のことを覚えていなかった。実家まで送り届とどけるという柴崎の説得にも美月は耳を貸かさず、頑かたくなに静馬の傍そばから離はなれようとしない。これまで美月がどこにいたのかと問われた静馬が〈神威カムイの拳けん〉の師し匠しようである東方流玄の名を口にしたとたん、柴崎の顔色が変わった。


　南雲慶一郎の師匠も同じく流玄だと知った柴崎は、静馬に美月とともに京極家まで来てくれないかと頼たのんできた。静馬は二つ返事でＯＫし、成り行きで涼子と大作も同行することになったのである。京極一族と東方流玄との間に浅からぬ因いん縁ねんがあると知ったからには、その経けい緯いを確かく認にんしておかねばならなかった。


　真鶴までのおよそ二時間のドライブ──怪かい物ぶつ退たい治じで心身ともに疲つかれてもいたし、カレーライスを少々食べ過すぎたとはいえ、いわば敵てき地ちに乗り込もうという時に熟じゆく睡すいしてしまうとは不覚だった。


（──こいつのせいよ）


　涼子は自分の責せき任にんを棚たな上あげし、失態の責任を全面的に静馬に押おしつけた。二人を起こそうとする大作を止めると、中指をパチンコの要よう領りようで弾はじいて静馬の眉み間けんを叩たたく。


　ベチッ！


「んが～っ？」


　静馬は眉間にシワを寄せて不ふ機き嫌げんそうに目を覚ました。バンダナの上からなので威い力りよくが落ちたらしく、痛いたみで飛び起きるほどの痛つう打だにはならなかったようだ。


　静馬は涼子を見て一言、


「何やその格かつ好こう？　凶きよう暴ぼうなはいからさんか」


　涼子はスウェットではなく鉄斎に貸かしてもらった和服に着き替がえていた。矢や絣がすり柄がらの上衣に深ふか紫むらさきの袴はかま、足元は足た袋びに草ぞう履りを履はいている。静馬が吐はいたのは車に乗る前に言ったのとまったく同じ台詞せりふだった。やはり半ば寝ね惚ぼけている。


　美月はまだ眠り込んでいた。柴崎の意見でそのまま起こさずに屋や敷しきに運び込むことになり、静馬が美月を負ぶった。


　夜の京極家はひっそりと静まり返っていた。黒い塀へいに囲まれた敷しき地ちはだだっ広く、屋敷も造つくりは立りつ派ぱだが人の気配があまり感じられない。正面の門から中へ足を踏ふみ入れた時も、がらんどうの巨きよ大だいな黒い箱の中に入っていくような気分がした。


　玄げん関かんで涼子たちを迎えたのは佐倉と名乗る女性だった。柴崎と同じボディガード然ぜんとした黒いスーツを着込んだ佐倉は、涼子たちを客間に案内すると、美月を軽々と抱だき上げて柴崎とともに奥おくに引っ込んだ。


　さっそく畳たたみの上に大の字に寝転がる静馬と、それに倣ならう大作。緊きん張ちよう感というものが微み塵じんも感じられない態度である。


「初めて来た家でいきなりゴロゴロすんじゃないわよ」


「アホ、畳の部屋に入ったらまず挨あい拶さつ代わりにゴロゴロすんのが礼れい儀ぎやろが」


「そうですよ～涼子さん」


　大作は優ゆう等とう生せいのはずだが静馬と一いつ緒しよになると途と端たんに知能指数が急降こう下かする。相も変わらぬ悪ノリに懐なつかしさを感じたのも一いつ瞬しゆんのことで、すぐにイラッときた。


　お茶も出ないまま待たされること二十分──あまりに暇ひまなので自分もゴロゴロしようかと涼子が思い始めた頃ころ、柴崎が戻ってきてついてくるように言った。


　柴崎に案内され、薄うす暗ぐらくて長い廊下を奥へと進む。客間には普ふ通つうの電でん灯とうがあったが、この廊下には豆電球程てい度どの明かりがポツポツとあるだけで、慣なれた者でなければ歩くにも困りそうな暗さだった。


　京極の屋敷は相当な広さだった。屋内と考えるとけっこうな距きよ離りを歩き、帰り方が分からなくなった頃にようやく柴崎が足を止めた。ぼんやりと光る障しよう子じ戸どの前に跪ひざまずくと、中から戸が開いて佐倉が涼子たちを迎え入れる。


　通されたのは二間続きで合わせて十六畳じようほどの部屋だった。佐倉が並ならべられた三つの座ざ布ぶ団とんを手で示しめす。静馬が迷まよわず真ん中にどっかと腰こしを下ろして胡座あぐらをかき、涼子は右側に、大作は左側の座布団にそれぞれ座すわった。


　隣となりの間には布団が敷しかれていて、薄うす桃もも色いろの寝ね間ま着きに着き替がえた美月が座っていた。その傍かたわらに絣かすりの着物姿の女性が膝ひざをつき、美月の身体からだを胸に抱くようにして支ささえている。女性は美月の熱を測はかるように額ひたいを合わせてから、背中と胸に手を当ててゆっくりとさすった。美月は意識があるのかそれとも眠っているのか、目を閉とじて気持ちよさそうにマッサージを受けている。


「……さあ、もういいわ。お眠りなさい」


　女性が優やさしく額を撫なでると、美月は安心しきった子こ供どもの笑えみを浮うかべた。美月を布団に寝かせると、女性は立ち上がって涼子たちのいる間に入ってきた。女性が涼子たちの正面に正座すると、佐倉が襖ふすまを閉じて二つの間を仕切った。


「美月さんを無事に帰していただき、ありがとうございました」


　女性は礼を述のべると頭を下げた。


「申し遅おくれました──京極真琴と申します」


　真琴はそう名乗って微笑ほほえむ。十分とは言えない行あん灯どんの明かりの中でもそれと分かる秀しゆう麗れいな美び貌ぼうと、童女のような屈くつ託たくのない笑顔のギャップに不思議な魅み力りよくがあった。美人でなおかつ可愛かわいらしい、初めて会うタイプの女性である。
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（何だろ？　このびっくりするほどウェルカムな感じ）


　同じ品のある美人でも霧きり林ばやしあずみとは違ちがって肩かたの凝こる感じがしない。同性として自分と比ひ較かくしてどう、といった気持ちにならないのだ。思わず膝の上で甘あまえたくなってしまう、そんな包容力があった。


「ええと……お医者様ですか？」


　涼子の気安い問いかけに、脇わきに控ひかえている佐倉が口を挟はさんだ。


「真琴様は京極家の当主であらせられる。言葉を慎つつしむように」


　こちらは真琴とは打って変わってトゲトゲしい感じである。一応失礼のない言い方をしたつもりだったがお気に召めさなかったらしい。佐倉の上からの物言いにカチンとくるよりも先に、涼子は目の前の女性が当主だという事実にまず驚おどろいた。真琴はどう見ても二十代半ばで、長い歴史のありそうな大きな家の主人にしては若わかすぎるように思える。〈神威の拳〉を伝でん承しようする一族の長となればなおさらイメージからかけ離はなれていた。


「女だてらにピッチャーとは、人は見かけによらんもんやな」


「野球じゃないわよ！」


　涼子は竹刀しない袋ぶくろの先で静馬の尻しりを叩たたいた。テコの原理を利用したためか思いのほかいい音が鳴った。痛いたかったのか静馬が尻をさすりながら抗こう議ぎする。


「くすぐりの軽～いボケやんか。前から言うてるけど、ボケに対するツッコミが強すぎるんや。これで強きよう烈れつなボケかましたらどう突っ込まれるんや？　殺害されるんか？」


「時と場合をわきまえろって言ってるのよ」


　二人のやりとりを聞いていた真琴が口元に手をあててクスクス笑った。


「お二人はとっても仲良しでいらっしゃるのね。うらやましいわ」


「でもまだＡまでなんですよ」


「わわわ～っ、こらっ！」


　涼子は静馬の頭越ごしに竹刀袋を伸のばして大作の頭を小こ突づいた。


「それ以上余よ計けいなことしゃべったらただじゃ帰さないわよ!?」


「どの立場からの発言ですか？」


　トリオ漫まん才ざいが始まったのを察して佐倉が咳せき払ばらいする。涼子は慌あわてて居い住ずまいを正した。


「それじゃあ、え～っと……何からお話ししましょうか？」


「そうですね、まずはお名前を教えていただけるかしら？」


　こちらの自じ己こ紹しよう介かいがまだだったことを思い出して涼子は恥はじ入った。静馬が無用なボケを挟はさむから調子が狂くるったのだ。


　涼子たち三人はそれぞれ名乗り、自分たちが東京の大だい門もん高こう校こうの生徒であり、池袋のバイパーズ・レイヴで京極刹羅たちのチーム〈ナイツ・オブ・ゴールド〉と出会ったこと等を話した。ようやく客扱あつかいする気になったらしい佐倉がお茶を持ってきて、いよいよ本題という雰ふん囲い気きになったところで静馬が唐とう突とつに口を開いた。


「あの三人は戻ってきてへんのか？」


「ええ……〈Ｖ－１エクストリーム〉といいましたか。その格かく闘とう大会に出場するために東京に行って以来、音おと沙さ汰たがありません。静馬さんは何かご存ぞんじではないのですか？　美月さんとはどこでお会いになったのでしょうか？」


「美月と会うたんは……ビルの屋上やったな」


　静馬の答えはあまりに漠ばく然ぜんとしていた。


「どこのビルか言わないと分からないでしょ？」


「言うてもちょっと信じられへんやろけど、中身がゾンビだらけのビルやった」


「それなら知ってますよ。僕らが美雪ちゃんを連れて脱だつ出しゆつしたビルじゃないですか」


「大会の運うん営えい本部が入っていたビルだな。私もそこにいた」


　襖ふすまの前に控ひかえている柴崎が言葉を挟はさむ。


「お前ら知っとったんかい。あのゾンビの集しゆう団だんはいったい何やったんや？」


「おそらくは京極幻弥の手下の成れの果てですよ。僕と涼子さんが一階から上がっていく時にはただの死体だったんですが、南雲先生から美雪ちゃんを託たくされて帰ろうとする頃には何な故ぜかゾンビになってて……途と中ちゆう、柴崎さんと出会って助けてもらわなければどうなっていたことやら」


「お前らがちゃんと始末しとかんさかい、オレが苦労するハメになったんや。危あやうくゾンビの仲間入りするとこやったわ。デルやんに助けられたけどな」


「デルやんって、デルモンテ＝嘉か門もんですか？」


「本人は微び妙みように否ひ定ていしてたけどな。妙みような仮か面めん被かぶってワケ分からん光線とか出してたわ。アレは何やったんやろな……確たしか魔ま法ほうで屋上まで運んでもろたような気もするけど」


「そいつ〈ヘルマスカーＤ〉って名乗ってなかった？」


「ん～そんなこと言うとったような気もするな」


「じゃあそれ、夢ゆめでも幻げん覚かくでもなくて現実だわ。あたしもその何日か後に会ったから」


「彼のおかげで大門高校は全ぜん滅めつを免まぬがれたんですよね」


「あの純じゆん度ど一〇〇パーセントのイロモノキャラが大活かつ躍やくやと!?　オレのいてへん間に何があったんや？」


「簡かん単たんに言うと宇う宙ちゆうサナダムシの侵しん略りやくよ。ひとみも寄生されちゃったし」


「そういえば結ゆう城きさんも他の生徒たちと一いつ緒しよに明日退院だそうですよ。盛せい大だいに退院祝いをしたいところですけど、残念ながらＫファイトの準じゆん備びでそれどころじゃないんですよね。一いち応おう手は打っておきましたけど」


「待たんかい。オレを差し置いてＫファイトやと!?　誰と誰が対戦すんねん？」


「いや～それなんですけどね……」


「そろそろ美月様の話に戻もどしてもらえると有り難がたいのだが？」


　完全にあさっての方向に脱線している涼子たちの会話に業ごうを煮にやした佐倉が口を挟む。涼子と大作は少し反省したが、静馬はあくまでマイペースだった。


「……何の話やったっけ？」


「美月ちゃんとどこで会ったかってことよ」


「そうそう、それや。デルやんの魔法で屋上へ出たら、刹羅が美月と一緒におったんや。美月はだいぶヤバい状じよう態たいやった。ゾンビに襲おそわれたせいか知らんけど、とにかく虫の息や。刹羅の方は何もできんとボーッとしとったな。そこで師し匠しようとオレが二人がかりで美月を助けたっちゅうわけや。〈神威カムイの拳けん〉の蘇そ生せい法とかいうやつでな」


「その師匠というのは……？」


「東方流玄っちゅうオッサンや」


　静馬が口にしたその名前に対する反はん応のうはてきめんだった。柴崎と佐倉は顔色が青ざめ、柔にゆう和わな態度を崩くずさなかった真琴でさえ表情をわずかに曇くもらせた。


「その後は？　何があったの？」


「う～ん……そこらへんがイマイチはっきりせえへんのやけどな」


「空に何か出てこなかった？　あたしが見たのは〈逆さかさまの城しろ〉と〈光の龍りゆう〉と、ビルを真っ二つにするくらいバカでっかい〈剣けん〉だったけど──」


「〈光の龍〉？　それやったら南雲が煙えん突とつの上から撃うったやつやな。〈天てん覇は龍りゆう凰ほう拳けん〉のものごっついやつ」


「あれを南雲先生が!?」


　天に駆かけ上がった〈光の龍〉は空に現れた〈逆さ魔ま城じよう〉を破は壊かいしたが、魔城の尖せん塔とうの中から巨きよ大だいな〈剣〉が現れ、清せい掃そう工場に突き刺ささって建物を粉ふん砕さいした──それが涼子の目もく撃げきした光景である。〈逆さ魔城〉と巨大剣はおそらくソルバニアと関係のあるものに違いない。しかし慶一郎がそれを攻こう撃げきしたのは何な故ぜなのか。


「あの一発の後、目の前が真っ白になって……気ぃついたら師匠と美月と一緒に山の中におったんや。ほんで師匠が特訓せえへんかっちゅうもんで」


「そのまま今日まで過ごしてたわけ？　ちょっとは自分の置かれた状じよう況きように疑ぎ問もんを持ちなさいよ！」


「一週間で南雲に勝てるようにしたるって言われたら、そら誰かて特訓するやろが」


「どんな特訓だったんです？」


「山の上からひと抱かかえもあるでっかい岩をボンボン投げてきよんねん。バレーのサーブの感覚でな」


「当たったら死にませんか、それ？」


「そやから必死で避よける」


「それが特訓ですか？」


「分かってへんな大作。下手したら死ぬようなことをやって初めて特訓や」


「でもそんなので南雲先生に勝てるようになるんですかねえ？」


「アホ、岩投げはほんの序じよの口や。二日目からはさらに地じ獄ごくのメニューが……」


「特訓の中身はこの際どうでもいいわよ。特訓の成果を試ためそうにも相手がいないんだし」


「東方流玄についてですが──」


　真琴が静馬に目を向けて質しつ問もんした。


「静馬さんが流玄に弟で子し入いりしたのはいつ頃のことでしょうか？」


「それなら十年ほど前ですよ」


　大作が手帳を開いて確かく認にんしながら答えた。


「静馬さんが大阪の枚ひら方かたにいた頃に出会って〈神威の拳〉の手ほどきを受けたんですよね？」


「オレもそん頃はいたいけな小学生やった。近所の中学生は余よ裕ゆうでボコれても、ボクシングやってる高校生にはさすがに勝たれへんかった」


「十年前っていえば……せいぜい小学校に入りたてじゃない！　あんたいったい、いつからケンカ三ざん昧まいの生活送ってんのよ!?」


「オカンの腹はらの中におる間に蹴けり技わざをマスターしとったほどの逸いつ材ざいやぞ。昨日今日デビューしたヒヨッコとは年季が違ちがうんじゃ、年季がな」


「はいはい……で、小学生の分際で高校生に勝つために東方流玄に弟子入りしたわけ？」


「勝たせたる言うんでな。ちょろまかした酒を授じゆ業ぎよう料りよう代がわりに収おさめたわ」


「小学生にお酒持ってこさせるなんて……あんたの師匠って、飲んだくれで赤ら顔のデブオヤジじゃないでしょうね？」


「アホ、めちゃめちゃ色男やっちゅうねん」


「ウソでしょ？」


「しゅっとしたええ男や。会うたらビックリするで。まあ一日に二十四時間くらい酒飲んでるけどな。『勝たせたる』て言うたときもベロンベロンやったし」


「単にお酒が飲みたかっただけで才さい能のうを見込まれたわけじゃないのかもね」


「ちなみにですけど、南雲先生が弟子入りしたのも同じ時期ですよ。先生はその当時、大阪の外語大に通ってましたからね。タイミングによっては静馬さんの方が兄弟子という可能性もありますね」


「実力には天地の開きがあるけど」


「それも昔の話や。このニュー静馬様が帰ってきたからには、あんな筋きん肉にくダルマには二度と見せ場は来えへんと言い切れる！」


「その南雲さんにもお話を伺うかがいたいところですが……」


　真琴は静馬よりも慶一郎の方がまだ身のある話ができそうだと考えているのかもしれなかった。佐倉が真琴の傍そばににじり寄って何事か耳打ちする。何を話しているのかは察しがついた。涼子自身もマズいと思っていたが、静馬のとりとめのないおしゃべりに付き合っていたらラチがあかないと気付いたのだろう。大作に目配せすると、涼子と同じことを感じていたらしく心得たと頷うなずいた。


「すいません。提てい案あんがあるんですが……」


　大作が軽く手を挙げて発言した。


「実は僕らの方でも伺いたいことがあるんですが、こっちの質問を先にさせてもらってもよろしいでしょうか？」


「私に答えられることであれば──」


　真琴の承しよう諾だくが得られたので、大作は単刀直入に訊きいた。


「京極家における〈神威カムイの拳けん〉の歴史はどれくらいの長さですか？」


「およそ四百年と聞いています。東方流玄に弟子入りした者がその奥おう義ぎを持ち帰り一族にもたらしたのが始まりだと。この東方流玄が、静馬さんの師し匠しようにあたる方と同じ人物とは思えません。幻弥様は〈神威の拳〉の伝承者が代々名乗る号のようなものではないかと」


「なるほど。では〈覚醒者アートマン〉という言葉を聞いたことは？」


「アートマン……？」


「一いつ般ぱん的てきな意味はインド哲てつ学がくの根本原理の一つですが、それはまた〈神威の拳〉を極きわめた者が行き着く究きゆう極きよくの境きよう地ちとも言われています」


「誰がそんなことを？」


「その〈覚醒者〉を調ちよう査さしていた科学者の話です。何でもチベットの奥おく地ちに〈神威の拳〉を伝承する隠かくれ里ざとのようなところがあって、そこで〈覚醒者〉を育成しているらしい」


「〈覚醒者〉となった者はどうなるのでしょう？」


「超ちよう人じん的な感覚と身体能力を得ますが、それと共に覚かく醒せいした本ほん能のうに従したがって、生物として最さい適てき化かされた行動を無む意い識しきに実行する──というのがその科学者の説です。仏教ではアートマンは『無む我が』を意味する言葉でもあります」


「生物として最適化された行動、というと？　具体的には……」


「生せい態たい系けいにおける免めん疫えき機き能のうの役やく割わりを担になうそうですが、簡かん単たんに言うなら、滅ほろぶべき人間を選別して速すみやかなる死を与あたえる──つまり『死神』のような存在になる、ということかもしれません」


「興きよう味み深いお話だとは思いますが……あなた方は実じつ際さいにその〈覚醒者〉と会われたのですか？」


「ええ。ほんの数日前に」


　答えたのは涼子である。


「あたしが出会った〈覚醒者〉は日本人でした。黒い稲いな妻ずまを操あやつる〈神威の拳〉の遣つかい手で、電光の速さで走り、一撃で人間の全身の細さい胞ぼうを崩ほう壊かいさせて塩の柱に変えてしまう必ひつ殺さつ技わざを持っていました」


「マジでか!?」


　大声を出して驚おどろく静馬に、涼子は唇くちびるに人差し指を当てて『黙だまってろ』と身み振ぶりで示しめした。


「黒い稲妻、ですか──」


　思い当たるところがあったのか真琴は目を閉じ、思案する顔になった。


「関連があるかどうかは分かりませんが……京極一族の〈神威の拳〉には〈闇神威ヤミカムイ〉と呼ばれるものがあります」


　真琴の言葉に佐倉と柴崎が動どう揺ようを見せた。一族にとって秘ひ中ちゆうの秘ともいえる事こと柄がらを部外者に話そうというのだ。


「〈闇神威〉とは〈神威の拳〉の修しゆ行ぎようが高度な段だん階かいに入った際に、何らかの理由で〈神気〉が変質する現象をいいます。本来〈神威の拳〉の呼こ吸きゆう法は体内の陽の気を高めますが、〈闇神威〉が発現すると〈神気〉は負の極性を帯びます。負の神気は術者の肉体から精せい気きを奪うばい去るため、そのまま修行を続ければ術者は精神と肉体を蝕むしばまれ、場合によってはみずからを死に至いたらしめます。〈闇神威〉を発現させてなお〈神威の拳〉の遣い手であり続けるためには〈闇神威〉に対する耐たい性せいがなくてはなりません。持って生まれた体質による相性の他に〈闇神威〉を克こく服ふくする術すべはまだ見つかっていません」


「現在の京極家にその〈闇神威〉の遣い手はいますか？」


「幻弥様と刹羅さんの二人です。とくに刹羅さんは生まれつき負の神気を帯びていたとか。刹羅さんの〈凶まがツ風かぜ〉は体内ではなく身体の外に〈神気〉が生じるという点においても特異な例といえます」


　なるほど、と涼子は思った。〈神威の拳〉の遣い手にしては刹羅が肉体的に虚きよ弱じやくなのは、負の極性を帯びた〈闇神威〉が身体能力の強化に向いていないからに違ちがいない。風の鎧よろいは極きわめて強力だが、その防ぼう御ぎよを突とつ破ぱされて肉体に直接攻こう撃げきを受けると大きなダメージを負ってしまう。氷ひ室むろ那な智ちとの対戦で不覚をとったのは不用意に接近を許ゆるしたためだろう。


「その〈覚醒者アートマン〉がただ一撃をもって人を滅めつするほどの絶ぜつ技ぎを使う──それが事実だとするなら、その者は〈闇神威〉を完全に克服した遣い手と言えるかもしれません」


「ですが真琴様。この者たちの話はあくまで可能性にすぎません。鵜う呑のみにするにはあまりに……」


　突とつ拍ぴよう子しがなさすぎる──佐倉がそう言いたくなるのも無理はなかった。実際に〈覚醒者〉に遭そう遇ぐうした涼子たちでさえ大部分が半信半はん疑ぎなのだ。大作も村雨から同じ内ない容ようの説明を受けたようだが、さすがに理解度は涼子よりもずっと上だった。


「〈神威の拳〉を極めた者が〈覚醒者〉となる──結果的にそうなるのではなく、最初から〈覚醒者〉を生み出すことを目的として〈神威の拳〉が作られたのではないか、という説があります」


「それは……同じことではないのですか？」


「〈覚醒者〉は無我の境地で行動します。本能の命じるままに、生物として最さい適てき化かされた──絶対的に正しい行動をとるわけです。本人の意い志しとは無関係に」


「…………!!」


　真琴と佐倉、柴崎は大作が指し摘てきしたことの重大さに気付いたようだった。〈神威の拳〉の究極の段階に達した者が自我を失うとするなら、それはもはや武ぶ術じゆつでは有り得ない。


「京極家では〈神威の拳〉を武術として伝でん承しようしてきたはずですよね？　〈神威の拳〉をマスターすれば、そうでない普ふ通つうの人間に対して圧あつ倒とう的てきに優ゆう位いに立てる……でも、それが実は〈覚醒者〉を生み出すための方便だとしたら？　〈神威の拳〉を武術として伝え、さらにその遣い手同士を互たがいに争わせることで能力を高め、〈覚醒者〉が生まれる確かく率りつを上げようとしているとしたら──」


「そんなことをする理由は？」


「あくまで仮か説せつですが……〈覚醒者〉が常つねに必要とされている存そん在ざいにもかかわらず、そのなり手がいないからではないかと。僕らが出会った〈覚醒者〉は、そうなるべくして訓練された数少ない人間の一人でした。そして南雲先生も過か去こに〈覚醒者〉になった形けい跡せきがあるといわれています。おそらく本人にその記き憶おくはないでしょうが」


「…………」


　真琴の目は前を向いていたが、視し線せんは虚空を彷徨さまよっていた。大作が話した内容は涼子が村雨から聞いたものとほぼ同様である。だが実際に〈神威の拳〉を伝承してきた一族の長である真琴がどんな感想を抱いだくのかは想像できなかった。


「つまり……東方流玄は──」


　真琴が口を開いた時、不意に部屋が明るくなった。障しよう子じ窓まどの外から白い強きよう烈れつな光が差し込んでくる。目ま映ばゆい光を正面から受けた静馬は腕うでで顔を覆おおった。


「何や!?　ＵＦＯでも降おりてきたんか？」


「これはサーチライトじゃないですか？　普通に考えれば」


　涼子たちとともに佐倉と柴崎も慌あわてて腰こしを浮うかせる。その中で一人真琴は状況を理解していないのか反はん応のうが鈍にぶかった。


「……どうかしましたか？　何があったのですか？」


「真琴様はどうかそのままでお待ちください！」


　佐倉が真琴の背はい後ごに護ご衛えいにつく。柴崎は廊ろう下かに出て、中庭に面した雨戸を開けた。複ふく数すうのサーチライトの光が集中し、部屋を真昼のように照らした。


　その光を背に立つ人ひと影かげがあった。


「この屋や敷しきはすでに制せい圧あつした。無む駄だな抵てい抗こうはやめろ」


　響ひびいたのは女の声だった。眩まぶしさに目を細めながら廊下に出た涼子は、その人影の正体に気付いて愕がく然ぜんとなった。


「我わが名は烈飛鈴リー・フエイリン。京極家の当主を出せ。問い質ただしたいことがある──」





　　　　四





　アーク灯の放つ光を背に、忍にん者じやを思わせる黒くろ装しよう束ぞくに身を包んだ飛鈴の姿は影絵のように見えた。投光器は涼子たちのいる建物を包囲するように配置され、その脇わきには烈一族の手の者であろう黒服の男たちが控ひかえている。


「外部との連れん絡らくは絶たった。携けい帯たいの電波も通じない。外に助けを求めても無む駄だなこと」


　大作と柴崎はそれぞれ自分の携帯電話を取り出して確かく認にんした。試ためしに一一〇番にかけてみるが、妨ぼう害がい電波が出ているのかつながらなかった。


　昼間の美人教師の面おも影かげを完全に消し去り、烈式暗あん殺さつ拳けんの遣つかい手としての殺気をみなぎらせている飛鈴に、大作は精せい一いつ杯ぱいの笑え顔がおを作って訊たずねた。


「あの～飛鈴先生、これはどういうことなんでしょう？」


「無事に帰りたければ黙だまっていなさい」


　ぴしゃりと言いつけられ、さすがの大作も二の句が継つげなかった。


「君らの知り合いか？」


「え～一応うちのクラスの臨りん時じの担たん任にんというか何というか……」


　歯切れの悪い説明である。柴崎は廊下から庭に降おり、飛鈴に正面から近付いていった。


　チュンッ！


　鋭するどい音とともに柴崎の足元で小石が跳はねる。投光器の陰かげからサイレンサー付きの銃じゆうで撃うたれたのだ。威い嚇かく射しや撃げきである。


　しかし柴崎は構わず前進し、飛鈴に近付いていく。


　バシュ！


　銃じゆう弾だんが柴崎の右みぎ腿ももをかすめる。それでも止まらない柴崎に、今度は威嚇ではない銃撃が加えられた。肩かたや脛すねなど、致ち命めい傷しようにならない部分に銃弾が撃うち込まれるが、柴崎の足は止まらない。


　キィン！


　銃弾が柴崎の側頭部に命中した。しかし弾丸は皮ひ膚ふの表面で弾はじかれ、傷きずひとつ与あたえられない。柴崎が三メートルの距きよ離りまで迫せまると、飛鈴は香こう水すい瓶びんのような物を投げつけた。柴崎はそれを摑つかみ取ろうと手を伸のばしかけたが、寸すん前ぜんで思い直して払はらい落とした。


　手が触ふれた瞬しゆん間かんに香水瓶は脆もろくも砕くだけ、中に詰つめられていた透とう明めいの液えき体たいが飛び散って柴崎の全身を濡ぬらした。刺し激げき臭しゆうが鼻をつく。液体の正体はガソリンだった。


　飛鈴の手に赤い火種が現れる。


「銃弾すら防ふせぐ硬こう体たい術じゆつ──見事なものだ。だが炎ほのおに焼かれても無事でいられるかどうか……試ためしてみるか？」


「むう……」


　柴崎は立ち往おう生じようした。多少の炎であれば耐たえる自信はある。だが自分の身体からだが発火している状じよう態たいではすぐに呼吸困こん難なんに陥おちいる危き険けんがあった。呼吸が止まれば〈金こん剛ごう拳けん〉の防ぼう御ぎよ力りよくも維い持じできなくなる。こちらから仕し掛かけるには間合いが遠すぎた。


「柴崎さん、そこまでで結構です」


　その声に柴崎は驚おどろいて振ふり向いた。廊下に出てきた真琴が、佐倉の用意した草ぞう履りを履はいて庭に降りてくる。真琴は佐倉が差し出した白木の杖つえを受け取り、飛鈴の前に歩み出た。


「真琴様──」


「お下がりなさい。柴崎」


　真琴に命じられて、柴崎は恐きよう縮しゆくして身を退ひいた。佐倉とともに数歩下がった位置に控ひかえる。


「京極真琴と申します」


　涼子たちにそうしたように、真琴はにこやかに会え釈しやくした。四方から投光器の強い光が浴びせられるが、眩まぶしさに怯ひるむ様子はない。


「私に何の御ご用ようでしょうか？」


「京極幻弥が鬼塚美雪を誘ゆう拐かいし、南雲慶一郎を罠わなに誘さそい込むための餌えさとした件けんは知っているな？」


「そのように伺うかがいました」


「ならば問う。南雲慶一郎を狙ねらった理由は何か？　そして今後も南雲慶一郎と敵対する意い思しはあるのか？　返答次し第だいではこちらにも考えがある」


「どうなさるおつもりです？」


「この屋敷を焼き払い、京極一族を根ね絶だやしにする──」


　ただの脅おどしや冗じよう談だんで口にできる言葉ではなかった。感情を抑おさえた口調ゆえに飛鈴の覚かく悟ごのほどが伝わってくる。


「それだけのことをする理由は何でしょうか？」


「南雲慶一郎は我わが夫おつと。夫の敵はすなわち私の敵」


「なるほど……そういうことでしたら致いたし方ありませんね」


　真琴の態度には怯おびえも焦あせりもなかった。荒あら事ごとには縁えんのなさそうな柳やなぎ腰ごしの美人にはおよそ不ふ似に合あいな、肝きもの据すわった物言いである。


「おいおい、納なつ得とくしとるで」


　静馬は呑のん気きに傍ぼう観かん者しやを決め込んでいた。柴崎に銃撃が通用しなかったのも豆鉄でつ砲ぽうか何かだと思っているのかもしれない。


「……ん？　南雲の嫁よめやと？　あの女、香港ホンコンの隠かくし妻づまちゃうんか!?」


「気付くのが遅おそいのよ！」


　涼子は突つっ込んだが、飛鈴が慶一郎の代わりに二年Ｂ組の担任教師として赴ふ任にんしてきたことを知らない静馬に事情を察しろといっても無理な話である。


「幻弥様と南雲さんとの間にどのような因いん縁ねんがあったのか、私は存じません──」


　不作法な闖ちん入にゆう者しやに対し、真琴は真しん摯しな態たい度どで答えた。


「ですが、今ならその理由を推おし量はかることはできます。幻弥様は、南雲さんと闘たたかうことで〈神威の拳〉の究きゆう極きよくの境きよう地ちを得ようとしたのではないでしょうか」


「そのために人質まで取ったと？」


「〈神威の拳〉が京極家に伝えられて四百年──幾いく人にんもの遣い手が挑いどんだにもかかわらず、いまだ〈神威の拳〉を極きわめた者はいません。天才と呼ばれた遣い手でさえ〈闇神威〉を克こく服ふくすることは叶かなわなかったのです。〈神威の拳〉はいわば京極一族にかけられた呪のろいのようなもの……その宿命を終わらせることこそ一族の悲願といえましょう。幻弥様は南雲さんならばその答えを知っているとお考えになったのでしょう」


　真琴がその考えに至いたったのは涼子たちの話を聞いたからかもしれなかった。


　幻弥が美雪を誘拐して慶一郎を死の罠に誘い込んだのは〈神威カムイの拳けん〉の極限の力を引き出すため──現場の惨さん状じようを目にした涼子には納得できる話だった。幻弥の手下たちは慶一郎を追い込むために使い捨てられたのだ。だが、その犠ぎ牲せいと引き換かえに幻弥が目的を果たせたのかどうかは知るよしもない。


「もとより南雲さんと敵てき対たいする理由が私にはありません。ですがもし南雲さんが〈神威の拳〉を極めし者であるのなら、一度お話を伺うかがいたいとは思います。できれば幻弥様の消息についても……」


「京極幻弥がすでに倒たおされているとしたら、どうする？」


「南雲さんがそう仰おつしやったのですか？」


「仮かりの話だ。京極幻弥がすでに殺害されていた場合、お前はどうする？　報ほう復ふくを考えないのか？」


「それは──」


　真琴は柳りゆう眉びをひそめ、目を伏ふせた。


「幻弥様は悪行と承しよう知ちでされたこと……その結果は受け止める他ほかありません」


「殊しゆ勝しような心がけだな。その言葉に免じて焼き討うちは止やめることにしよう。だが罪つみは罪として贖あがなってもらう」


「何がお望みですか？」


「お前の命」


　飛鈴の手元から鈍にぶい銀色の光が走った。


　ビュン！


　空を切り裂さく鋭するどい音が響ひびく。


　弧こを描えがいて閃ひらめいた銀光を、真琴は身を翻ひるがえして躱かわした。


　飛鈴が繰くり出したのは複ふく数すうの金きん属ぞくの棒ぼうを鎖くさりでつないだ武ぶ器きだった。ヌンチャクや三節棍こんの節を増ふやした形態だが、一つ一つの棒が短く、その性質は鞭むちに近い。九つの節に分かれた鋼こう鉄てつの鞭──九きゆう節せつ鞭べんと呼ばれる中国拳けん法ぽう独特の武器である。


　飛鈴は踏ふみ込みながら八の字に九節鞭を振るった。真琴は風に揺ゆれる柳やなぎの枝えだのように右へ左へと身を躱す。飛鈴が身を沈しずめて足元を刈かると、真琴の身体はふわりと宙ちゆうに浮うき、九節鞭の間合いの外まで飛び退のいた。九節鞭に切り裂かれたススキの葉が舞まう。


「真琴様……!!」


　二人の間に割って入ろうとする佐倉を、柴崎が押し留とどめる。


　チュ、チュ、チュ、チュ、チュ……


　小鳥の囀さえずりのような奇き妙みような音が聞こえてきた。その音おん源げんは真琴である。薄うすく唇くちびるを開き、小こ刻きざみに舌した打うちしてその音を鳴らしているのだ。真琴は白木の杖つえを胸むねの前に抱だくようにして両手でつかんでいる。


　飛鈴が再ふたたび攻こう撃げきに出た。今度は最初の攻撃よりも激はげしく、トリッキーな軌き道どうで九節鞭を操あやつる。しかし真琴の体捌さばきはそれを上回っていた。攻撃を避よける、というよりは真琴が避けてから一いつ拍ぱく遅おくれて攻撃がくるようにさえ見える。避ける動きにそれほどの余よ裕ゆうがあった。どんな攻撃がくるのか最初から分かっているかのような動きだ。


　キンッ！


　真琴の杖の石いし突づきが九節鞭の鞭頭を打ち返した。しかしその程度では飛鈴の体勢は崩くずせず、反撃に転じるまでには至らない。


　飛鈴が勢いに任せた連続攻撃ではなく、連れん携けい技わざで相手の動きを制せい限げんして追い詰つめる戦法に切り替かえると、真琴は目に見えて劣れつ勢せいになった。九節鞭を躱しきれずに杖で防ぼう御ぎよする場面が多くなり、捕つかまるのは時間の問題と思えた。


「このままやとジリ貧や。どうにか反撃せんと」


　涼子も静馬と同意見だった。武器のリーチに差があるため厳きびしいが、受け身一いつ辺ぺん倒とうでは勝機はない。


　チュ、チュ、チュ、チュ、チュ……


　真琴の奇妙な囀りは続いている。先ほどから真琴の周囲に気になるテロップが見え隠かくれしていた。


「大作君、『エコーロケーション』って知ってる？」


「どうして今、そんなことを訊きくんです？」


「今、知りたいからよ」


「ええと……エコーロケーションというのは自分で発した音の反はん響きようで周囲の状じよう況きようを知ることです。コウモリやイルカなんかが有名ですよね。魚ぎよ群ぐん探たん知ち機きや潜せん水すい艦かんのアクティブソナーにも同じ原理が──」


　大作が説明を言い終わる前に涼子は動いていた。袖そでの中に隠した手の中で棒ぼう手しゆ裏り剣けんの数を確かく認にんする。左右四本ずつで計八本──一息に打てるのはせいぜい三～四本だが、それで間に合うはずだった。


　投光器はすべて真琴の動きを追っている。そのため涼子が庭に降おりても暗がりにまぎれて見とがめられることはなかった。そのまま歩を進めて十分に近付くと、狙ねらいを定めて棒手裏剣を打つ。


　パキャァン！


　アーク灯とうの電球が一つ、砕くだけ散った。


　飛鈴の配下たちの間に動どう揺ようが走る。さらにもう一つを砕くと、いくつかの投光器が涼子の方を向いた。横っ飛びに転がりながら三本目を打つが惜おしくも外れた。片かた膝ひざをついて四本目を打つ。三つ目のアーク灯が砕ける。


　チュン！


　銃じゆう弾だんが足元をかすめた。涼子は手入れが行き届とどかずに伸のび放題になっているススキの陰かげに身を伏ふせた。銃で狙われていては手裏剣は打てない。庭にある投光器はまだ四基きあった。


（せめてあと二つ壊こわせば──）


　涼子の考えを理解してフォローした人物がいた。佐倉である。柴崎の身体からだを盾たてにしながら、パチンコ玉を指で弾はじいて飛ばす。これも京極家に伝わる〈神威カムイの拳けん〉の技わざの一つなのか、鉄球は涼子の手裏剣よりもはるかに高い精度で放たれ、残る四つのアーク灯を次々に破は壊かいした。


　最後のアーク灯が砕かれた瞬しゆん間かん、辺りは暗くら闇やみに包まれた。


　光が消える寸すん前ぜん、涼子の目は飛鈴に向かって踏み込む真琴の姿をとらえていた。あるいは〈月の眼グラムサイト〉が見せた未来の像ぞうか。


　キィン！


　闇の中に火花が散った。


　完全な暗闇だったのはほんの数秒だった。飛鈴の配下たちが手持ちのマグライトを点灯し、二人を照らした。


　飛鈴は九節鞭の両りよう端たんをつかんで防御の姿し勢せいをとっていた。しかし真琴の姿が目の前にないことに気付いて慌あわてて周囲を見回す。


「どなたかお探さがしですか？」


「────!!」


　背はい後ごからの声に反はん射しや的に跳とび退すさる。真琴は暗闇の中、飛鈴の真後ろをとっていた。


「ちいっ！」


　向き直って真琴を攻撃しようとした飛鈴は、二度目の衝しよう撃げきを受けた。九節鞭の中央の節が切せつ断だんされ、半分の長さになっていたからである。


「そこまでよ、烈飛鈴！」


　涼子はススキの陰から出て、二人に近寄った。飛鈴は鋭するどい視線を涼子に向ける。


「土曜日の勝負を前まえ倒だおしにしたいの？」


「そんなつもりはないわよ。ただ、ひとつ確認したいことがあってね……今回の件けんは南雲先生も承しよう知ちしてるわけ？」


「私は夫の代わりに──」


「あんたがそう思ってても、実じつ際さいに頼たのまれて来たわけじゃないわよね？」


「京極一族が敵てきであればいずれは闘たたかうことになる。危き険けんを排はい除じよするのは早い方がいい。彼も同じ考えのはず」


「そりゃそうかもしれないけど、あたしの知ってる南雲先生は、こんなことを他人任まかせにはしないわ。自分のことは自分でケリをつける……そういうことにこだわる人よ。勝手な判はん断だんで出で過すぎた真ま似ねをしたって嫌きらわれるかもね。それこそ僭せん越えつってやつよ」


　飛鈴の表情に狼ろう狽ばいの色が見えた。慶一郎に嫌われるかも、という指し摘てきが図星をついたらしい。涼子はさらに付け加えた。


「それに……目の見えない相手に勝っても自じ慢まんにはならないと思うけど？」


「なっ──!?」


　飛鈴は度ど肝ぎもを抜ぬかれた顔で真琴を見た。真琴の目は開いていて、まっすぐ飛鈴を見み据すえている。振ふる舞まいからしても盲もう目もくとは信じがたい。


　真琴は飛鈴から涼子に視線を移うつし、訊たずねた。


「……いつ、お気付きになりました？」


「部屋に外から光が射さし込んだ時。一人だけ見えてなかったから」


「さすがですね。初見で見抜かれたのは初めてです」


　にこやかに言葉を交かわす二人を見て、自分がとんだ道化だと悟さとった飛鈴はいまいましげに舌した打うちした。


「御み剣つるぎ涼子──この借りはＫファイトで返す！」


　そう捨すて台詞ぜりふを残して、飛鈴は配下の者たちを率ひきいて引き上げていった。潮しおが引くように速すみやかに気配が消え、虫の声が戻もどってくる。見事な引き際ぎわといえた。


　佐倉、柴崎と一いつ緒しよにひとまず部屋の方へ戻った涼子は、縁えん側がわで待っている静馬と大作の間にもう一人加わっていることに気付いた。美月である。騒さわぎで目を覚ましたらしい。


　美月は戻ってきた真琴に目を向けると、薄うすく笑えみを浮うかべて言った。


「──当代の女座ざ頭とう市いちは反響定位で敵の位置を視みるか。見事なものだ」


「ええっ!?」


　まるで少女のものとは思えない口ぶりに静馬と大作がたじろいだ。柴崎と佐倉も驚おどろいているところを見ると、美月が普ふ段だんからこんなしゃべり方をしているわけではないらしい。


「……どなたですか？」


　真琴が美月に奇き妙みような質しつ問もんをした。涼子たちには美月の姿すがたが見えているが、真琴の感覚にはまったく別人として捉とらえられているのかもしれない。


　果たして、美月の答えはその問い以上に奇妙だった。


「お察しの通りだよ。名乗る必要があるかな？」


「お願いいたします」


「ならば答えよう。我わが名は東方流玄──この娘むすめの身体からだを借りて見聞きさせてもらっている。神気の共きよう振しんを利用した五感共有と遠えん隔かく操そう作さといったところだな」


　美月の口から飛び出したあまりに突とつ拍ぴよう子しもない言葉に、涼子たちは絶ぜつ句くするしかなかった。ショックの度合いが小さかったのは弟で子しの静馬だった。


「し……師し匠しよう!?　いったい何やっとんねん？」


「ま、ちょいとした下見さ。ちなみに俺自身は東京だからな。近場を探しても無む駄だだ」


「美月にあらかじめ術じゆつを施ほどこしていましたね？　先ほどの診しん察さつでは不自然な神気の凝しこりを感じました」


「こちとら仙せん人にんだ。それくらいはやるさ」


　身も蓋ふたもない言い草である。しかし単に盗ぬすみ聞きするためなら言葉を発する必要はない。こうして話しかけてきたからには目的は自じ慢まんではなく、何か伝えたいことがあるに違ちがいなかった。


「今こ宵よいは千客万来ですね。それで、仙人様はどんなご用よう件けんで？」


「東方流玄を名乗る者が京極一族に対してする話は決まっている──〈神威カムイの拳けん〉についてだ。静馬の連れの話に出てきた〈覚醒者アートマン〉だが、おおよそのところは当たっている」


「つまり〈神威の拳〉とは〈覚醒者〉を生み出すための仙術であると……？」


「大おお筋すじはそういうことだ」


　眉まゆ唾つば物ものに思われた仮説を裏付ける重大な証しよう言げんだった。


「それを踏まえた上で、京極一族がこれからとるべき道は二つある。一つは〈覚醒者〉の真理を知り〈神威の拳〉とともに生きる道。もう一つは〈神威の拳〉を捨ててただの人間としての生を全まつとうする道だ。どちらを選ぼうと自由だが、次に俺がここに来る時までに決めておけ」


「お待ちください。私の一存で決められることではありません。一族を代表する遣つかい手たちが不在では……」


「奴やつらは時が来れば戻ってくる。時が来れば──」


　美月の顔から表情が消え、すとんと目蓋が落ちる。電池が切れたように全身から力が抜け、崩くずれ落ちようとする身体を静馬が抱だきかかえた。


「言いたいことだけ言ってさっさと帰りやがったわよ!?　ったく勝手気ままな……」


　涼子はしまったと舌した打うちした。流玄が〈神威の拳〉の遣い手同士を争わせるように仕向けているのかどうか、問い質ただすのを忘わすれたからだ。村雨の仮説がどこまで合っているのか確かく認にんしておきたかったが、もはや手て遅おくれだった。





　　　　五





　翌よく日じつ──九月二十七日（金曜日）。午後三時。


　エレベーターから降おりた結ゆう城きひとみは、病びよう棟とうの連れん絡らく通路を通ってロビーに向かった。入院の際さいに持ってきたパジャマや着き替がえの服は午前中のうちに母親が持ち帰ったため、ひとみの荷物は財さい布ふと文庫本と手回り品の入ったショルダーバッグだけだった。


　診しん療りよう時間も終わり、大学病院の待合室は人ひと影かげもまばらだった。遠くの足音が寂さびしく響ひびく。


　ひとみは少々くたびれていた。


　本来の予定なら午前中の退院だったはずが、直前になって再さい検けん査さすることになり、それが長引いたのだ。早く終わっていれば午後から学校に顔を出したかったところだが、この時間では遅おそすぎた。


「──結城さん」


　玄げん関かんから出ようとしたところで背はい後ごから声をかけられた。まだ何か用があるのかと振り返ったひとみは、すぐに頰ほおを赤らめた。氷ひ室むろ那な智ちがそこに立っていたからだ。


「え？　え？　氷室君!?　どうしたの？」


　しばらく会っていなかったこともあり、ひとみは自分でも恥はずかしくなるほどはしゃいだ声を出した。那智は学校から直接病院に来たらしく制せい服ふく姿すがただった。〈Ｖ－１エクストリーム〉出場時にはワイルドに伸のばしていた髪かみも短くして、いつもの優ゆう等とう生せいの風ふう貌ぼうに戻っている。


「神かみ矢や君に迎むかえに来るように言われてね。まさか僕ぼく一人だけとは思わなかったけど」


　那智の言う通り、退院するひとみを待っていたのは那智一人だった。大作なりに気を利きかせたつもりなのだろう。


　那智について病院の駐ちゆう車しや場じように行くと、クラシックなスタイルの中型バイクが駐とめてあった。那智からヘルメットを手て渡わたされたひとみは目を白黒させた。


「これって氷室君のバイク!?　新車みたいにピカピカだけど」


「忙いそがしくてあまり乗ってないからね。後ろに乗って。家まで送るよ」


「ドライブしたいな」


「海が見たいとか？」


「……ダメ、かな？」


「実はまだバイクこれで遠出したことないんだ。遅くなると親おや御ごさんが心配するだろうし」


「じゃあ池袋まで乗せてって」


「それならお安い御ご用ようだ」


　制服で車高の低いバイクに跨またがった那智の姿はなかなか様になっていた。ひとみはジーンズを穿はいてきた幸運に感かん謝しやしながらタンデムシートに座すわり、那智の背中に抱だきついた。


　那智はあまり乗っていないというコメント通りの安全運転でバイクを走らせたが、それでもひとみにとっての至し福ふくの時間は長くは続かず、池袋まではあっという間だった。久ひさしぶりに二人で書店を巡めぐり、ＣＤショップに寄って新しん譜ぷをチェックする。いつものコースで池袋西口公園にやってくると、ソフトクリームを買ってベンチに腰こしを下ろした。


　ひとみは那智の様子がいつもと違うことに気付いていた。普ふ段だんから元気潑はつ剌らつとした人物ではないが、陰いん気きというほど暗いわけではない。何か思うところがあるのか、どこか物もの憂うげな様子である。


「気になることでもあるの？」


「え？　あ、いや……まあね」


「この間のバイパーズの大会のこと……とか？」


　当たらずとも遠からずといったところだったらしく、那智は真ま面じ目めな顔になった。溶とけかけたソフトクリームを平らげると、話し始めた。
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「昨日、草くさ[image: ]なぎが戻もどってきたそうだ」


「そうなの？　行方ゆくえ不明って聞いてたけど」


「事情はよく分からないが山やま籠ごもりで特訓をしていたらしい。本人に行方不明になってたって自覚はないようだ。まあ、らしいといえばらしい話だが」


「例の大会ではいいところまで草[image: ]君を追い詰つめたって聞いたけど」


　那智は苦く笑しようして首を横に振ふった。


「全然だな。通用する技わざが一つしかないうえに、それも十分に使いこなせてたとはいえない。あれじゃまともな勝負にはならないさ」


「氷室君も特訓したんでしょ？　結果は不満？」


「不満はないよ。結果は結果だ。でも……あの時の自分は自分らしくなかった」


「らしくないって？」


「僕は草[image: ]静馬に勝つことだけを目標にあの大会に挑いどんだ……自分がどこまでやれるのか知りたくてね。でも、いざ闘たたかってみると正直いい感かん触しよくはなかった。草[image: ]自身もいつもと調子が違うようだったが、互たがいにこう……響ひびき合うものがなかったんだ。グルーヴを感じなかった──といっても解わかりづらいか」


　那智は自問するようにしばらく黙だまってから、再ふたたび口を開いた。


「勝つことを目的に鍛きたえて挑いどんだ闘いだったが……奇き妙みように聞こえるかも知れないが、僕はどうやら勝利すること自体にはあまり執しゆう着ちやくがないらしい。勝つことはもちろん大事だと思うけど、どちらかといえば技を研究する方が面おも白しろく感じるからね。格かく闘とう家からしからぬ考え方だとは思うけど──」


「惜おしい！　惜しいなあ～」


　不意に男の声が聞こえてきた。


　声の主は隣となりのベンチに腰こし掛かけている着流し姿の男だった。


　女のように艶つややかで長い髪かみの男である。背もたれに身体からだを預あずけ、両足を高く組んでいる。乱みだれた裾すそから緋ひ色いろの長なが襦じゆ袢ばんが覗のぞいていた。


　キュポン！


　男はカップ酒の蓋ふたを開け、日本酒を水のように喉のどに流し込む。普通に考えればだらしない格かつ好こうのはずだが、男の姿は実に端たん正せいで不自然に見えなかった。むしろ色気があるといっていい。


　男は流し目で那智を見た。


「〈ワン・ショット・アット・グローリー〉──ってワンカップ大関に似にてると思わない？　思わないか」


　ただの酔よっぱらいでないことはその一言で分かった。那智の必殺技の名前を知っているのは〈Ｖ－１エクストリーム〉の決勝リーグ戦を観戦していた者だけである。


　着流しの男はカップを逆さかさにして垂れた酒の滴しずくを舌したで受けると、伝法な口調で言った。


「どうして静馬にとどめを刺させなかったか教えてやろうか？　お前の学んだ技は名前こそ〈神威カムイ〉と付いてるが〈神威の拳けん〉じゃあない。見様見み真ま似ねで再現した模も造ぞう品ひんにすぎん。呼こ吸きゆう法ほうが不完全で神気を保ほ持じできないから一発撃うつたんびにチャージする必要がある。ダイナモだけでコンデンサーがない状じよう態たいだな。それじゃあ勝負にならん」


「誰ですか、あなたは!?」


「静馬の師し匠しようさ」


　着流しの男はベンチから立ち上がり、持っていたカップをひょいと那智に投げてよこす。


「あっ……熱い！」


　那智は受け取ったカップをお手玉して地面に落とした。ガラス製せいのカップは高熱を帯び、握にぎった手の指の形に凹へこんでいた。


「お前の必殺技を完成させてみる気はないか？　強くなりたいだろう？　静馬と互ご角かくの勝負ができるくらいには、な」


　東方流玄はそう言って爽さわやかに微笑ほほえんだ。


















　第五十六話　臥が龍りゆう再さい起き







〈九月二十八日──晴れのち曇くもり／ところにより雷〉





　人が生きようとする気き力りよくはどこから湧わいてくるのだろうか？


　何もかもが嫌いやになり、もう二度と立ち直れないと、二度と再び笑うことはないと思ったとしても──ある日ふと気付くと、どこからか新たな力が湧わいてくることがある。


　心の底には水すい脈みやくがあって、一つの泉が涸かれたとしてもまた新たな泉が湧いてくるようだ。


　その水源がどこにあるのか──それは自分でもよく分からない。


　それが分かった時が涸かれる時なのかもしれない。もしかすると知らない間に誰だれかが水を足してくれているのかもしれない。深く追つい求きゆうすべきかどうか、悩なやましいところだ。


　ともあれ「生まれたからには生きてやる」──それが俺のモットーだ。


　魂たましいの泉が涸れない限り何度でも蘇よみがえり、そして闘たたかう。





　　　　一





　土曜日の正しよう午ご過ぎ──大だい門もん高こう校こうはお祭り騒さわぎの真まっ只ただ中なかにあった。


　授業が午前中で終わったというのに生徒たちは帰ろうとせず、皆みな忙いそがしげに動き回っている。校内放送では先ほどからＫファイトについてのアナウンスがひっきりなしに流されていた。


『──本日開かい催さいの《Ｋファイトスペシャルマッチ・御み剣つるぎ涼りよう子こVS烈飛鈴リー・フエイリン戦》は本校敷しき地ち内全エリアを利用して対戦が繰くり広げられます。第一試合の会場となる講こう堂どうでは現在、特設リングの設営中です。開場は十二時半を予定しております。観戦の生徒の皆さんは今しばらくお待ちください』


　屋おく上じようの給きゆう水すい塔とうの上にだらしなく横になった静しず馬まは、パックのコーヒー牛乳のストローを口にくわえながら、その放送を他人事のように聞いていた。西の空には灰色の入にゆう道どう雲ぐもが出ていた。午前中は快かい晴せいだったが、夕立のひとつもきそうな雲行きだ。


　扉とびらが開いて誰かが屋上にやってくる気け配はいがあった。


「やっぱりここでしたか。捜さがしましたよ」


　梯はし子ごを上って給水塔の上に顔を出したのは大だい作さくだった。


「Ｋファイトは観戦しないんですか？」


「別に見いひんわけやないけどな。まあ始まってからでええやろ」


「イマイチ乗り気じゃないみたいですね。何か不満でも？」


「不満だらけに決まっとるやろ！」


　静馬はガバリと起き上がると大作に訴うつたえた。


「ホンマやったら今日のＫファイトの主役はオレのはずやろ？　それがお前……肝かん心じんの南な雲ぐものアホが行方ゆくえ不ふ明めいて、どういうことやねん!?」


「それについては何度も説明したじゃないですか」


「こっちは若わかさを持もて余あましとんねん！」


「それは十分すぎるほど知ってます」


　静馬は空になったコーヒー牛乳のパックを両手でこねくり回すようにして潰つぶし、足元に叩たたき付けた。


「南雲のアホをボッコボコのギッタギタにできると思て帰ってきたっちゅうのに、南雲は居てへんわ、学校の連中はあの香港ホンコン妻づまのことばっかりチヤホヤしてオレのことはガン無む視しや！」


「静馬さんを無視するのは相そう当とうな努力が必要だと思いますよ。だいたい昨日の授業じゃ思いっきり目め立だってたじゃないですか」


　大作が話題に挙げたのは金曜日の英語の授業である。真まな鶴づるでの一件を根に持っていた飛鈴は、再び英語以外禁止ルールで涼子を苦しめた。遅おくれている授業を進展させるという大たい義ぎ名めい分ぶんはあるものの、中身はほとんど精神的な虐ぎやく待たいに近いものがあった。涼子の仲間と見なされている静馬もついでに標ひよう的てきとなったのだが──


「静馬さんの英会話はどんなセンテンスにでも必ず『ファック』とか『アスホール』とか『ビッチ』とかの単語が紛まぎれ込こむのはどうしてなんですかね？」


「洋楽の歌詞を適てき当とうに言うただけや」


「大声で連れん呼こすることはないと思いますけどね。なんか図はからずも最悪に下げ品ひんなスラングになってたみたいですが」


　静馬が何か発言するたびに教きよう壇だんの飛鈴が顔を真っ赤にして狼ろう狽ばいするので、悪わる乗のりした男子生徒が意味も分からずそれを真ま似ねし始め、やがて収しゆう拾しゆうがつかなくなった。


「あれはちょっとした羞しゆう恥ちプレイでしたよね」


「別に悪わる気ぎはなかったんやけどな」


「飛鈴先生も最終的には『ユア・クレイジーボーイ！』しか言わなくなりましたからねえ。英語以外禁止の授業は一部の生徒を除いてハード過ぎるって不ふ評ひようでしたから、静馬さんはヒーロー扱あつかいされてますよ」


「元からヒーローやのにヒーロー扱いされてもな。当たり前すぎるやろ」


　静馬らしい唯ゆい我が独どく尊そん傲ごう岸がん不ふ遜そんな台詞せりふである。普ふ通つうなら眉まゆをひそめたり呆あきれたりするところだが、大作はニコニコと笑えみを浮うかべるだけだ。


「で、今日のＫファイトについて緊きん急きゆうに相談したいことがあるんですが……」


「そや！　だいたいあいつら、なんで勝負することになったんや？」


「それなんですよ。詳くわしい事情は話してくれませんが、涼子さんが南雲先生から預かった物があって、飛鈴先生はそれを取り戻もどしに来たようです。Ｋファイトで飛鈴先生が勝てば涼子さんからそれを受け取る、涼子さんが勝てば南雲先生に直接会って返すという条件になってます」


「結局返すんやんけ。面めん倒どうくさいだけちゃうんか。わざわざＫファイトなんかせんでも簡単にジャンケンとかで決めたらええねん」


「発はつ案あん者しやなのにＫファイトの理念を根底から覆くつがえすようなことを言わないでくださいよ。飛鈴先生は最初から涼子さんが引き渡わたしを拒きよ否ひすることを見み越こしてＫファイトで決着をつける気でいたみたいですし」


「せやけどここまでデカいイベント組む必要はないやろ」


「それは僕らの意志です。それに静馬さんにとっても無関係ってわけじゃないんですよ」


「そらどういうことや？」


　静馬はようやく大作の話に興味を惹ひかれて身を乗り出した。


「涼子さんが預かった物っていうのが、南雲先生にとってかなり大事な物らしいんです。飛鈴先生が代だい理りで取りに来るぐらいに。で、涼子さんの考えでは、それを返してしまうと南雲先生はそのまま雲くも隠がくれしてしまう可能性が高い、と」


「雲隠れやと？　さてはあのアホ、最強に強まったオレに恐おそれをなして逃にげるつもりやな!?」


「それはないです。だいたい静馬さんが特とつ訓くんしてたことも知らないはずだし」


　大作はあっさり否定した。


「京きよう極ごく幻げん弥やが南雲先生をおびき出すために美み雪ゆきちゃんを誘ゆう拐かいしましたよね？　幻弥のグループと闘たたかって結果的に美雪ちゃんは取り戻しましたけど、その一件で責任を感じてるのかもしれませんね。鬼おに塚づか家けに戻る気はないのかも……」


「そんな無責任な話があるか！　飯めし炊たく以外に何の役も立たん居い候そうろうのくせしやがって」


　静馬の怒いかりはタダ飯が食べられないところにのみ注そそがれているフシがあった。


「そういう事情もあって涼子さんは南雲先生に直接会うことにこだわってるわけです。僕としては飛鈴先生に一日でも長く担任教師として留とどまってほしいという理り由ゆうから今回のＫファイトをプロデュースしたんですが、結局のところ南雲先生が戻ってくれば万ばん事じ解かい決けつすると気付いたんです。だって飛鈴先生は南雲先生にくっついてくるわけですから……実に不ふ本ほん意いですが現げん実じつ的てきな判断をせざるをえません」


　大作の発はつ想そうも動機の不ふ純じゆんさという点では静馬とどっこいである。むしろ確かく信しん犯はんなのでよりタチが悪いともいえる。


「当初はドローに持ち込むためにいろいろと手を考えたんですが、やっぱり涼子さんに勝ってもらった方がいいなと。そこで静馬さんにお願いがあるんですが──」





　　　　二





　午後一時過ぎ──講堂は物もの見み高だかい生徒たちで満員になっていた。


　予定より十五分ほど遅おくれて、講堂中央に設置された八はつ角かつ形けいのステージにスポットライトが当たり、レフェリー役の大作が姿を現した。マイクを手に館内にアナウンスする。


『──お待たせいたしました！　只ただ今いまより《Ｋファイトスペシャルマッチ・サムライガールVS九龍的新娘ブライド・オブ・カオルーン》を開始致いたします。まずは両選手の入場です!!』


　東西の花道から涼子と飛鈴が入場してきた。涼子は牡ぼ丹たんを散らせた緋ひ色いろの小こ袖そでに黒くろ袴ばかま、対する飛鈴は胸むな元もとに薔ば薇らの刺し繡しゆうをあしらった白いチャイナドレスという出いで立ちである。飛鈴の足元はさすがにハイヒールというわけにはいかずカンフーシューズだった。


　ステージ上で対たい峙じする二人を歓かん声せいが包む。涼子は過か剰じような演出に辟へき易えきしたように口をへの字に結んでいるが、飛鈴は余よ裕ゆうを見せつけるように艶えん然ぜんと微笑ほほえんでいる。


「とっととゴングを鳴らしなさいよ」


　焦じれて催さい促そくする涼子に、大作は少し待つように手で示してアナウンスを続けた。


『今回のＫファイトに際さいして特別審しん査さ員いんとしてこの方をお呼びしています。どうぞ！』


　講堂内の照明が一いつ斉せいに消え、ドラムロールの音が鳴り響ひびいた。


「ワハハハハハ──！」


　知性の感じられない高笑いが聞こえた。何な故ぜかドップラー効果を帯おびながら近付いてきたその笑い声は、涼子たちの頭上を通り過ぎたかと思うとまた戻ってくる。スポットライトが点てん灯とうして笑い声の主を追うが、追つい跡せきしきれずに右う往おう左さ往おうした。


「とりゃああああっ！」


　ちょうど真上で叫さけび声がして、ステージの真ん中に何かが降ってくる。


　ドガス！


　それは人間だった。ガニ股またで着地するも、けっこうな高さからの落下の衝しよう撃げきが予想以上だったのかしばし硬こう直ちよくする。しかしスポットライトが当たるやいなや何なに事ごともなかったように飛とび跳はね、両の拳こぶしを突つき上げて元気いっぱいにアピールした。


『ご紹しよう介かいします！　特別審査員はこの方、二十世紀最後の野や人じんにしてＫファイトの産うみの親──草くさ[image: ]なぎ静馬さんです!!』


　ブーイング混じりの歓声が上がった。女同士の華か麗れいなる対決に余よ計けいなのがしゃしゃり出てきたというクレームが大半を占しめている。静馬は大作の手からマイクを奪うばい取とって吼ほえた。


『じゃかあしゃあ！　ちゃ──っすぞ、コラァァ!!』


　静馬の怒ど声せいでブーイングが止やみ、今度はそれに倍する太ふとい歓声に変わった。九割方が男子である。名物男の帰き還かんを祝いわう声だ。


　主役を差さし置おいて審査員が目立つとは何事か、と呆あきれつつ涼子は頭上を見上げた。天てん井じようから一本のロープが垂たれ下さがっている。


　まさか、と思ったが考えられることは一つだけだった。静馬はあのロープにつかまってターザンよろしく振ふり子の要よう領りようで飛んできたのだ。声の聞こえた位い置ちがかなり高かったことを考えるとロープを短く持ちすぎたうえに勢いがつきすぎたらしい。照明の消えた中では落らつ下か地ち点てんもよく見えなかったはずで、客きやく席せきに落ちたら大だい惨さん事じになっていたところだが、そこは持ち前の野生の勘かんと現代人離ばなれした運動能力で上う手まくカバーしたようだ。


　静馬からマイクを取り返した大作が、ステージの背はい後ごに設せつ置ちされたセットを示しながら説明した。


『それでは〈運命のルーレット〉──オープン！』


　大作の合図でセットにかけられていたシーツが外はずされる。そこに現あらわれたのは円グラフのような形のパネルだった。電源が入ると円の縁ふちをぐるりと囲かこんだ電でん飾しよくが点てん滅めつする。円は十二分割されていて、それぞれの枠わくに競きよう技ぎ種しゆ目もくが書かれている。見るからに不ふ吉きつな予感を感じさせる代しろ物ものだった。ルーレットの手前には赤いボタンが設置されている。


『Ｋファイトのルールでは挑ちよう戦せんを受けた側に対戦種目の選せん択たく権けんが与あたえられます。それでは涼子さん、ここだ！　というところで止めてください。それでは……スタート！』


　大作の有う無むを言わさぬ進しん行こうでルーレットの周囲を電飾の光が回り始めた。


　涼子の狙ねらいは『自じ由ゆう格かく闘とう』の枠だけだ。動どう体たい視し力りよくをフルに駆く使ししてベストのタイミングでボタンを叩たたく。しかし電飾の光はすぐには止まらず、やや速度が落ちただけだった。


「ぜっ……全然止まんないじゃない！」


　ルーレットの縁を走る光は次し第だいに速度を落としていく。減げん速そくの度ど合あいから光が止まるであろう付ふ近きんの枠わくを見た涼子は青ざめる。


「ええっ!?　ウソ！　あっ、あっ……そこはダメ！　それだけは──」


　涼子の願いも空むなしく、運命のルーレットは問題の枠にピタリと止まった。


『決定しました！　第一の競きよう技ぎ種しゆ目もくは──手作り弁当対決!!』


「ええええええ──っ!?」


　涼子は早くも頭を抱かかえた。


『特設キッチンスタジアムへ移動する前に、今回のＫファイトの審査方法について説明させていただきます。あらかじめ登とう録ろくされている生徒の中からランダムに選ばれた五人に静馬さんを加えた六人の審査員により勝しよう敗はいが決定されます。第一競技の手作り弁当対決では当然ながら審査員全員に試し食しよくしてもらったうえで判はん定ていしていただきます』


「げえええええ──っ!?」


　今度の悲鳴は静馬のものだった。


「だ……大作！　そんな話は聞いてへんぞ!?」


「男が一度引き受けたことを投げ出すんですか？」


「いや、ちょっ、待っ……」


『待ったなし!!』


　大作の進行は非ひ情じようだった。





　　　　☆





『──さあ！　こちら中庭特設キッチンスタジアムよりお送りしております、Ｋファイトスペシャルマッチ第一試合〈愛あい情じようたっぷり手作り弁当対決〉！　調ちよう理り時じ間かんも残すところあと三分を切りました。両りよう者しや、いよいよ盛もりつけに入ろうというところです!!』


　校内に放送部二年生、中なか村むら環たまきの実じつ況きようの声が響ひびく。


『それでは解かい説せつのグラサン校長！　ここまでの展てん開かいを振り返ってみましょうか』


『飛鈴君の手並みは見ていて安心できるね。落ち着いてテキパキとこなしている。複ふく数すうの料理を同時進行で作っているが、それぞれの手て順じゆんがすべて頭に入っているのだろう。計算し尽つくされた動きだよ。料理そのものを楽しんでいる。まるでダンスを見ているようだね』


『べた褒ぼめですねえ～！　中年ならではの脂あぶらぎったいやらしい目つきで舐なめ回すように見つめていただけのことはあります』


『解説だからよく見ているのは当然だろう』


『では一方の御剣選手はどうでしょう？』


『ううむ……』


　藤堂校長はいきなり返答に詰つまった。


『見ていて非常に危あぶなっかしいな。手順をまったく考えずに行き当たりばったりの作業になっている。それに……そもそも彼女は本当に料理を作っているのかね？　時々そうは思えない動きが見られるのだが』


『確かに。開始三分で謎なぞのキノコ雲ぐもが上がったのを皮かわ切きりに、その後も原げん因いん不ふ明めいの閃せん光こうが何度か見られました。閃光を直視した生徒数名が気分の悪あつ化かを訴うつたえて保健室で手当てを受けています。そして先ほどより、後ろの電子レンジから宇宙生物の断だん末まつ魔まの悲鳴のような不吉な音が聞こえてきます。いったい何を加熱しているのでしょうか!?』


『料理には焼く、煮にる、茹ゆでる、蒸むす、炒いためる、揚あげる、炊たく──の他に爆破や溶接などという調理法はなかったはずだが……』


『ちなみに御剣選手は今年のバレンタインデーに手作りチョコを作ろうとして、カカオ豆の粉末から地球上に存在しない物質を合成したとの未み確かく認にん情じよう報ほうもあります』


『それでは料理ではなく錬れん金きん術じゆつだよ。食用に耐たえる代しろ物ものなのかね？』


『さあ、どうでしょう？　まーどうせ私たちはどちらの料理も食べられませんからね。さて残り一分！　いよいよラストスパートです!!』





　六人の審査員が列れつ席せきした長いテーブルに最初に並べられたのは飛鈴の作品だった。三段重ねの蒸せい籠ろを一つ一つ開けていくと、審査員の間からため息がもれた。一段目には鶏とりの唐から揚あげのチリソース和あえや酢す豚ぶたをはじめとする食欲をそそる濃こいめの色合いのおかず、二段目には見た目にもサッパリとした海かい鮮せんと野菜の炒いため物やクラゲの和え物、甘かん味みの胡ご麻ま団だん子ご等が綺き麗れいに収まっている。


「テーマがお弁当ということで、冷さめても美お味いしくいただける料理を選びました。三段目はご飯ですが、これはちまきにしてみました」


　飛鈴のコメントにあちこちから感かん歎たんの声が聞こえてきた。審査員が全員男子ということも考こう慮りよしてかあまり奇きをてらわずストレートに食欲を刺し激げきするメニューでまとめている。


　次に涼子の作った弁当が並べられた。こちらも三段重ねの重じゆう箱ばこである。こわごわと蓋ふたを開けた審査員たちは、しかし、一様に拍ひよう子し抜ぬけした顔になった。見た目には何の変へん哲てつもない、教科書通りともいえる和食の弁当になっていたからである。


『おお～っと、これは意外！　普ふ通つうです！　すごく普通の出来です！　むしろ綺き麗れいですらある!!　見た目の評価では互ご角かくと言っていいかもしれません』


　いよいよ試食である。まず飛鈴の中華弁当に手をつけた審査員は口々に賞しよう賛さんの声をあげた。


「うほっ！　このちまき、ウンまあああ～～い！」


「鶏のチリソース食ってみ？　俺、昼飯けっこう食ったけど、食えば食うほど腹が減ってきてゼンゼン余よ裕ゆうで完食できるぜ!?」


「この炒め物、塩加減がバッチリだな」


「このクラゲって箸はし休やすめだろ？　でも尋じん常じようじゃなく美味いぞ？」


「口の中が辛からくなった後で胡麻団子を食べると餡あんの甘あまみが……もう～最高！」


　絶ぜつ賛さんの嵐あらしの中、静馬は一人黙もく々もくと弁当を口に運んでいる。


　完食すると満腹になってしまうため、ひと通り試食したところで涼子の弁当に移った。


　最初に異い状じようを訴えたのは、きんぴらごぼうを食べた審査員だった。


「なんか……このきんぴら、嚙かめば嚙むほど口の中がシュワシュワしねえ？」


「そんなバカな」


　隣となりの男子が半はん信しん半はん疑ぎできんぴらを口に運ぶと、嚙かんでいるうちに口からカニのように泡あわが噴ふき出だしてきた。


「ホントだ！　何だこれ!?　味もゼンゼンきんぴらじゃねえし！」


　別の審査員がおかずの中で一番見み栄ばえのいいだし巻きを頰ほおばった。


　ザリッ。


　想像を絶する食しよつ感かんに、それ以上嚙むことも、吐はき出だすこともできずに硬こう直ちよくする。


『ええ～只ただ今いま情報が飛び込んで参りました。御剣選手の弁当に入っているだし巻きですが……卵は一切使用されておりません！』


「じゃあ何なんだ、これ!?」


「だし巻きじゃなくてだし巻きのような何かか！」


「湯ゆ葉ばじゃねえか？　湯葉であってくれ……頼たのむ！」


「道どう理りでおかしいと思ったぜ。だし巻きがあるのに他にゆで卵が入ってるし」


　確かに二段目のお重にはゆで卵が丸のままで入っていた。殻からは剝むいてあるものの時間がなかったのか包ほう丁ちようは入っていない。


「茹ゆでただけだろ？　見たところ塩も振ふってないし……これで料理って言えるのか？」


　審査員の一人が文句を言いつつゆで卵を箸はしでつまみ、口に運ぶ。


　パァン！


　何かが破は裂れつしたような音が中庭に響き渡わたった。審査員が椅い子すごと後ろに倒たおれ、口を押おさえてのたうちまわる。


「ふわああああっ！　ばっばっ、爆ばく発はつした！　爆発した!!」


「どうした!?　何が爆発したって？」


「たっ、卵が……」


　見ると、辺りには白と黄色の破は片へんが散さん乱らんしている。別の審査員が自分の重箱に入っているゆで卵を箸で突ついた。


　ポンッ！


　ゆで卵が爆ばく裂れつした。重箱が跳はねるほどの威い力りよくである。審査員の間に戦せん慄りつが走った。


「……ト、トラップだ！　この弁当にはトラップが仕し掛かけられている!!」


　破裂したゆで卵の残ざん骸がいを恐おそる恐る食べてみた審査員が、とたんに顔をしかめた。


「うえ、マズう……卵の味じゃねえよ」


「ゆで卵がどうやったら凶きよう器きになるんだ!?」


『おっと、ここで新たな情報です！　ゆで卵爆ばく弾だんは茹でるためのお湯を沸わかす時間がなくて電子レンジに放ほうり込んで加か熱ねつした結果、偶ぐう然ぜんに誕生したモノのようです。よい子の皆みなさんは絶対に真ま似ねしないようにご注意ください！』


　観かん戦せんの生徒たちの間にどよめきが広がった。その動どう揺ようをまるで無む視しした大作の指し示じが飛ぶ。


『審査員の皆さん、卵が爆発したところで生命に別べつ状じようはありませんので気にせず試し食しよくを続けてください』


「続けられるか！　だいたい続ける必ひつ要ようがあるのか!?」


「中華弁当の極ごく上じようの味が……口の中から完全に消えたじゃないか！　どうしてくれる!?」


　口々に抗こう議ぎする五人の審査員は、唐とう突とつにある驚おどろくべき事じ実じつに気付いた。真まっ先さきに不ふ平へい不ふ満まんを並べ立てて大おお騒さわぎするはずの人物が黙だまったままであることに。


　涼子の手作りトラップ入り激げきマズ弁当をただ黙々と口に運んでいた静馬が、横目でギロリと五人をにらんだ。審査員としての任にん務むを全まつとうしなければ死あるのみ──そう悟さとった審査員たちは席に戻もどり、半はん泣なきになりながら試食を再開した。


　食しよく紅べにで鮮あざやかに色づけされた辛からい赤飯や、天ぷら粉ではない得え体たいの知れない酸すっぱい何かを衣ころもにしたかき揚あげ、艶つやのある黒くろ豆まめに見えるが食べてみるともれなく苦にが虫むしを嚙みつぶしたような顔になる謎なぞのカプセル等を試食しているうち、審査員の一人が天てん啓けいを受けたようにハッと顔を上げた。


「──分かったぞ！　これは弁当じゃない……食品サンプルだ!!」


「な、なんだって──ッ!?」


「いかにも普通に美お味いしそうな外見をしながら、味は予想を完全に裏切る──これを料理だと思うから裏切られるんだ。食品サンプルだと思えばすべての辻つじ褄つまが合う！」


「食品を材料にした食品サンプルだと!?　そんなものがこの世に存在してたまるか」


「それが存在したんだよ！　この現実は認めざるを得えまい」


「いいや、俺は断だんじて認めないぞ。認めたら最後、何か大切なものを失うしないそうだ」


　存在自体がパラドックスに満みちた弁当によって審査員たちの精神が崩ほう壊かいする前に、どうにか試食は終しゆう了りようした。


『それではより美味しかったと思う方の名前の札を挙あげてください──どうぞ！』


　五本の名札が一いつ斉せいに上がった。すべて烈飛鈴の札である。しかし六本目に上がった札に書かれている名は違ちがっていた。しかも他の札が白しろ地じなのに対し、その一本だけが金色のテープで縁ふち取どりされたゴージャスな札である。


　涼子に一いつ票ぴようを投とうじたのは静馬だった。それだけでも十分に異常事態だが、レフェリーである大作の台詞せりふがそれに輪をかけた。


『第一試合の得点が出ました。結果は──五対五のドロー！』


「ええええええ────ッ!?」


　観客の生徒全員が抗こう議ぎの声を上げた。驚きよう天てん動どう地ちの判定である。敗はい北ぼくを覚かく悟ごして大人しく判定を待っていた涼子自じ身しんが誰よりも驚いている。しかし〈厚こう顔がんの美少年〉の本ほん領りようを発はつ揮きした大作はブーイングをものともせず、何食わぬ顔で解かい説せつを加くわえた。


『申もうし遅おくれましたが、特別審査員である静馬さんの票は五倍掛がけとなっています。よって第一試合の結果は五対五のドローで確定です』


「いつの間にそんなルールが!?」


「それよりもあの食品サンプルの方が美う味まいという判定がそもそもおかしい！」


　バンッ！


　静馬がテーブルを叩たたいて立ち上がった。猛もう然ぜんと抗議していた生徒たちが一いつ瞬しゆん、静まり返る。しかし決して怯ひるんだわけではなく、静馬が勢いきおいで押し切ろうとしても納なつ得とくはしないぞ、という明めい確かくな抵てい抗こうの意志を皆みなが堅けん持じしていた。


「文もん句くあんのやったらなあ……涼子の弁当を完かん食しよくしてから言うてもらおやないか！」


　静馬は空になった重箱を高たか々だかと掲かかげて言い放った。その味を思い知らされている審査員たちは圧あつ倒とうされてたじろいだ。


「か……完食しただと!?　あ、ありえん！　人間には不可能のはずだ」


「さすが野や人じんと言うべきか……」


「いや、むしろ野人ならば食べられるモノか否いなかは本能で判はん別べつできるはず！」


「本能に逆さからってまで完食する理由が……？」


「まさか本当に美味いと思ったのか!?」


　審査員たちが完食という事実の前に屈くつしようとしていたその時、テーブルに近ちか寄よる人ひと影かげがあった。飛鈴である。


「完食？　それはどうかしら」


　飛鈴はテーブルに残っていた二段の重箱を取り上げ、三段目の重箱を持ち上げて中身が分かるように傾かたむけて見せた。そこは一つだけおかずが──ゆで卵爆弾が残されていた。


「これが残っているうちは完食とは言えないわね」


「ア……アホ！　オレは好きなもんは最後までとっとく主しゆ義ぎなんや」


　そう言いながらも静馬の頰ほおは引きつっている。いかにも苦しまぎれの言いい訳わけだった。


「あら、そう。じゃあ食べてもらおうかしら」


「お、おう！　食べたらええんやろ？　食べたら……」


　静馬はゆで卵を指でつまんで口まで運んだ。審査員たちは爆ばく発はつによる破片の被ひ害がいを恐おそれて数歩さがり、観客は息を呑のむ。ゆで卵が静馬の口に触ふれると女子の悲ひ鳴めいが上がった。


　静馬はゆで卵を丸ごと口の中に放ほうり込むと──嚙まずにそのまま呑み込んだ。


『おおおお～～～～～～っと草[image: ]静馬！　ヘビのごとく卵をツルッと丸呑みにして胃い袋ぶくろに送り込むという荒あら技わざを見せました！』


『しかし危険ではないのかね？　体内で爆発する可能性が──』


　周囲の心配を他よ所そに、静馬は勝ち誇ほこったように胸むねを張はった。











[image: ]








「どや!?　完食したやろ」


「ふうん……大好物なのに味わって食べないのね」


　飛鈴の指し摘てきは的を射いていた。好物を食べて何を自じ慢まんすることがあるのか。


「まあいいわ。そもそも勝って当然の勝負だし。この程てい度どのハンデはもとより想定のうち……それに負けたわけでもないしね。でも審査員を彼一人にしなかったのは失敗じゃなくて？　後こう悔かいするわよ、きっと」


　飛鈴がそれ以上の追つい及きゆうをしなかったため、第一試合の判定が覆くつがえることはなかった。


「ちょっと静馬！　あんた大だい丈じよう……」


　駆かけ寄ろうとした涼子は自分の袴はかまの裾すそに足を引っかけてつまずき、反射的にバランスを取ろうと両手を伸のばした。その手が静馬の背せ中なかを思い切り突つき飛ばす。


　ボンッ。


　くぐもった破は裂れつ音がした。





　　　　三





　ベッドの中で目め覚ざめた瞬間、慶けい一いち郎ろうは五感がこれまでになく冴さえているのを感じ、来るべき時が来たことを悟さとった。


　骨こつ折せつした部分を中心に全身に何十本もの鍼はりが打たれているため、肉にく体たい感かん覚かくにはまだぼんやりした部分が残っているが、内ない臓ぞうのダメージが癒いえ、急きゆう速そくに活力が戻ってきているのが実じつ感かんできた。


　カーテン越ごしに差し込む午後の陽よう光こうに照らされた室内のあらゆる物がくっきりと鮮せん明めいに見える。匂においも、音も、皮ひ膚ふの産うぶ毛げを撫なでる空気の動きまでもが繊せん細さいな感覚で捉とらえられ、生々しく感じられる。


　慶一郎は久しぶりに深く息を吸い込んだ。肺はいが新しん鮮せんな空気で満たされ、全身に酸さん素そが行き渡わたる。肋ろつ骨こつの痛みはほとんどなかった。しかし、やはりというべきか右足と左上半身の感覚が鈍にぶい。鍼による麻ま酔すい効果は見事なもので、上体を起こすことも出で来きなかった。


　ドアの向こうに近付いてくる人の気け配はいがあった。絨じゆう毯たんが分ぶ厚あついため足音はほとんど聞こえないが、気配を隠かくそうとしていないため手に取るように分かる。客は二人、それも子供だった。


「ジャッジャ～～～～ン!!」


　ノックもなしにドアが開き、二人の少女が飛び込んできた。芍花シヤオフアと苺花メイフアの双ふた子ごの姉し妹まいである。前回と同じく対たい称しよう的てきなデザインのチャイナ風のブラウスにズボンという出いで立ちだが、今日はピンクとサックスの色違いである。


『キャッホ～～！　ミイラのおじさん元気ィ──ッ!?』


　入ってくるなりＭＡＸのテンションで叫さけぶ。しかもステレオだ。前回来た時は二人のキンキン声が鼓こ膜まくに刺ささって痛いくらいだったが、今日は余よ裕ゆうをもって聞いていられた。


「お土産みやげいーっぱい買ってきたよ～！」


　双子が持ってきたお菓か子しの包つつみをベッドの上にばらまいた。銀座あたりで売っていそうな高こう級きゆう洋よう菓が子しから、やたらと派手なパッケージの駄だ菓が子しまでやたらと種類が多い。おそらく目についたお菓子を手当たり次し第だいに買ってきたのだろう。


「謝謝シエイシエイ。ありがたいけど、おじさんはまだ点てん滴てきが取れないんだ。お菓子はまだ食べられないよ」


「ええ～!?　ざんね～～ん」


　双子は口ではそう言ったが、はじめから大たい半はんは自分たちで食べるつもりなのは明らかだった。さっそく三十本入りの『うまい棒』の袋ふくろを破る。二人は漢字は読めるが日本語の仮か名なはさっぱりなので、平ひら仮が名なで書かれた『○○味』は当然読めない。


「うわ、これ辛からくて美お味いしい！　何の味!?」


「……『たこ焼やき味』だな」


　包みを目の前に突きつけられたので読んでみせる。しかしたこ焼きを食べたことがない人間にたこ焼きの味だと言っても説明にならなかった。


　二人はとりあえずすべての味を確かく認にんしたいのか、うまい棒をひと口かじってはまた次のうまい棒を開けた。ベッドの上はあっという間まに食べかけのうまい棒だらけになる。後で掃そう除じが大変だと思いながら、慶一郎は姉妹に言った。


「二人に頼たのみがあるんだが……」


「なになに？　何か飲みたい？」


「鍼を抜ぬいてくれないかな」


「鍼って、この鍼？」


　双子が慶一郎の右足のギプスに刺さっている針の頭あたまをつつく。


「そう、その鍼だ」


「この鍼、全部？」


「もちろん。一本残らず」


　双子は驚おどろいて、鏡かがみ合あわせのように互たがいの顔を見合わせる。しかしすぐに慶一郎に向き直り、声を揃そろえて言う。


「それはダメだよ～、おじさん」


「どうして？」


「これは痛み止めの鍼だから、抜くとすっごく痛いよ？　薬を使わずに鍼だけで痛みを消してるんだから」


「それは分かってる」


「抜いたらもう戻もどせないよ？　あたしたちじゃ打うち直なおすのは無む理りだから。痛いよ～って泣いて頼んだってダメなんだからね」


「心しん配ぱいない。痛いのには慣なれてるからね」


「う～ん……」


　二人はじっと慶一郎の顔を覗のぞき込んだ。


「おじさん、今日は顔色いいみたいだし……」


「抜いても平へい気きかな？」


「でも勝手に抜くとばっちゃに叱しかられるかも」


「外がい出しゆつ禁きん止しになんかなったらヤダな～」


「俺が頼んだってことはちゃんと証しよう言げんするよ」


　慶一郎がそう請うけ合うと、二人はベッドから離はなれて相談を始めた。双子だけに話はすぐにまとまったらしく、二人は悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべて振ふり向いた。


「抜いてあげてもいいけど、条件があるわ」


「これから出すクイズに答えられたら、鍼を抜いてあげる」


「クイズ……？」


　慶一郎の目の前で、二人は縦たて一いち列れつに並んで幻げん惑わくするように左右に身体からだを揺ゆらせた。


「カンタンよ。どっちが芍花シヤオフアで」


「どっちが苺花メイフアでしょ～～か？」


　二人は一いち卵らん性せいの双そう生せい児じある。別々に紹しよう介かいされたこともなく、付き合いが長いわけでもない。しかし慶一郎に迷まよいはなかった。


「青い服の方が芍花、赤い服が苺花だ」


『おろ!?』


　あっさり正せい解かいを当てられ、二人は同じ顔で驚いた。


「この部屋に入ってからあたしの名前呼んだ？」


「呼んでないよ？　あたしも呼ばれてないと思う」


「ムムムムム～……」


「ウムムムム～……」


　二人は困こまった顔になった。慶一郎は自分の失しつ策さくに気付いた。即そく答とうするのではなくもう少し悩なやんでみせ、ヒントを要よう求きゆうするなどして二人を楽しませる時間を作るべきだったのだ。常つねに最高のパフォーマンスを発はつ揮きすることをよしとし、遊あそび心ごころに欠かけるところが自分の欠けつ点てんだと反省した。


「その様子だと当たったのかな？　確かく率りつは二分の一だからな」


『────!!』


　双子はハッと顔を上げた。その一ひと言ことでまぐれ当あたりだと理り解かいしてくれたようだった。


「そーそー、二分の一だから一いち問もん当あてたくらいじゃね～」


「それじゃ第二問～！」


　二人はベッドの足の側に隠かくれ「せ～の！」の合あい図ずで同時に首から上だけを出した。


『さあどっち!?』


「俺から見て──右が芍花で、左が苺花」


『…………』


「当たり、かな？」


『第三問～!!』


　二人はいったん隣となりの部屋へ移動し、慶一郎の視界から消えた。かすかに衣きぬ擦ずれの音が聞こえてくる。


『ど～っちだ!?』


　今度は芍花と苺花は互たがいの服を交こう換かんし、上着とズボンの色が互い違ちがいになっていた。微び妙みように左右対称になっていた髪かみ型がたもまったく同じに直している。


「こいつは弱ったな……」


　慶一郎の困り顔を見て、双子はニンマリと微笑ほほえんだ。そこですかさず答える。


「上が青、下が赤なのが芍花。その逆が苺花だ」


『ええ～～っ!?』


「また当たった？」


『うう～、まだよ！　第四問～！』


　意い地じになった双子はあの手この手を使って自分たちを見分けるクイズを出しゆつ題だいしたが、慶一郎はそのすべてで正せい解かいを言い当てた。確率は常に二分の一である。しかし十三回も正解が続くと、姉妹もさすがにそれが偶ぐう然ぜんではないと感づいた。


「おじさ～ん！　さては何かあたしたちの知らない見分け方があるんでしょ!?」


「教えてよ～～!!」


「さあ、どうかな？」


　慶一郎はとぼけたが、実じつ際さいの見分け方は単たん純じゆんだった。


　姉妹は完かん璧ぺきなユニゾンを演えんじていると思っているが、実際は百分の一秒単位の誤ご差さがある。動く時も話す時も、姉である芍花の方がほんのわずかだが早いのだ。妹の苺花は芍花の行動の気け配はいを察さつしてタイミングを合わせているが、ほんの少しばかり遅おくれる。ほとんど見分けが付かない時もあるが、三回に一回は苺花が遅れるので少し時間をかければ判はん別べつできる。そして出題を重ねるたびに、姉妹が以前に他人から指し摘てきされたであろう見分けるポイントをカバーするため、逆にそれがヒントになってますます見分けやすくなった。


「んも～～降こう参さんこうさ～～ん!!」


「降参するから見分け方を教えてよ～」


「それじゃあべこべだろ？　クイズに正解したんだから、約やく束そくは守ってもらわないとな」


『ホントに抜ぬいちゃっていいの～？』


「ああ。遠えん慮りよなくズバッとやってくれ」


　二人は顔を見合わせると、悪だくみを思いついたように笑顔になった。


「それじゃ……やる？」


「やっちゃおっか？」


　妙みように嬉うれしそうな双ふた子ごの様子にかすかに不安を覚える。鍼はりを抜いたことで慶一郎が激げき痛つうで七しち転てん八ばつ倒とうするハメになったとしても、それはそれで都つ合ごうのいい意い趣しゆ返しになるとでも思いついたのだろうか。


『そ～～～れ～～～～～っ!!』


　双子はベッドの左右に分かれてシーツをはぎ取ると、慶一郎の全身に打たれた鍼を片かたっ端ぱしから引っこ抜きはじめた。鍼を抜かれたことで麻ま痺ひしていた手足の感かん覚かくが次し第だいに戻ってくる。感覚を取り戻すにつれ、同時に痛いたみが襲おそってきた。とりわけ複ふく雑ざつ骨こつ折せつしてギプスで固めている左ひだり腕うでと右足がキリキリと痛んだ。


「む……う……」


　大きく息を吸い、歯を食いしばる。鍼の麻ま酔すいにより弛し緩かんしていた半身の筋肉を目覚めさせると、長く正せい座ざしすぎた時のようなピリピリとした痺しびれが走った。


「ヒュウゥゥゥ──……シュォォォ──……」


　独どく特とくの長いストロークで息い吹ぶきの声を上げる。〈神威カムイの拳けん〉の呼こ吸きゆう法ほうである。しかし仰あお向むけになった状態では十分に神しん気きを練ねれる段階にまでは至いたらない。


「おじさん、すっごい汗あせ！」


「やっぱり痛い？」


「いや……大だい丈じよう夫ぶだ。起きるのを手伝ってくれるかな？」


　双子の手を借りて身体からだを起こし、ベッドの上に座すわる。ギプスで固こ定ていされた右足を苦労して曲げ、結けつ跏か趺ふ坐ざに近い状態に足を組んだ。相そう当とうな痛みがあった。顔や背中から脂あぶら汗あせが容よう赦しやなく噴ふき出し、包ほう帯たいを湿しめらせる。


　何度か深呼吸を繰くり返し、気分が落ち着いたところで、両腕で太い柱を抱かかえるように胸の前で円を作った。胸を緩ゆるめ、深い腹ふく式しき呼吸に移る。


「前にやってくれた気き功こう治ち療りようを背せ中なかにやってくれないか？」


　慶一郎が治ち癒ゆ力りよくを高める呼吸法を行おうとしているのが分かったらしく、双子は素す直なおに従った。慶一郎の広い背中に両手を押おし当て、呼吸を合わせて気を送り込む。手足から伝わってくる痛みだけが和やわらぎ、呼吸が楽になった。


　慶一郎は意識を自分の体内に集しゆう中ちゆうさせた。


　天・月・雷らい・山・風・火・水・地──八つの龍環ルークと呼ばれる神気のダイナモによって構成される〈神威カムイの拳けん〉のシステムは停てい止し状じよう態たいにあった。これに火を入れ、再起動をかける。そのためには全身に気を巡めぐらせて火ひ種だねを練る必要があった。


　まずは基本のイメージトレーニングである。円を形作った両腕の先、指を触ふれ合わせた掌てのひらの間に灼しやく熱ねつの炎の塊かたまりをつかんでいると想像する。とたんに掌が熱くなり、痛みによるものではない汗が出てきた。


　次は凍いてついた氷ひよう塊かいをイメージした。掌にひやりとした冷れい気きを感じ、指先が痺しびれるほどに冷たくなる。


　調子が出てきた。次はその氷塊を溶とかし、水の流れに変える。水流は腕の中で円を描えがいて渦うずを巻いた。そのイメージに喚かん起きされて龍環ルークが起動する。最も底てい部ぶに位置する〈地の龍環ルーク〉が回り始めると、順に水・火・風……と共きよう振しんするように気が巡めぐり始める。


　イメージの渦うず潮しおは高熱によって気き化かし、風の渦に変わる。勢いきおいを増しながら上じよう昇しようする竜たつ巻まきが稲いな妻ずまを呼び、さらに天へと駆かけ上がる。イメージは大たい気き圏けんを飛び越こえ、真しん空くうの宇宙を越え、銀河の螺ら旋せんに達する。


　銀ぎん河がを形作る無む数すうの星ほし々ぼしが一点に収しゆう斂れんし、爆ばく発はつを起こす──その刹せつ那な、八つの龍環ルークは歯車が嚙かみ合うようにガッチリと連結され、束ねられた神気のエネルギーが身体からだの底から背骨に沿い、螺旋を描いて駆け上がってくる。それは〈煌きらめく光の龍りゆう〉だ。


　慶一郎の身体から噴ふん火か寸すん前ぜんの活火山のような巨きよ大だいなエネルギーを感じ取り、双子の姉し妹まいは興こう奮ふんした。


「お姉ちゃん、何か匂におわない？」


「匂うって？」


「おじさんの身体から匂ってくるの！」


　苺花に言われて、芍花は鼻を鳴らせて匂いをかいだ。


「……ホントだ！　甘あまい匂いがする！」


「これってお菓か子しの匂い!?」


「違ちがうわ！　甘いけど別の匂い……つい最近も、どこかでかいだような気がする」


「あたしもかいだような気がする！」


「何だっけ？」


「何だろう？」


　二人は同時に思い出し、顔を見合わせた。


『これは──赤ちゃんの匂いだ！』


　その声と同時に、慶一郎の体内を〈光の龍〉が駆かけ巡った。


　慶一郎の皮ひ膚ふから急速に艶つやが失われ、質しつ感かんが変わった。


　ずぶっ……


　慶一郎の背中に押しつけていた姉妹の両手が、掌の形のままめり込んだ。まるで生なま温あたたかい泥どろのような感かん触しよくだった。


「キャァァァ──────ッ!!」


　双子の甲かん高だかい悲鳴が部屋に響ひびいた。





　　　　四





　第二試合──ＰＫ対決。


　互たがいにキッカーとキーパーを自由に指名することができ、五本ずつシュートしてゴール数が多い方が勝利となる。五本目を終えて同点の場合でも延えん長ちようはなし。


　涼子は自分自身がキッカーを務つとめ、キーパーに静馬を指名。対する飛鈴フエイリンはキッカー・キーパーともにサッカー部のレギュラー選手を指名した。


　コイントスにより飛鈴側が先せん攻こうとなる。


　両陣じん営えいのキーパーが神がかったスーパーセーブを見せて四本目までノーゴール。しかし五本目──先攻飛鈴側のキッカーが大気との摩ま擦さつでボールが焦こげるほどの超ちよう絶ぜつ破は壊かい力りよくの必殺シュートを放ち、静馬の手を弾はじいてゴールを奪うばった。


　後こう攻こう。静馬は涼子に土下座してみずから五本目のキッカーになり、怒いかりの爆ばく裂れつタイガーシュートでキーパーごとゴールを粉ふん砕さい──結果はドロー。飛鈴に指名されたキッカーとキーパーは保健室に担かつぎ込まれた。





　第三試合──騎き馬ば戦せん。


　騎馬を構こう成せいする人数に制限がないという変へん則そくルールが導どう入にゆうされた。騎馬が場外に押し出される、騎馬が崩くずれて騎手が地面に接せつする、騎手役が頭に巻いた鉢はち巻まきを取られる、の三つが敗はい北ぼくの条件。十分間の試合時間が過ぎても決着がつかない場合はドローとなる。


　涼子側は静馬と二年生男子の古こ賀が・溝みぞ渕ぶちの計三名でベーシックな騎馬を作るが、飛鈴は騎馬になりたいと希望する男子全員を採さい用よう。総勢四十名による人間ピラミッド型の巨きよ大だい騎馬を作り上げる。当とう初しよは機き動どう力りよくの差で涼子側有ゆう利りと目されたが、見事な協きよう調ちよう性せいを発はつ揮きしてまるで一体の生物と化して動く巨大騎馬の前に劣れつ勢せいを強しいられる。


　終しゆう盤ばん、飛鈴は涼子の騎馬を試合場の隅すみに追い詰つめ、人間ピラミッドの一部をわざと崩れさせて押おし潰つぶす自じ爆ばく戦法を敢かん行こう。その攻こう撃げきで涼子の騎馬は崩ほう壊かいするが、静馬が一人で涼子を肩かた車ぐるまして騎手の脱だつ落らくを防ふせいだ。涼子の騎馬は人数が減へってサイズが縮ちぢんだ人間ピラミッドの頂上に登り、飛鈴に攻撃を仕し掛かける。しかし騎手だと思い込んでいた相手はカツラを被かぶった偽にせ物もので、本物の飛鈴は人間ピラミッドの内部に隠かくれていた。背後から忍しのび寄った飛鈴に鉢巻きを奪うばわれ、結果──涼子の敗はい北ぼく。怪け我が人多数。


※第二及および第三試合で飛鈴側に協力した生徒たちは全員が肉体の潜せん在ざい能のう力りよくを引き出すツボに鍼はりを打たれていたのだが、それが判明したのは後日のことである。





　第四試合──テレビ時代劇カルトクイズ対決。


　テレビ時代劇に関するマニアックなクイズを出しゆつ題だいする。正解した側がジャンルと得とく点てんごとに分けられたパネルを選ぶ方式。回かい答とう権けんは一問につき一回のみ。お手つきによるペナルティはなし。全二十五問。


　結果──涼子の圧あつ勝しよう。怪我人ゼロだが盛もり上あがらず。





　第五試合──水着対決。


『──さ～てさて、Ｋファイトスペシャルマッチ第五試合はここ、大だい門もん高こう校こう内プールサイドに舞ぶ台たいを移うつして行われます！　実じつ況きようは引き続きわたしく放送部二年の中村環、解説は全国の高校きってのド変態との噂うわさの絶えないこいつ、藤とう堂どう校長でお送りします！』


『ほほう、どんな噂か聞かせてもらおうじゃないかね』


『十八歳さい未満の少年少女に聞かせられるわけがないじゃないですか！　何を言ってるんですか、まったく……』


　ネタを振ふっておいて逆ぎやくギレして説教されては校長も二にの句くが継つげない。中村はすぐにいつものトーンに戻もどり、実況を続ける。


『では第五試合ではマッチメーカー兼けんレフェリーの神かみ矢や大作君に特別解説として来てもらっています。よろしくお願いします』


『こちらこそよろしく』


『いや～腹はら黒ぐろだと知ってても間近で見る美少年ってのはいいもんですね！　それではいよいよ両選手の入場です！』


　毒どくにも薬くすりにもならないような洋楽のＢＧＭが流れ、涼子と飛鈴がプールサイドに姿を現した。特設された観客を正面に見るステージに立ち、マントのように羽は織おっていた大判のタオルを脱ぬぎ捨すてる。観客席や校舎の窓から身を乗り出して見けん物ぶつしている生徒たちが歓かん声せいを上げた。


　涼子の水着は以前に真鶴旅行の時に持っていった黄色と黒のツートンカラーのセパレートである。フィットネス風ふうのデザインで海うみ辺べのスポーツ向けの水着は可愛かわいらしさや色っぽさなどは度ど外がい視しだが、涼子の筋きん肉にく質しつでメリハリのきいた長身にはよく似に合あっている。


　対する飛鈴は完全にリゾート気き分ぶんだった。


　身に着けているのは白いハイレグのワンピースだが、胸むな元もとや脇わきが蜘く蛛もの巣すを思わせる編み目状になっているため総合的な布の面積はビキニ並なみだった。色が白ということもあって一いつ瞬しゆんランジェリーにも見えてしまうセクシーな水着である。何より八はつ頭とう身しんのプロポーションが抜ばつ群ぐんで、水着の派は手でさに負けていない。


『おお～～っと、これはまたトンでもないワガママボディの登場ですよ！　高校のプールサイドというロケーションには少々刺し激げき的てきすぎるのではないでしょーか!?』


　飛鈴が長い髪かみをかき上げながらモデルのように優ゆう雅がに足を踏ふみかえながら一回転した。背中側に最さい小しよう限げんの布ぬの地じしかないのを見て、男子生徒たちが感かん極きわまった悲鳴を上げる。


『スケベ野や郎ろうどもがいいように悩のう殺さつされております！　おっと、飛鈴選手の左の脇に注目！　タトゥーシールでしょうか？　白い肌はだの上に一羽の黒い蝶ちようが舞まっていますね～。なるほど、水着の蜘く蛛もの巣に捕とらえられた蝶ですか！　エロすぎる演出ですねえ』


『最高です！　ただ……人ひと妻づまだと思うと腹はらが立ってしょうがありませんが』


　大作はそうコメントしながら、実況席から身を乗り出してカメラのシャッターを切っている。注目を集める飛鈴の隣となりで、涼子は腕うでを組んで仁に王おう立だちに突つっ立っているだけだった。


『一方の御剣選手も相当にすごい身体からだをしてますねえ。一七五センチの長身はダテじゃありません！』


『そりゃもう鍛きたえてますからねえ。太ふと腿ももにえくぼができるのは前からなんですが、最近は腹ふつ筋きんが割れてきてるんですよね』


『いや～マニアにはたまりませんね！』


『とはいえボディビルダーみたいに不自然に筋肉を付けてるわけじゃありませんよ。締しめるべきところは締まってて、出るべきところは標ひよう準じゆん以い上じように出てますしね』


　大作の発はつ言げんで周囲の視線が腹筋に集中したのに気付き、涼子は手でヘソを隠かくした。


「ジロジロ見てんじゃないよ！　大作君、さっさと勝負をはじめたらどうなの!?」


『何を言ってるんですか涼子さん。勝負はすでに始まってますよ』


「え!?　だって水泳対決じゃ……」


『違ちがいます。水着対決です』


　確かにその通りだった。涼子も妙みようなタイトルに違い和わ感を覚えたが、水着に着き替がえてプールで対決するからには競きよう泳えいだろうと当然のごとく思い込んでいたのだ。道どう理りで飛鈴に泳ぐ気がまるで見られないわけだ。


「じゃあ何のために着替えさせたのよ!?」


『そんなの水着姿が見たかったからに決まってるじゃないですか!!』


　大作が高らかに宣せん言げんすると、男子生徒全員が賛さん同どうの雄お叫たけびを上げた。


『下した心ごころもここまで堂どう々どうとオープンにされるといっそ爽さわやかと言うほかありません。わたくしも女子の端はしくれとしましては、Ｆ１マシンのごとく鍛え抜ぬかれた御剣選手のアグレッシヴなボディを拝おがめただけでも満足です』


　中村の感想に同どう意いする声もあちこちから上がった。大半が一年生の女子である。


「だったら聞くけど、どうやって勝負するってのよ？」


『当然、美うつくしさを競きそっていただきます。判定は──』


「その勝負、待った～～～」


　妙に間ま延のびした声が聞こえてきたかと思うと、白いシーツを被かぶった女がステージに乱らん入にゆうしてきた。


「美人コンテストと聞いちゃ黙だまってらんないわね～。そ～～れ～～！」


　締まりのない掛け声とともにシーツを脱ぎ捨てる。現れたのは黒いビキニ姿の菱ひし沼ぬま奈な々な子こだった。


『あああぁぁ～～～～～………………』


　歓声は電池が切れかかったテープレコーダーのようにトーンダウンし、尻しりすぼみに小さくなっていく。


「なあによ～～？　そのリアクション～、失礼しちゃう～」


　奈々子は頰ほおを膨ふくらませて不満を表明したが、ダルなムードが覆くつがえることはなかった。


『いや～……残ざん念ねんですね！』


『ですねえ。年ねん齢れいを考えるとプロポーションは決して悪くはないと思うんですけどね』


『比ひ較かくする対象さえなければ……』


『水着もけっこう大だい胆たんなんですけどね』


『中身が……まあ、普ふ通つうですからね』


『ホント残念としか言いようがないです』


「ちょっとちょっとあんたたち～～！」


　簡単なコメントで片付けようとする二人に抗こう議ぎして、奈々子は実況席に詰つめ寄った。


「この勝負に勝てば南雲先生を好きにできるんでしょ～？　だったら私にも参さん加かの権利があるわよね～？　違う～？」


『そんな特とく典てんはありませんよ。途と中ちゆうからの乱らん入にゆうは認められてませんし。奈々子先生は怪け我が人の手当てに専せん念ねんしてください』


「騎き馬ば戦せんのおかげで野や戦せん病院みたくなってんのよ～？　やってらんないわよ～」


『とっととお帰りください！』


　Ｋファイト実行委員会の保ほ安あん係がかりが、両手に持ったシーツを広げて壁かべ代がわりに使い、奈々子を追い立ててステージから強きよう制せい退たい場じようさせた。奈々子の「なによ～牛や羊じゃないのよ～」という抗議は無視された。


『さあ、気を取り直して対決を再開しましょう！　判定方法の説明をお願いします』


『はい。第一試合と同どう様ように五名の審しん査さ員いんを抽ちゆう選せんで選び、特別審査員の静馬さんを合わせた六名で判定していただきます』


　審査員席にはすでに選ばれた五名と静馬が並んで座すわっている。第一試合とは異ことなる顔ぶれだが全員が男子だった。審査員席はステージの目の前というかぶりつきの特等席である。


『それでは判定していただきましょう──二人のうち抱きたいのはどっち!?』


　周囲から悲鳴混じりの歓かん声せいが上がる。


　ほどなく五本の札が一いつ斉せいに挙あがった。五本ともが飛鈴への投票である。


「ちょっ……大作、ちょっと待たんかい！」


　札を挙げるタイミングを失した静馬が、泡あわを食って大作に異い議ぎを申し立てた。


『何でしょう？　早く札を挙げてくださいよ』


「いやいやいやいや……お前、判定のアレがおかしないか？」


『おかしいですか？』


「ん～……ちょっと大だい胆たんすぎるっちゅうか、その……微び妙みようなニュアンスがな」


　静馬はちらりと涼子を見た。互たがいに目が合い、慌あわてて顔をそらす。


『分かりました。それではいったん札を下ろしてください』


　他の審査員は素す直なおに従い、仕切り直しとなる。


『再度判定していただきます──二人のうちつき合いたいのはどっち？』


　今度も即そく座ざに飛鈴に五票が入った。第一試合の結果を踏ふまえれば当然といえる。


「待て待て待てぇぇぇっ！」


　またもや静馬が異議を唱となえた。


『またですか？　今度は何です？』


「……ちゃうねん！」


『何が違うんですか？』


「そやから分かるやろ……な？　ちゃうやん!?」


『微妙に言い方を変えたところで同じですよ。問題があるならはっきり言ってもらわないと』


「分かっててわざと言うてるやろ!?」


『だから何が問題なんです？』


「オレには選択権がない！」


　静馬は実じつ況きよう席せきの机つくえをバンバン叩たたいたが、大作のポーカーフェイスは変わらなかった。


『選せん択たく権けんならありますよ。単純な二に者しや択たく一いつじゃないですか。それに実際につき合えとは言ってませんよ？　あくまで仮かりの話なんですから』


「仮の話っちゅうてもなあ……お前、それはいかんやろ？　もうちょっと何か別の──」


　グズグズと文もん句くを言い続ける静馬に、外野から野次が飛んだ。


「往おう生じよう際ぎわが悪いぞ──ッ！」


「そうだそうだ～～～」


「男らしく責任を取れ──ッ!!」


　その一言でドッと観客がウケた。激マズ料理を完かん食しよくさせられた上に責任を取れとは不条理極きわまる要求である。しかし生徒たちは涼子を勝たせるために特別審査員の枠わくを静馬が無む理り矢や理りねじ込んだと思い込んでいるため、心情的には当然という雰ふん囲い気きがあった。


「今言うた奴やつ！　後で涼子の作ったメシたらふく食わしたるからな……覚おぼえとけ!!」


　静馬の台詞せりふも観客には負まけ惜おしみにしか聞こえなかった。審査員席に戻もどってきた静馬は、ステージに立つ涼子が自分をにらみつけているのに気き付づいた。


「……何やねん？」


「ガタガタ文句言ってないで、さっさと白黒つけなさいよ。あんたが判定出しゃそれで済む話なんだから」


「簡かん単たんに言うな」


「長引けば長引くだけ恥はずかしいでしょ!?」


「オレの方がＭＡＸで恥ずかしいっちゅうねん！」


「……意い気く地じ無なし」


　涼子はそっぽを向いた。耳まで真っ赤──どころか全身が火ほ照てっている。


『それでは判定を下していただきましょう！　さあどっち!?』


　五本の札が挙あがった。飛鈴に五票。


　観客が息を呑のむ。静まり返るプールサイドに、やがて、金色のテープで縁ふち取どられた六本目の札がピョコン、と挙がった。


　御剣涼子に一票──ただし五倍掛がけなので結果は五対五のドローである。


「よーし、よくやった！」


「感動した！」


「男の中の男だ!!」


　やんやの喝かつ采さいが浴あびせられ、拍はく手しゆの嵐あらしが巻き起こる。審査員席の机つくえに突つっ伏ぷしていた静馬はやにわに立ち上がると、頭を抱かかえて絶ぜつ叫きようした。


「うおおおおっ！　こっ、こんな茶ちや番ばん……やってられるかぁぁぁっ!!」


　パイプ椅い子すを蹴け倒たおして全力ダッシュで逃にげ出だす。


　飛鈴が苦く笑しようしながら涼子に耳みみ打うちした。


「あんなに恥ずかしがらなくてもいいのに……意外と可愛かわいいところもあるのね」


「知りません！」


　涼子は限げん界かいまで火ほ照てった身体からだを冷ますため、背後のプールに飛び込んだ。





　三十分後──再び着き替がえて更こう衣い室しつから出てきた涼子と飛鈴を待っていたのは、第六試合の競技を決定するルーレットだった。ルーレットのセットは移動式になっていて、対戦が行われる場所にいちいち運んではセッティングしている。


　辺りを見回したが静馬の姿はない。逃とう走そうしたままのようだ。


　快かい晴せいだった空に低い雲がたれこめはじめていた。そろそろ四時になろうかという時刻である。日にち没ぼつにはまだ時間があるが、天気からして五時を待たずに暗くなりそうだった。


　涼子は飛鈴にだけ聞こえる声で話しかけた。


「……そろそろ決着をつけたいと思うんだけど」


「そうね。彼氏も戻ってこないことだし、いい頃ころ合あいだわ」


「だからそれは関係ないって」


　ルーレットのセッティングが終わり、準備が整ととのったようだった。


『それでは涼子さん、お願いします！　ルーレット、スタート!!』


　円の周囲を電でん飾しよくの光が回りはじめる。選せん択たく済ずみ種目のパネルは外され、残っている種目のエリアが増やされている。その中に希望する種目は残っていたが、涼子がストップをかけて種目を選えらぶという一連の手順は意味のないセレモニーにすぎない。実際に競技種目を選んでいるのは大作でありＫファイト実行委員会で、涼子自身の意志が尊そん重ちようされることはないのだ。


　涼子はストップをかける代わりに、袖そでの中に隠かくし持っていた棒ぼう手しゆ裏り剣けんを打った。


　カコォン！


　的に棒手裏剣が突き刺ささり、電飾がショートして火花を散らした。


『ええっ!?　涼子さん、これは……』


「──遊びは終わりよ」


　涼子の打った棒手裏剣は〈自由格かく闘とう〉のパネルを貫つらぬいていた。





　　　　五





「芍花！　苺花！　これは──いったい何がどうなってるんだい!?」


　スイートルームに入るなり、犀蓮サイリヤンは呆あきれて声を荒あららげた。


　騒さわぎを聞きつけてやってきたのだが、室内の惨さん状じようは目を覆おおわんばかりだった。


　床ゆか一面に散らばった様々なお菓か子しは双ふた子ごの仕し業わざとしても、ベッドの状態は説明がつかなかった。ピンクがかった泥どろをバケツ一杯ぱい分もぶちまけたような様子である。まるで泥レスのリングだった。


　双子はベッドの上に座すわり込んだまま放心していた。両りよう腕うでと胸から下が泥だらけになっている。犀蓮の存在に気付くと、二人は口をパクパクさせた。


「ば……ばっちゃ！　大変大変、た～いへ～んなの!!」


「すっごいの！　すっごいの見ちゃった！　すっご～いの!!」


「それじゃ何が何だか分からないよ。落ち着いて話しな」


　犀蓮はシーツの上にべったりと染しみついている泥を指先ですくってみた。水分は少なく、奇き妙みような弾だん力りよくと生なま温あたたかさがある。普ふ通つうの泥とは違ちがうようだが、どこかで触ふれたような覚えもあった。いったいこの泥はどこから持ち込まれたのか──疑ぎ問もんを感じながら室内を見回した犀蓮は、レースのカーテンの一部が破り取られているのに気付いた。ベランダの窓が開いていて、泥の足あし跡あとが外へ続いている。


　やがて犀蓮は最初に気付くべき事こと柄がらに思い当たった。


「あの男はどこへ消えたんだい!?」


『それそれ！』


　双子は手を叩たたいて笑い出した。笑えることがあるのではなく、どうしていいか分からないくらいハイになっているのだ。犀蓮は双子の肩かたを抱だいて落ち着かせながら、ゆっくり言葉を区切って訊たずねた。


「さあお二人さん。ばっちゃに教えてくれるかい？　飛鈴の丈夫zhangfuは、どうしたんだい？」


『おじさん……？』


　芍花と苺花は互たがいに顔を見合わせ、噴ふき出だすのを我が慢まんするように頰ほおをふくらませる。そして犀蓮に顔を向けると、声を合わせて答えた。


『脱だつ皮ぴよ！　おじさんは脱皮したの!!』


「何だって!?」


　犀蓮はふと思い立って袖そでをまくり、泥を手でつかみ上げた。指先でほぐしながら泥の内容物を観察すると、人の体毛を思わせる短い毛が混じっていた。


「まさかこの泥は──」


　犀蓮はいったんベッドから離はなれてみた。すぐにその顔に驚きよう愕がくの色が現れる。


　シーツの上に広がった泥は、おおよそ人間の形をしていた──





　　　　☆





　第六試合──自じ由ゆう格かく闘とう対たい決けつ。


　校内全域を戦場とするフリーバトル。武ぶ器き使し用よう可か。ただし刃はの付いていないものに限る。飛び道具に類るいする武器は使用禁止。防ぼう具ぐの使用は自由。


　選手は左ひだり胸むね（心臓の位置）に白い薔ば薇らの花を挿さす。相手の攻こう撃げきにより自分の薔薇の花はな弁びらを散ちらされると敗北となる。完全決着まで休憩インターバルなし、時間無制限の一いつ本ぽん勝しよう負ぶ。





「──つあああっ！」


「ハイ！」


　ガキッ！


　気き合あいの声とともに双そう方ほうの武器が激げき突とつし、甲かん高だかい音が木々の間で反はん響きようした。


　涼子と飛鈴の対決は旧きゆう道どう場じよう裏うらに場所を移していた。


　涼子の武器は愛あい用ようの赤あか樫がしの木ぼく刀とう、対する飛鈴は中ちゆう華か包ぼう丁ちようを思わせる刃渡わたり三十センチほどの刀を二振ふり、両手で同時に操あやつっている。刃の付いていない練れん習しゆう用ようである。


　この双刀──胡こ蝶ちよう刀とうを相手に涼子は苦く戦せんを強しいられた。否いな、まるで手も足も出ないというのが正解だろう。それほどに飛鈴はこの武器の扱あつかいに長たけていた。


　胡蝶刀の特とく性せいは、柄つかの護こ手てを利用して順じゆん手てと逆さか手てを素す早ばやく持ち替かえるところにある。逆手の状態では刀身を腕に沿そわせることで防ぼう御ぎよに使い、攻撃時には順手に持ち替えるのだが、その切り替えはまさしく当とう意い即そく妙みようだった。


　涼子の打ち込みはことごとく受け流され、受ければ即返かえし技わざがくる。いわゆる日本刀での二刀流の戦せん法ぽうでは基本的に二刀のどちらかが防御専用になるものだが、この双刀は左右どちらでも攻撃と防御に使える。


「──せい！」


　涼子は真まっ向こうから木刀を振り下ろした。飛鈴は半身に体を開いて躱かわす。それを追って木刀を水すい平へいに振るうと、飛鈴は涼子から遠い方の手の胡蝶刀で受け、同時に懐ふところに踏ふみ込みながらもう一方の胡蝶刀で涼子の胸むな元もとを突ついてきた。涼子は木刀を手元に引き寄せてそれを防御しながら後こう退たいするが、飛鈴は間ま合あいを詰つめつつ双刀で連続攻撃を仕し掛かけてくる。


（間合いが……取れない！）


　涼子は胸の薔薇を守るので手一いつ杯ぱいだった。


　木刀と胡蝶刀ではリーチにかなりの差がある。リーチと打撃力からいえば木刀の方が断然有ゆう利りなはずだが、飛鈴の防御の巧たくみさと、木刀の攻撃を受けた直ちよく後ごにこちらの間合いの内側に踏み込み、そのまま粘ねばりつくように攻せめ続ける戦法に涼子は圧あつ倒とうされっぱなしだった。


　双刀に木刀の動きを封ふうじられ、足が止まったところで飛鈴の蹴けりがきた。下か腹ふく部ぶに強きよう烈れつな一撃を食らい、涼子の身体からだは数メートルも吹ふっ飛とばされる。


「ぐっ……はうっ……」


　地面に這はいつくばって喘あえぐ涼子を眺ながめながら、飛鈴は双刀をまとめて小こ脇わきに手挟たばさむ。涼子が回復するまで休憩を決め込んでいるのだ。


『おっと烈飛鈴、またもや休きゆう憩けい時間に入りました！　余よ裕ゆう綽しやく々しやくの態度で御剣が立ち上がるのを待っています！　それにしてもこの構こう図ずを見るのはいったい何度目でしょうか!?　全身土つち埃ぼこりにまみれている御剣に対し、飛鈴先生のチャイナドレスはいまだ下ろしたてのままです！』


　中村が興こう奮ふん気ぎ味みに実じつ況きようするが、観客の反はん応のうはいまひとつだった。実力差が目に見えてはっきりしているからである。


「どうしてさっさと胸の薔薇を散らしてしまわないのか──そう思っているわね？」


　飛鈴は涼子を冷ややかに見下ろしながら言った。


「簡単に終わらせては私の気が済まないからよ。まずは一昨日おとといの借かりをきっちり返したうえで、決して私に勝てないということを身体に教えてあげないとね」


　京極家での一件を相当に根ねに持もっているらしい。武ぶ術じゆつ家かとして、暗あん殺さつ拳けんの遣つかい手としての面めん目もくを潰つぶされたのだ。相手が素人しろうとの女子高生と盲もう目もくの女となればなおさらだ。


「さあ立ちなさい……まだ勝負はついていないわ。あなたは私の胸の薔薇を狙ねらえばいい。私はあなたの薔薇以外を狙う」


　要するにＫＯ宣せん言げんである。これまで胸の薔薇を狙ってきたのもフェイントにすぎないのだろう。


「……上じよう等とう！」


　涼子は立ち上がるなり猛もう然ぜんと突とつ進しんし、渾こん身しんの片手突きを見み舞まった。飛鈴は胡蝶刀で木刀の切きっ先さきを払はらい落としながら避よける。涼子は飛鈴の横よこを駆かけ抜ぬけてから身体をひねり、逆ぎやく袈げ裟さに斬きり上あげる。木刀が空から振ぶったのを見み透すかして踏み込んでくる飛鈴。涼子はふわりと身体を浮うかせ、後方に跳とびながら木刀を打ち下ろした。


　ゴッ！


　真上から落ちてくる木刀を、飛鈴は両腕を頭上で交こう差ささせて受けた。双刀はともに逆手で完かん璧ぺきな防御の形である。


（クッ……この間合い!?）


　胡蝶刀がちょうど届く間合いは、木刀にとってはまるでエアポケットだった。攻めるにも守るにも中ちゆう途と半はん端ぱで有ゆう効こうな手がない。


　涼子は自分から半はん歩ぽ間合いを詰めて膝ひざ蹴げりをくれた。飛鈴は自分も膝を上げてそれを受けると、胡蝶刀の柄で涼子の鳩みぞ尾おちを打つ。もう片方の胡蝶刀で木刀を巻き込むように押おさえつけ、上段の回し蹴りで涼子の側頭部をとらえた。涼子はきりもみをうちながら吹っ飛ぶ。


『おおおお～～～っと！　これは効きいたぁぁぁっ!!　なんとも美うつくしい蹴りだ～！　御剣、立てるか!?』


　涼子は木刀を支えにして立ち上がった。蹴られる瞬しゆん間かんに同じ方向に跳とんでダメージを軽けい減げんしたものの、口の中を切ったらしく鉄てつの味がする。


　闘とう志しを失わずに再び木刀を構かまえる涼子に、観戦する生徒たちから声せい援えんが飛んだ。


　胸の薔薇を散らせば勝ち、という女同士の対決に配はい慮りよしたルールを無視してガチンコ勝負を繰くり広げる二人に、いつしか観客の生徒たちの間にこれまでとは異なる熱気が生まれはじめていた。


『武器のリーチの差をものともしない烈飛鈴！　相当な実力の差があるように見受けられますが、御剣に勝しよう機きはあるのでしょうか？　いかがですか、校長!?』


『うむ……どうもいかんな。御剣君は相手の戦法に対たい応おうしようとしすぎている』


『と、いいますと？』


『手数で優まさる相手に対して受けに回るのは得とく策さくではない。日本刀には日本刀なりの闘たたかい方があることを忘れているのではないかね？』


『もっと間合いを広く取った方がいいと？』


『そうしたくても向こうがそれを許さんだろうね』


『では打つ手がない？』


『そこは自分で気付くしかないな。飛鈴君は胸の薔ば薇らを攻こう撃げきする気がないらしい。その余よ裕ゆうにつけ込むしかないわけだが──』


　観客から悲ひ鳴めいが上がった。涼子が胡こ蝶ちよう刀とうの刀身の側面で横っ面つらを張はり飛とばされたのだ。大きくよろめいたがどうにか倒たおれず踏ふみとどまる。


　何度挑いどんでも同じだった。密みつ着ちやくするほどの間合いに入ると飛鈴は双そう刀とうと蹴りの三つの攻撃を自じ在ざいに組み合わせて襲おそってくるが、涼子の木ぼく刀とうはとたんに不ふ自じ由ゆうになり防ぼう御ぎよしきれなくなる。


『御剣の口元に血が滲にじんでいます！　ここまでタフネスぶりを見せていますがダメージも蓄ちく積せきしている模様！』


『スタミナが尽つきる前に打だ開かい策さくを見つけないことにはな』


『ここで敗北するようなことになると、これまでの対決が無む駄だになってしまいます。そういえば草[image: ]君は雲くも隠がくれしたままなんでしょうか？』


『彼のことだ。この放送が聞こえる場所にはいるだろう』


『心配で気が気じゃないかもしれませんね～』


「──やかましわ、ボケェェェッ!!」


　そのだみ声は頭上から降ってきた。皆みなの視線が桜さくらの大たい木ぼくの上に集まる。


　行方ゆくえをくらましていた静馬がそこにいた。太い枝に両りよう足あしでぶら下がりながら、静馬は涼子に向かって大声を張り上げる。


「ナニをチンタラやっとんじゃ！　南雲の嫁よめなんぞさっさといてもうたれ!!」


　実際に観戦していたのか疑うたがわしい物もの言いいだった。手て加か減げんしているのはむしろ飛鈴の方ではないのか──そんな周囲の疑ぎ念ねんなどお構いなしに静馬は放ほう言げんを吐はき続けた。


「こんなとこで負けやがったら承しよう知ちせえへんからな！　お前を勝たすためにオレがどんだけ苦労したか分かっとんのか!?　耐たえ難がたきを耐え、忍しのび難きを忍び……」


『最終的に耐えきれずにダッシュで逃にげ出した人が何か言ってますが』


『あのフレーズが言いたいだけではないのかね？』


「お前らは黙だまっとれ！」


　静馬がバナナの皮かわを実況席に投げつけてきた。プールから逃げた後、傷しよう心しんを癒いやすために食べたに違ちがいない。


「胸の薔薇なんぞ構かまうな！　そんなもんＫＯした後で始し末まつしたらええんじゃ！　出で刃ばの一本や二本がナンボのもんや!?　上う手まいことやろうと思おもうな！　カッコつけんのは勝った後でええ!!」


「あんたこそうるさいのよ！」


　涼子は静馬の方を見ずに吼ほえると、木刀の先で足あし元もとの地面に横一文字に線を引いた。その線に左足を合わせ、木刀を右みぎ肩かたに担かつぐように構えて膝を落とす。


（確かに──）


　胡蝶刀を出刃（包丁）と言い切る静馬のセンスに、思わず笑いがこみ上げてきた。


　出刃包丁に日本刀が負けるか？　答えは否いな、である。負けるとすれば出刃包丁の届とどく間合いまで接せつ近きんを許ゆるした時だけだ。


（──ならば！）


　涼子は飛鈴に向かって突とつ進しんした。肩に担いだ木刀を思い切り叩たたき付ける。


　飛鈴は正面から受けずに、滑すべるような足運びで涼子の背せ中なか側がわに避よけた。そこから懐ふところに入り込むのが常じよう套とう手段だ。涼子は退ひいて受けに回ることはせず、突進の勢いを利用して肩から体当たりした。


「うっ──!?」


　これまでにない動きに一いつ瞬しゆん、飛鈴が途と惑まどった。地面に打ち下ろしていた木刀を跳はね上げ、水すい平へいに振るう。


　ガキッ！


　飛鈴は双刀で防御するが、涼子は足を止めずにそのまま押おし込み、身体ごとぶつかるようにして押し退のけた。再び間合いが開く。今度は木刀の間合いだった。涼子は柄つかを握にぎる両手をくっつけ、渾こん身しんの力を込めて打ち込んだ。飛鈴は頭上で逆手に握った双刀を交差させて防御し、力を受け流しながら懐に入り込もうとする。涼子は飛鈴が入ろうとする位置に身体を押し込み、頭ず突つきを食らわせた。


　ゴッ！


　鈍にぶい音が響ひびく。目ま蓋ぶたの裏に火花が散ちったが、飛鈴の方がよりダメージが大きかった。


　怯ひるんだところへ木刀をフルスイングする。斬きるというよりはブッ叩くという攻撃。飛鈴は辛かろうじて防御するが、受けきれずに吹っ飛ばされて後退する。


「くっ、こんな……!!」


　初めて飛鈴の顔から余裕が消えた。


『み……御剣、一転して凄すさまじい攻勢！　しかしこれは……ここまでパワフルな闘い方を見せたのは初めてではないでしょうか!?　あまりにも激しい攻撃に烈飛鈴もタジタジの様子！』


『よもやこう来るとは予よ想そう外がいだったが……』


『御剣のあの戦法は日本刀の理りに適かなっているのでしょうか？　ただもうがむしゃらって感じにしか見えないんですが』


『相手の出方を見ることをせず、斬り込むべきところへただまっすぐに、全身全ぜん霊れいを以もつて斬り込んでいく──一見して無む鉄てつ砲ぽうに見えるがあれはあれで正しい闘い方だ。木刀のリーチと体たい格かく差さを最大限に利用している。だがこれで向こうも本気になった』


　飛鈴は油ゆ断だんなく胡蝶刀を構かまえながら、涼子に問いかけた。


「そこまで……あの人に会あいたいというの？」


「……え？　ああ、そういえばそのために闘ってるんだったわね。忘れてたわ」


　涼子の答えは皮ひ肉にくではなく本ほん心しんだった。それだけ目の前の勝負に集しゆう中ちゆうしていた。


「どっちにせよすぐ結果は出るわ──勝負！」


　再び涼子は全力で斬り込んだ。飛鈴はそれを待たずに前に出てくる。飛鈴が自分から仕し掛かけてくるのは初めてだった。涼子の戦せん法ぽうに対してもはやカウンターが通つう用ようしないと判断したのだ。


　ガツッ！
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　双刀が木刀を受け止める。


　涼子の斬ざん撃げきが最大の威い力りよくを発揮する前に胡蝶刀の間合いまで踏み込む──飛鈴の狙ねらい通りになった。涼子は構わず身体からだごと木刀を押し込んでいく。その圧あつ力りよくにギリギリまで耐えたところで、瞬しゆん間かん的てきな重じゆう心しん移い動どうで力を逸そらす。勢い余って涼子の身体が前に流れる。その胸むな元もとの薔薇を狙って胡蝶刀を突き入れた。


　ザッ！


　胡蝶刀の切っ先が涼子の着物の胸元を切り裂さいた。涼子が寸すん前ぜんで身を躱かわしたため的を外したのだ。


　しかし次の瞬間──二人の視界は青白い光に染そまった。


「──うっ!?」


「……な、なにっ!?」


　飛鈴は反射的に飛び退のいた。光源は涼子の胸元にあった。


〈ソルバニアの秘石〉──梵ぼん字じを思わせる白い文字が彫ほり込まれた青い石のペンダント。涼子が慶一郎から預かり、飛鈴が慶一郎に取り戻もどすよう頼たのまれた問もん題だいの品しな。二人がＫファイトで闘うことになったその原げん因いんである。


　涼子は勝負を忘れて秘石を掌てのひらに乗せた。秘石の放つ青白い光はこれまでになく強かった。先日の怪かい物ぶつが出現した時とも、〈Ｖ－１エクストリーム〉の夜にゾンビの群むれを退けた時とも違う。それ以外でこのペンダントが光を放つ時といえば、一つしかなかった。


「これって──」


　不ふ意いに涼子の周囲だけ日差しが陰かげり、巨きよ大だいな影かげが頭上に覆おおい被かぶさってきた。


　風ふう圧あつを感じて思わず目をつぶる。再び目を開いた時、涼子の掌から秘石は消えていた。首の後ろに痛みを感じて手を触ふれてみると、ペンダントの紐ひもが引きちぎられていた。


　観戦していた周囲の生徒たちがざわめいている。顔を上げた涼子は、自分の前に異い様ような風ふう体ていの人物が立っていることに気付いた。


　それは身長二メートルを超こえる巨きよ漢かんだった。


　レースのカーテンらしい布をマントのように被っている。顔や手足は泥どろで汚よごれた包帯でグルグル巻きになっていた。左腕と右足はギプスで固こ定ていされている。古代の棺ひつぎから蘇よみがえってきたミイラ男といった風ふ情ぜいだった。


　ミイラ男の握にぎった右手から秘石の青白い光が漏もれ出していた。


　涼子はミイラ男の顔を凝ぎよう視しした。左目が包帯で塞ふさがっていて顔の右半分しか見えない。顔色は土つち気け色いろで頰ほおは痩こけていた。しかしその右目には生気が宿やどり、知ち性せいと強い意い志しが見て取れる。


　ミイラ男の右手に握られた秘石の光が膨ふくれあがり、全身を包つつみ込んだ。


「な……南雲先生!?」


「──こっちに来るな、御剣！」


　ミイラ男に近寄ろうとする涼子を、横から飛び込んできた飛鈴が押し止める。


　秘石の放つ青白い光が一瞬、稲いな妻ずまに匹ひつ敵てきするほどの閃せん光こうとなり、ミイラ男の身体の輪りん郭かくを消し去った。


　その閃光が消えた時──ミイラ男の立っていた場所には何も残されてはいなかった。





　　　　六





「──つまり、こういうことかね？　南雲君がたびたび行方ゆくえをくらましていたのは、その……『ソルバニア』とかいう地球上には存在しない『異い世せ界かい』に魔ま法ほうによって『召しよう喚かん』されていた、と。そんな突とつ飛ぴな話を信じろというのかね!?」


「だから何度も言うように、あたしだって信じてたわけじゃないんですよ。ただ本人がそう言ってたんだからしょうがないじゃないですか」


　すでに何度目だか覚おぼえていないやり取りを、涼子はうんざりしながら繰くり返した。


　突とつ如じよ帰き還かんしたミイラ男こと南雲慶一郎が全員の見守る前で消しよう失しつするという怪かい事じ件けんによりＫファイトは中断され、涼子は事情の説明を求もとめられた。当初は校長室で尋じん問もんを受けていたが、他の生徒からの問い合わせが殺さつ到とうしたこともあり、会議室に場所を移し、質しつ疑ぎ応おう答とうの様子が校内放送で流されることになった。会議室には多数の生徒たちが傍ぼう聴ちように詰つめかけ、異様な空気に包つつまれている。


「それじゃ、これまでの情報をいったん整せい理りしてみましょう」


　書記役を引き受けた大作が席を立ち、ホワイトボードに涼子の証しよう言げんから要よう点てんを抜ぬき出して箇か条じよう書がきにしていく。


「まず最初に南雲先生がソルバニアに召喚されたのは昨年のクリスマス、ニューヨーク暗あん黒こく街がいの帝てい王おうウィラード・ゲイツと地ち下か闘とう技ぎ場じようで闘たたかっている最さい中ちゆう……と。それ以降およそ週一のペースで異世界に召喚されては魔物と闘っていた……で、南雲先生を召喚していたのはソルバニアの巫み女こで、名前はレイハ──と、ここまではＯＫですか？」


「ええ」


「あのペンダントは南雲先生がレイハからもらった物で、先生の位置を知らせる信号を出したり、魔物が出現する場所を示す機き能のうを持っている……と」


「あとゾンビ除よけのお守りにもなるわね」


「……で、七月頃ごろからソルバニア側から地球側に魔物が送り込まれるようになり、ソルバニアの巫女レイハから連れん絡らくを受けてそれを撃げき退たいした、と」


「正確には魔物じゃなくて〈魔物の素もと〉みたいなのが送られてきて、地球の生き物と合がつ体たいしてバケモノになるみたい。真まな鶴づるで出しゆつ没ぼつした例の変へん態たいスイマーズとかね」


「人間とも合体するんですか？」


「らしいわね」


「地球上で魔物と闘う時なんですが、魔法で時じ間かんが戻るってどういう仕し組くみなんですか？」


「よく分からないけど……とにかくバケモノさえ倒たおせば、そいつが存在してたっていう事実が丸ごとなくなるって話よ」


「そんな都つ合ごうのいい話って、ありますかねえ？」


「あたしに言われてもね。魔法なんだからしょうがないでしょ？」


　この台詞せりふもすでに五回以上は言っていた。言うたびに涼子以外の全員が煙けむに巻かれたような気分になるが、事実なのでどうしようもない。


「何でも魔法と言えば説明がつくと思っているのかね？　先ほどから君が言っていることには一つとして物ぶつ的てき証しよう拠こがない！」


「訊きかれたから答えてるだけよ。証しよう明めいしなきゃいけない義ぎ理りはないし。でも南雲先生が目の前で消えたのは事実でしょ？　目もく撃げき者しやなら山のようにいるわよ」


「むう……」


　当然ながら校長自身も目撃者の一人である。ここは唸うなるしかなかった。


「だったら当とう面めんの問題について教えてもらおうかしら？」


　飛鈴が立ち上がって発言した。


「彼は……南雲慶一郎は今、どこにいるの？」


「さあ？　順じゆん当とうに考えればソルバニアだと思うけど、確かく認にんしようがないわね」


「いつ頃、こちら側に戻ってくるの？」


「さあ？　そのうち戻ってくるんじゃないの？」


「そんな無む責せき任にんな」


「だって責任ないもの」


　バンッ！


　机を叩たたいて立ち上がった生徒がいた。草[image: ]静馬である。


「ちゃう！　問題はそんなことやない」


　激しい剣けん幕まくで言い放つと、静馬は涼子に人差し指を突つきつけた。


「そんな面おも白しろいこと……なんでもっと早くオレに言わん!?」


　方向性の違ちがいすぎる怒おこり方かたに、全員が膝ひざから落ちそうになった。


「言えるわけがないでしょ!?　まかり間違ってもあんたにだけは！」


「なんでやねん。ええやんけ。オレも混まぜろや」


「缶かん蹴けりじゃあるまいし……だいたい、あたし自身が信じられないようなことを他人にホイホイ話せるわけないでしょ!?」


「ケチくさいこと言うな！　怪かい獣じゆうやろ？　やっつけてええんやろ？　そやったオレにも回さんかい」


「怪獣なら一昨日あんたも闘たたかったじゃない」


『えええ～～～～～っ!?』


　会議室にどよめきが広がる。しかし当の静馬は納なつ得とくできないといった顔で小こ首くびを傾かしげて思案した。


「……そやったっけ？」


「おぼろげな思い出にしてんじゃないわよ！　だいたいあんた〈Ｖ－１エクストリーム〉の決勝でも変なのと闘ってるでしょ？」


「それってブラック・ノヴァ１号２号のことですか？」


　闘った本人よりも大作の方が察さつしがよかった。


「あいつらもたぶんソルバニアの魔ま素そを浴あびて怪人になってたのよ」


「そうやったんか！　てっきりああいう技わざなんかと思てたわ」


「呑のん気きにも程ほどがありますよ」


　大作のツッコミで乾かわいた笑いが起きた。


「結局のところ南雲君の帰き還かんを待つ以外に何もできんということか。過か去この異世界召喚のデータから帰ってくる時じ期きを予想できないのかね？」


「たいてい当日のうちには戻ってきたようですけど──」


　藤堂は腕うで時計を見た。午後五時半。そろそろ日にち没ぼつである。窓の外に目を向けると、会議室に入ってきた時には差し込んでいた西にし日びが消え、真まっ暗くらになっている。


「まだ明るいと思っていたが急に暗くなったな。生せい徒と諸しよ君くんは一度帰宅して……」


　カッ！


　窓が純じゆん白ぱくに染まるほどの閃せん光こうが走った。


　ドォン！


　閃光とほぼ同時に、落らく雷らいを思わせる轟ごう音おんと衝しよう撃げきが校舎を揺ゆらした。生徒たちは反射的に机につかまったり、両手で頭を抱かかえたりして身み構がまえた。


「すっげえ音だったな……」


「こりゃぜってー近くに落ちたぜ」


　唐とう突とつな雷かみなりが過ぎると、窓の外が再び明るくなった。夕焼け空が見える。


　いったん解かい散さんしてそれぞれ帰宅するよう藤堂が生徒たちに告げている最さい中ちゆう、一人の生徒が慌あわてた様子で会議室に飛び込んできた。


「──さっきの雷、新しん館かんの屋おく上じように落ちました！」


　その報告を聞いて真っ先に席を立ったのは涼子だった。会議室を飛び出すと階段を駆かけ上がり、コの字形につながっている校舎の渡わたり廊ろう下かを通って新館に向かう。屋上へ続く扉とびらを開けてすぐ、涼子は金かな縛しばりにあったように足を止めた。


　数秒遅おくれて静馬と飛鈴が、それ続いて大作ら生徒たちが追いついてきた。皆みな、涼子と同じく足を止め、同じものを見た。


　包帯だらけの大男がそこにいた。屋上のコンクリートの床ゆかに片かた膝ひざをついている。


　ソルバニアから帰き還かんしてきた時のエネルギーの影えい響きようなのか、身体からだのあちこちから焦こげたような白い煙けむりが出ている。


　消える直前に見た姿とは少し違っていた。マントのように被かぶっているカーテンや包帯は、水にさらされたティッシュペーパーのように半なかば溶とけかけている。


　最も大きな違いは、ミイラ男が腕に何かの塊かたまりを抱かかえていることだった。白と赤の二色のそれは、包帯と同じく溶よう解かいしかけている。
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　白い部分の溶解が進み、やがて自じ重じゆうに耐たえられず崩くずれ落ちた。


　ずるり、とその中からこぼれるように垂れ下がった物があった。全員が息を呑のむ。


　それは人間の腕だった。少女のものと思おぼしき白くて華きや奢しやな腕である。


　ミイラ男は一人の少女を腕に抱だいていた。少女の服が溶けて形を失っていたため、一見しただけではそれが何なのか分からなかったのだ。


　涼子は意を決してミイラ男──南雲慶一郎に近ちか付づいていった。


「先生……？」


　傍そばに立った涼子は、慶一郎の抱えている少女の顔を覗のぞき込み、思わずうめいた。


　グラスファイバーを思わせる銀色の髪かみ。


　色素が抜ぬけきった青白い肌はだ。


　閉じられた目ま蓋ぶたの下にはルビーのような真しん紅くの瞳ひとみが透すけて見えそうだ。


　ソルバニアの鬼き神しん召しよう喚かん士しレイハ──それが少女の名だった。


　慶一郎の右手から何かがこぼれて床に落ちた。


　それは、砕くだかれた〈ソルバニアの秘石〉の破は片へんだった。














　あとがき







　どうも、「小説ってどうやって書くんだっけ？」が口くち癖ぐせの雑さい賀がです。


　召しよう喚かん教きよう師しリアルバウトハイスクールもとうとう第十四巻です。


　予告通りに『タイガー＆ドラゴン復活篇へん』ですよ！　帰ってきたザ・ニュー静しず馬ま（バージョン３）はバカカッコいいし、寝たきり主人公の慶けい一いち郎ろうも遂ついにキャストオフ！


　何より予定していたプロットを完全に消化できたのが超ちよう嬉うれしい……もうペラペラなのはヤダってことで頑張りましたよ。おかげで〆しめ切きりを大おお幅はばにぶっちぎってしまいましたが、満足していただける本になったんじゃないかと。まあ本が薄かろうが厚かろうが「ここで!?」ってところで次巻へ続く仕様に変わりはないんですが。





　本文を読み終えてからこのあとがきを読まれている方ならお分かりでしょうが、リアルバウト本編もいよいよ大きなターニングポイントを迎むかえました。


　世間に正体を隠かくして闘たたかっているヒーローがいつかは必ずぶつかるイベントです。他のヒーローものと違うのは正体がバレたところで本人は何も困らず、むしろ知ってしまった周囲の人間が右往左往するハメになるところですか（笑）。


　終しゆう盤ばんに○○○がこちら側に来る展開はリアルバウトを書き始めた当初から考えていました。もうかれこれ十年前ですよ。よもやその場面を実際に書くまで十四巻もかかるとは思いもよりませんでしたが。


　それにしても、あらためて物語の基本設定を振ふり返ってみるとキテレツこの上ない話ですなあ。たまに異世界に召喚されて怪かい物ぶつと闘わされるがそのことを別に気にしない主人公って何!?　とか、ケンカがエンターテイメントになってる高校って凄すごすぎるなあとか、ヒロインが料理下手ってのはよくあるが方向性が異常すぎるとか……よくもこんな物語を書いてきたなと我ながら呆あきれるとともに、最終的な決着をつけられるのは自分しかいないと今さらながら責任の重さを実感した次第です。


　ここまでリアルバウトを応おう援えんしてくれた読者の皆さんはすでに「毒を食くらわば皿まで」と覚悟を決めているでしょうから、どうかそのまま最後までお付き合いください──な～んて書くとまるで次巻で完結っぽいですが、どう見積もってもあと何巻か書かないと終わりそうにないのでご安心を。





　リアルバウトといえば幕の内弁当的に様々なネタが詰つまっているわけですが、今回は怪物あり真剣勝負ありＫファイトありボケありツッコミありの「全部入り」というか、久々に本来のスタイルに戻もどれた気がします。


　やはり静馬の存在感というかバカリスマ性？　は自分で書いてても惚ほれ惚ぼれしますね。どんな場面でもこいつがいれば面白くならないわけがないという抜ばつ群ぐんの安心感。ノープランで書き始めたシーンでも勝手にアドリブを連発して自分の見せ場にしてしまうし。やっぱ静馬がいないと話にならんなと思う一方、こいつのボケに付き合っているとちっとも話が前に進まないのが困りものです。


　肩書きがいまや召喚教師どころか寝たきりホームレスの主人公もようやくの復活。慶一郎も実はバージョンアップしているのですが、本格的な活かつ躍やくはこれからです。寝ている間に〈神威カムイの拳けん〉を極めし者＝〈覚醒者アートマン〉が現れたり、出しゆつ生せいの秘密が明らかになったり、説明おじさんことドクター村むら雨さめがいろいろバラしたりと本人のあずかり知らぬところで事態が進行しているわけですが、これまで慶一郎個人の事情にすぎなかった諸もろ々もろの事こと柄がらに全員が巻き込まれていくことになる──そのためのいわばお膳ぜん立だてです。


　リアルバウトは『そもそも誰が何をする話なのか？』という物語の根幹の部分が見えにくい構造になっています。『闘って勝利する』という行動規き範はんが基本にあるとはいえ、登場人物ぞれぞれの人生の目的や価か値ち観かんはてんでバラバラで、一つの目標に向かって力を合わせるなんてことはほぼない。最終的に事態を収拾するデウス・エクス・マキナ的な役割を慶一郎が担になっているというお約束があるだけで、他の人物は自分勝手にやりたいことをやっていい──とまあ、それで話がまとまるのかどうか疑わしい仕組みで成り立っている世界です。主人公の影が薄うすくて脇わき役やくが目立ちまくるのは武ぶ俠きよう小説においてはよくあるスタイルらしいのですが、ここに至っていよいよ主題に焦しよう点てんを当てる時が来たようです。


　仙せん術じゆつ気き功こう闘とう法ほう〈神威の拳〉の正体とは。


　異世界ソルバニアとは、魔ま法ほうとは。


　そして、南な雲ぐも慶一郎とは何者であるのか──


　それらの謎なぞを一つ一つ明らかにしながら、クライマックスに向けてガンガン盛り上げていく所存です。





　　　　☆





　ところで前巻であとがきクイズを出題しなかったところ、どこからも反はん響きようがないという結果にちょっとブルーです。出題しなかったのは思いついた問題がちょっとマニアックすぎて誰も答えられないだろうと思ったからでした。


　その時考えた問題がこれ。


〈Ｑ：バラモンの本名が『番ばん場ば』である理由は？〉


　正解は拝おがみ暁あき人とが黒い『イ○ズマン』だから──ほら、この置いてきぼり感ときたら！


　ちなみに〈覚醒者〉拝暁人の次なる敵は当然『デ○パー軍団』になるわけですが、リアルバウト本編でも外がい伝でんでも書く予定はとくにないです。


　今回のクイズもどうしようかと思ったのですが、ネタを仕込む余よ裕ゆうがないのでパス。ただ前巻のあとがきで「予定のプロットの半分しか消化できなかった」と告白していたので、想定していた本来の十三巻のクライマックスはどこだったのか？　どのシーンで『次巻に続く』にする予定だったのかを推理してもらうと面白いかも。とはいえ『読者が最も身み悶もだえするであろうシーン』がどこかと考えればおのずと答えは出るわけですが、そのシーンを最後に持ってこれなかった無む念ねんさをお察さつしください。





　　　　☆





　いよいよ面めん子つが揃そろい、すべてが最終決戦に向けて動き出すリアルバウト。


　今回は最強の嫁よめこと烈飛鈴リー・フエイリンが旦だん那なに代かわって大活躍でしたが、次巻ではさらなる驚きよう愕がくの展開を用意しております。


　ズバリ、第十五巻は『魔女っ子ものになる』とだけ予告しておきましょう。


　乞こうご期待。


　それでは、また。











　　　　平成十八年九月十五日




雑賀　礼史












召喚教師


リアルバウトハイスクール14
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